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第=部 抑留網弱第2型式の

静定構造理論

( 3 ) 

本論文第一部.1.に於て著者は静定構造理論による網羽の力製的解析を試み，鋼索を主要

(:' なる構築材料とする抑留網澗の設計理論として之が鹿用の適切なるぺきととを粧諭した。而し

て此の場合注意すぺきは，営時著者の研究封象となれる網洞は， α，'0が充分小にして格臨荷重の

載荷方向が副索とその上流側主索格聞との中聞に落ち来る如き構造僚件を充足するもののみで

あったー離で'l>るぐ圃ー19参照、。共後各地の貫施網凋につき吟味を進むるに従ひ，上記と金〈

別個なる構造保件を有てコ網羽型式の存在を力事上確認するに至った。即ち拙論「抑留網羽の破

壊荷重に就てj1)中に取扱はれたる某河抑留網羽の如きは此の新しき型式に属するものでる

る。

而してとの型式は前の型式のものとは異たり， α'0が充分大にして格艶荷重の載荷方向が副

1) 北海道帝園大挙演習林研究報告，第12巻第2貌



( " ) 
索とその下流側主索格聞との中間に落ち来る如き構誼保件を有するものにしてcr抑留網凋の
破壊荷重に就て」田-2望書照)，之を力撃的に見れば，前の型式のものにありては主索鷹力は網

洞頭の格聞に於て最大にして下るに従ひて漸減し網羽尻の格聞に於て最小となるに封して，此

の新しき型式のものにありではそれが網羽頭格問に於て最小にして網羽尻格聞に於て最大とな

る如き費化をなし，前者の場合に比較して杢く逝の現象を呈するのであって，O 従て前者の場

合とは別個に濁立の構造理請を必要とするものでもる。而して著者は取扱ひの都合上此の新し

き型式を抑留網羽第2型式之に劃して第一部に於て取扱ひたるものを抑留網羽第1型式と偲稿

し，その力接的性質に従て之を二大別して以後論議を進めるとととする。

上速によって明かなる如く雨型式に劃する判別保件としては失の如く置くととが出来る

4民

V 

(畑一28)。

-
京
宣

-11 

X̂ 
水;'f，L.t直身の歩の

〉
回目2~. 第 1 及び第 2型式の判別

第1型式の判別僚件

α'0く 900+s-s02) ) 

第2型式の判別保件 } 

α80>  900 +s-so J 

-・・・・・・(54)

即ち α80が充足する (54)の僚件式の如何によって抑留網洞が第1型式に属するか或は第

2型式に属するか Y明確となり，之によって夫々第一部.m.の理論を適用すべきか或は又以下

1) 国j索に闘する相異は普通の場合は問題にする程顕者ではない。

2) 第1型式の列別篠件式は後遺の王里尚により修正される必要がある式[式げ9)望書照]。
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( 5 ) 

に於て著者が展開せむとする本論文第二部の理論を適用すべきかど決せられるDでるる。

拙論「抑留網初の破壊荷重に就て」中公式 (3)を再録すれば(凪 29)，

-t/仰向 l+dnα8，←1¥ Wt-1 ¥ Xi =Xi- 1一~u，.t-ll .."""& v.'-J. I L~UI. u>s， ~-1 ¥ー l
cos偽 ¥tanai + tan α8， i-l J COS ぬ(tanα_，i-1 + tan 偽

.x;.， ;-1 = -.x;.. i-2 ~竺皇旦{型的 -<tan ai-~)+ u7i-l 
cos α8パー1¥tanα:8， i-1 + tanαd' cωα:8， i-1 (tanα"，i-1+tan ai) 

-・・(55)

但し

i = 1， 2， 3・・・・・….n-1，n 

Xi=O， .x;.，O =0 (i=1の場合)

ヘ

Lιーー

~ 

間-29. 抑留絢務第 2型式

上式は杢副索系統の平行なる保{牛を留保して抑留網初第2型式に適用さるべき式である。

今主索のf鵠形を拙物棋と仮定Tれば〔圃 30)，')

1) r綱羽根度論(1)J 30頁
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但し

m=是正(ζ)
Xi:格問hの中央に至る横距

ヨえに第1型式に於けると同様，会副索系統を王子行なりと蝦定すれば，

α'. i α8 (i=1， 2， 3，......n-1) '"・ H ・....・ H ・.，.(57)

従て上式は

XA-137crt:20一両示品玩)1 
W'i-1 

j島

、，s
J
oo 
v
h
u
 
，t
、

となり i=1，2， 3......を入れるときはとの循環式は共の如くなる。

i=1 : Xi=O， X削 =0

・i=2:五=ー ， wt 、，X..l=一一ー雪之一一「
cos ω(tan α2+tan偽 cos偽 (tana2十tanα，) 

W1+W2 
i==3 :五=一一一一一一一一←一一一，

cos 偽 (tanfl:l + tan 偽)

X..2 
1 Y"  tan a3 -tan a. . YU  I 
三一一一一-.~-Wt一一ご竺+的!

cos 偽 (tanα3+tan偽)i Ltanα2+tan α8'''"J 

i=4 :品=
的 +W2+W~

cos α4(tanぬ +tanα8)

X..3 …aご丙瓦)(説者三)G;伝道ご)W2 /tanα4-tan αg¥. 砂2
cωα8 (tanα:3 +tan α .. )¥tanαl+tan偽 J.∞S偽 (tanα1+tan α.) 

一般に

Xi=-Wt+腕+院+…・・・+院i-2+W.-1.一一一一
cos αi(tan a， +tan α.) 

X.，;-t =一 1一一一二I(ー1)l:2 wt (竺坦ヰ盟主主}
cos α.ltanα五十tanα.，JL ¥tanαz十 tanα8ノ

xc::;::::) (::;?J1224)〈立とλZT)
+同?腕czz:::)(:223::)(::::i;:=:224)

‘' 

.~ 

、‘，
J

Qυ 
民

u
f
z

、
• 

hEE

・E・、r'EE--a--Ea--E



( 7 ) . 

× C22λ~:::-1)+.........+同院《:2λ江:-l)+Wi_l
但し

i=1: xi =0 ， X..O=O 

e . 

， 

xj 

圃-30. 網濁の主禦

正

更に以下に於て主索も椋形と荷重とに閥して号えの如く仮定する(回一30)・
(i) 主索系統の線形を抽物線とする，

( ii) 主索各格聞の z軸方向投影は等しいとする，

(iii) 網洞の全長に渉て等値の単位荷重量を椴定ずる，

然らば格間 liに封して

崎正

.筒、

Xi=対-~)

-・ Xi= l-x.，づかi+~) 
従て仮定(i )による式(56)は

tan ぬ=tan s+竺竺か-2i+1)
n 

i:圃ー却の格黒占番競

、，，，nu 
β
O
 
，t
、
• • • • • • • • • • • • 

、，，
aa
、，E
E
E
E
J

となる，とれより



ぐ8) 

tan ぬ+tan α:8 全竺(c'-2i+1)
n 

tan ai-tan ai-l 1 

tan α1-1 +tanα c'+1 
-2一一(i-1)

と左る，又仮定 (ii)，(iiりにより(44)式から

w.一旦竺-
n 

以上3個の関係により (59)式は弐の如く書き改めるととが出来る，

但し

又

但し

X，= 王土竺当fi._三1.--.H'" 
cos α c'-2i+1 --v 

X， i_l= 1+竺坐 r'8，i-1 _. H'" 
cos α c'-2i+1 --v  

H'o: (51)式

1一:但3)式
cos α4 

c': (16)式

…+Zjzti))日
=Z(手)+Z(手)+
i-1 / 1 、噌

・・…・+III〆+1 . l十 一二一一一一 +1
~ k:i-2 ¥ 一長l 〆+1¥2  ~/ .2~一 (i-1)

一(ヂ-2)(字~3}....{宇一日う(字;一日う

+ (e';1-3 )(字-4}....{与一吋宇一(iー1))

i=1: r'.， 0 =0 ' i=2: r's.l =1 

-・・(61)

-・・(62)

上記(61)式は第1型式に於ける (53)式と同様，抑留網M第2型式に封して主副繭鋼索系統

お

>> 

‘刈



( 9 ) 

の作用聴力を算定すべき基本公式でるる.

今更に蔑されたる問題として，中j別保件式(54)の特別なる場合として

α80==900 +s-so・H ・H ・H ・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・..(63)

とたれるときは圏一28によっても明かなる如く，とれは荷重の方向と副索の方向とが一致する

特殊場合にして第3型式とも稽すべきものである。前の(3η式は

α80+sO=α:.+β 

たれば，従て

a. == 900 ・・・…H ・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..，..・H ・H ・H ・.....・P・....・H ・..，・H ・何4)

とれはとの第3型式の判別保件である。とのときは tan偽=∞，c'=∞なれば(61)式から

ふ=0 ….....・H ・-…....・H ・-…....・H ・-…-…H ・H ・.....・H ・...・H ・-…H ・H ・.'(1邸)

叉

r'..←1 = 1 ' 

ttlL' 
(1 +∞s 213) H'o =互瓦'

lim 角川(c'-2i+1)==-{'-
偽 =900 唖m

であるから (61)式により

lim t〆r
Z ・-1 一一一 …...・ H・.....・ H・..(66)

α:. =900 n 

以上は第1型式公式(53)よりも同様誘導せられる。此の

結果は叉第一部不静定構浩理論に於ても全く同じく誘導

せらる Lととは著者の既に詮明せる鹿であるぐ園一13)01)

第二部に於て明確にされたる抑留網洞第2型式構遣理論

に従て以下に算例を試みるとと Lする.

算例 1'=949，制 90

f= 58，隅 89

n = 21 

戸。=700 

比較D矯め以上の敷値を平取網凋と同じにしたく91買豊島照)，叉

1) r編者司強度論CI)J 63頁

圃-31. 抑留翻著者第2型式
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L 5 

と仮定する，然らほ

1 {δ、
~; ( :いanso =0，27474774 2 ¥ L J ---rv  -， (36) 

:. s=150 21う7686

900 +s-so =35021，'7686 <α却仁(54)式3

従て本抑留網凋は，第2型式に属するととを知る，

(37) 偽 =a..，+so-s=99038'，2314 

tan α8 =-5，8891088 

tan s+tan偽=-5，6143611 

1ー=-5，9734071 cos α， 

41  
m=玄面通蕊

主竺=0ρ127∞162
n 

Ct :::;叫:;aM=一仰附5
c'=n (1+Ct) = -421，07∞55 
1+CO$28=2cods=1 

O，53774315 

ヰゾ1+{ta山(子)in-2i-+ザ

:::;J1+{抑制問+馴27∞162(2Mi))2

1 Xi .;¥.，←z 
以上により一一一， -=-=-，一ーを計算すれば夫々喪20，表.-21，.-22の数値を得る。喪21，

co唱α.H'o' H'，。
.-22 ([)It値は踊-32の如き曲線を以て費化する。

事

五:



(l'1) 

表-20. _~1ーの肝算
co.s t.li 

ム=Jl+や，27474774+仏01270問。2-2i)} 2 
s 

I (1) (2) (3) (4) (5) 
. 

g 22-2; |ωゅ川 0，27474山)I 1 + (3戸 l」 -J(4}
cos a1. 

1 20 0，25400324 0，52875098 1，279577599 山田4 I 

2 18 22860292 50335066 1，253361887 1，119536 

s 16 20320259 47795033 1，228436518 1，108349 

4 14 17780227 45255001 ]，204801511 1，097635 I 

5 12 15240194 42714968 1，182456849 1，087408 

6 10 1271∞162 40174936 1，161402548 1，077684 
、

7 8 10160130 37634904 1，141638600 1，068475 

8 6 07620097 35094871 1，123164997 1，059795 

9 4 05080065 32554839 1，105981754 1，051657 

10 2 02日0032 30014806 1，090088858 1，044073 

11 o 。 27474774 1，075486321 1，037057 

1'2 - 2 -0，02540032 24934742 1，062174136 ]，030618 

13 -4  05080065 22394709 1，050152299 1，024769 

14 -6  0762ω97 19854677 ] ，039420820 1，019520 

15 -8  10160130 17314644 1，029979690 1，014879 

16 -10 12700162 14774612 1，021828916 1，010856 

17 -12 15240194 12234580 1，014968495 1，007456 

18 一14 17780227 09694547 1，009398424 1，004688 

19 -16 20320259 07154515 1，005118708 1，ω2556 

20 -18 22860292 04614482 1，002129344 1，001064 

21 -20 25400324 02074450 11卯0430334 1，000215 
. 
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2 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

I+cos2s "-1 
表ー21. Xiの保ak--一一一 ・一一←ーーの計算

〆-2i+1

♂+ 1 = -420，070055 1 + cos 213 == 1，8596239 

(1) (2) (3) 

〆-2i+1 ;-1 一(2) ・~
(1) cos at 

. . . 
-424，070055 -0，002358101 0，002639979 

-426，070055 004694064 005202661 

-428，070055 007008199 007692444 

-430，070055 009300810 010113775 

-432，070055 011572197 012471172 

-434，070055 013822653 014769159 

-436，0';'0055 016052466 017012323 

-438，070055 018261919 019205275 

-440，070055 020451289 021352639 

-442，070055 022620849 023459110 

-444，070055 024770866 025529300 

-446，070055 026901604 027567930 

-448，070055 029013320 029579660 

-450，070055 031106268 031569098 

-452，070055 033180698 033540908 

-454，070055 035236853 035499578 

-456，070055 037274975 037449720 

-468，070055 039295299 039395738 

-460，070055 041298058 041341999 

-462，070055 043283479 043292785 

(4) 

(3) • (1+cos 213) 

。
。ρ049094
0096750 

0143051 

0]88078 

0231952 

0274686 

0316401 

0357181 

0397114 

，0436251 

0474749 

0512660 

0550070 

0587066 

0623735 

0660159 

。ω6424
0732613 

0768806 

0805083 

一
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l+cos 213 r/.， i-l 
袋一22. X."i-lの係It~示7 ・子工面干王の計算

l+cos 213 
= -11，108291 

cos a. . 
(1) (2) 

‘ 
(3) (4) 

..'-2;+1 T〆8，i-l (〈21〉〉
1十cos2s 
ces a. 

1 -424，070055 1 -1 : 424，0701 0，026194 

2 -426，070055 0，995284 428，0889 025949 

3 -428，070055 99回:28 430，0794 025828 

4 -430，070055 995350 432ρ792 凶5709

5 -432，070055 9l}5372 434，0790 025590 

6 -434，070055 995393 436，0790 025473 

7 -436，070055 995414 438，0791 025357 

8 -438，070055 99543/) 440，0790 025242 

9 -440，070055 995456 442，0788 025127 

10 -442，070055 995477 444，07槌 025014 

11 -444，070055 995497 446，0787 024902 

. 
12 -446，070055 995517 448，0788 024791 

13 -448，070055 995536 450，0792 024681 

14 -450，070055 995556 452，0790 024572 

15 -452，070055 995576 454，0789 024463 

16 -454，070055 995595 456，0791 024356 

17 -456，070055 995614 458，0792 024250 

18 -458，070055 995634 460，0788 024144 
， 

19 -460，070055 995653 462，0787 024040 

20 -462，070055 995，672 464，0786 023936 
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第三郎 主索系統の鋼索断面の決定

e 

I 主索鋼索に生ずる最大願力

第一部E及び第二部に於て越ぺたる主副南京系統鹿カ算定の静定構治理論は，荷重を凡て

格賠集中荷重とする偲定に基

8， ==μlX，+μ2X'色 l

但し } …・….. ~.・ H ・....・ H ・....・ H ・........・ H ・...何7a)

係数量 :μ1く 1，向く 1) 

以下に於ては簡翠のため次の

如く偲定して断面を決定する

. 
4 

けるものでるる。主薬に闘し

との理論による躍力を Xi， そ

の任意の車ー格聞が側方接度

を生す事る矯めの~カを X'， c圃 0.5 

-3めとすれば，寅際の主案作

用臆カ8，はその爾者の値D

和を極値として広と D 中聞

にあるもDと思考せられ得る

から，従て

‘ ... 

f. 

とと Lナる，之によって生十

る誤差は勿論安全の側にある

ととになる。

8， == Xi +X九・H ・H ・..(67)

而してぐ圃-34)

_..IT 2 

H"o == X'ι，COS f{!=三一一一sa 

でるるから， 30f直に闘し
て各格聞に劃して一様に

~ {ji;'It￥五X;JYs，.
f， OK-ーデー一同一--'-.一一司一一一一-:-~~~再押担圃

。。 句。一

L
掴-33. Siの梅成.， 

au 

a
p
 d
u
p
 

-
-
喝
事
、
¥

贋 34. 車ー格問の側方携度によ~a貿カxγ
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を眠定すれば

一方に於て

故に

δ1  1) 
・・・明8)

L 20 

w'Y 
H"o = 2，5一一

n 

2a δ4  1 
n fP=一一=4ー=一=ー
L -L 20 O 
2 

1 一一一n- v'26 示予=ゾ 1+tan2fP =... ~5"-

w'r 
x' (=X"t) = 2，549510・一一 …....・ H ・1....・H ・....，.・ H ・...・ a・-… H ・H ・...・ H ・刊9)

n 

此(0;値を式(67)に挿入して主索格問に生守る最大臆カを算定するととを得る。

(1) ー般公式の暢導

ロ断面の決定、

。

前節Iに於て著者は主索に生やる最大磨、カの算定につき吟味せるも，言ふ迄もなくとれは

索僚に働く純張力のみに闘する方法で、あったのである。抑留網洞の賞際を見るに，主索格聞の

主要部分は側方接度を生じ従て前節(67)式による臆張力の外に厳密には更に曲げ鹿力者とも主主

守る理友るも，主索絡聞の主要部分に於ける曲率宇径はとの場合極めて大となるをと以て矯めに

曲げ臨力の影響は徴少とな t，従てか Lる部分に封してはとの影響を無硯して差支ない。然し

持

主索格離を中心とするその近接局部に於ては，主索南側格聞が此の格駐に於て強く屈折する傾 公

向となり曲率宇径は著しく小となるを以て曲げ鷹力の影重量を無硯し得たい.而して此の部分は

前記憶張力も亦極めて優勢なれば，雨者合成による複合臆力度著大にして主索構造に於ける最

弱黙となる危険性が十分にある。従てさ索断固を決定する場合は此の最弱賠に作用するか Lる

複合臆力度の考察のもとに之をたずの必要がある。

以下に於ては戎D諸記暁を使用する。

S，=第i格聞に於ける最大張力 (67式〉

dr=索保直径

1) r抑留綱羽の破壊荷重に就てJ北大演習林研究報告第121/量 第2務，公式(7)望書照
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ふ=索僚を構成する素線の最大直径

D=索僚の曲げの最小直径

F=直径ωi昼!面積=守

FL=索僚に於ける素繰り線断面積 =C2F

ι=索傑の弾性係数(長さの方向に於ける)= 1000000kg/cm2 

然るときは主索索僚に生守る複合最大臆力度σは一般的に次式によってるらはされる，I〉

6=2+z・ι2
但し

z-+81 
…(70) 

α， s:索僚による定数

更に又

Bw=索僚の破壊強(保護破断力〉

ψ=安全寧

m' -
dr 
ー←ー

δr 

とすれば索際断面の設計僚件としては

1 B
一一言d
・...・ H・....・ H・-…・...・ H ・....・ H ・-…...・ H ・....・ H ・.........・ H・....(71)o p 

となり， ::3えの索保直径決定に関する一般傍件式を得られる，

1. I Si d..吉正 I一一一ー一一一一一←一一一一-
'̂ 1 B"， E. ~ 

I~' • ~，;v_:=; (α+似)Xψ F8 

-
2

刈一
D

2
二

町

=

十ゾ
J
助一

D

-一一一

Lκ

ザ
'
h

)
 
qhM 

円

4(
 

• • • • 

、BE
-
-
a
l
t
i
-
-
‘r
・1E
a
l
i
-
-
l
a
，J

イ旦し

此庭で巌密に言へば右謹に drの介入してゐるととは不合理に見えるが，d.自身は未知量で

あるけれEもはは網洞技術の賓用上とれを一定と看倣して間式の簡略化を計ワたのであ

る.

(2) 諸定数の決定

1) 拙稿「吊橋に於dる索僚の曲げに就てJ:土木皐曾誌 昭和161f.l月号虎 J5頁参照
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銀上(72)式の諸定数;才之を抑留網羽の主索に封して採用せらる L鋼索断固型式に就て特殊

化せられねばならぬ。抑留網羽主索に封する適切なる断面型式を決定する場合の考曜、すべき保

件としては

(i)軽くして柔軟性 (Flexibility)多きとと，即ち主索k僚を架設する場合，質地に於ては

とれを相官の小字径を以て聾曲せしめて(所謂鵜首巻の如き〉網洞の構成をたすべき個所極め

て多く，取扱及び、施工上聴くして柔軟なるととは此の場合主索々僚に封して強く要求せられる。

( ii) 直径小たるも強度大なるとと，取扱と前記軽きとと以外に直径の小なるとと極めて

必要にして，直径の大なるものは替曲の最小学怒も勢ひ大なるを要し施工上不利不便を費すの

でるる。然れとも一方では主索の作用醸力亦極めて強大なるを以て之に封しでは太さの割りに

極限強D可及的高きものが構造部材D性質上要求せらる Lのでるる。

以上の僚件によって7種。日本標準規格鋼索断固型式中その第4競及び第5蹴(圃 35)が

誼宮ならむと思考せらる Lも，就中第4蹴が此の場合最適でるらう。何と反れほ雨者共中心及

び各子縄中心共麻入の特別柔軟鋼索にして，前者は前記保件(i )に於ては后者に柏劣るも4条件

(ii)に於て遥かに勝りたるのみならすち前者の素線直径は后者のそれよりも大なるを以て，抑

留網洞の如く外界に露出して且つその主要部分が天然河水中に浸潰する如き架設物に封して

は，素線の自然的腐蝕及び撤去に営り清掃錯落しt施すに起因する摩粍D影響なEを考慮して

素線の太き第4披の方を有利と認むるからでるる。

JES 第 4掠 JES 第 5 競

圃-35. 鋼索断面

而して各地抑留網洞の寅際に於ても現今殆ど全部との型式を極めて有効に使用し居る現欣

であって，鉄上の理由により他に更に適切なる断面型式の出現せざる限 p，上記日本標準規格

.~ 

物

6ヤ
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第4脱却ち24本線6撚中'C'及び各子縄中心共腕入の鋼索断面型式を以て網羽を構成する現在。

寅地技法はE鵠を得たるものといふべきである。著者は従て以下に於て此の断面型式に劃して

諸定散を略味するとととする。

( a)α) s 

網初の主副雨索は言ふまでもなく静索なれば'124本線6撚中心及各子縄中心共麻入索僚よ

り友る静索につき保件を色々に鑓化せしめて，それから純張力及び、曲げ癒力の同時作用により

'て破壊する貫験を有?となければ定敷町 3の決定は不可能である@然し索僚に闘する賓験は特

殊な設備と方法とを要するが矯めに極めて厄介である。著者は之に封して索保専問家の行った

似寄りの賓験値を活用するとと Lしたn

American Cable Company技師長 Rairdenは静索。複合臆力に因る破断試験佐行ったが，D

その中に於て19本線6撚案採の腕心のもの及び、共心のものの上記破断強の純張力に因る破断強

D ー
に3討する強度減少率57 -比故国不してゐる。表nはその寛験より著者がなした比較である。

d，. 

表 23. 19本線6燃廠心及共心索篠の複合感カに図る破断強の比較

D 
19本線6並撚撚.墳腕隙素
線6本.心、

19本線 6燃燃.墳.際素
線6本.並共，C，" 爾 者 ?成 ~ 

d， 軍事 の 差 く%)破断強の減さt ~容 C%)

25 5，76 6，90 19，8 

20 7，15 8，60 20，3 

15 9，52 11，44 20，2 

10 14，18 17，07 20，4 

5 2~，OO 

減:t重軽の差 平均20μ

D 
此の表によって明かなる如く，雨者強度減少率の差は ーの費化んは無関係に一律に20%

dr- ‘ 

である。即ち此の索捺では腕心のものの方がそれだけ共必のものに比し複合臆力に封して好捺

件にるる。而して此D事情は24本棋6撚中心及び子縄中心共麻入の索僚に封してはどうかとい

ふに，之に於ては子組だけを考ふれば，その腕心ならざる場合に較べて複合腹力に闘しでは20

96確かに好保i牛にある筈である。更に之を索保全瞳として考ふれば，曲げ握力tc封して最も影

響を及ぼす庭の案保周還に位置する子縄も麻心であるので，従って杢睦としては複合艦力に封

しは紙上より推論して20%以上は有利なる僚件下にあるべきととは明かである。今著者の研究

1) Proc. Am. Soc. Civ. Eng.， Vol. 59. 1933. p. 183. 
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によれば， 19本線6撚腕心索僚に封す定童文句。は

α=0，082446 ， s=0;317122 

であるから戸此の定数に80%を乗じたるものを以て24本線6撚中心及各子縄中心共麻入索僚の

定数として採用して十分安全なるととを知るのでるる。従て

川 f

α=0，065997 

s=Oj253698 

現在本邦の主要工場にて製浩せらる.1.24本線6撚中心及び各子縄中心共麻入の索保用素線

材料は糊ね所謂 ImprovedPatent Steel (極限強:90';ロH級， 140-155kg/mm2)でるる.日本標

準規格第104掠類別mは索保直径に封する破断荷重のみを規定するととろたるも，此の第4競

断面型式に封し索保設率 (StrandEfficiency) 87，5%を仮定すれば大韓上記材質が強想せられる

のである。

表剖 目棉準規格第4親型式のj?の値

dr B宅8 fも B即 : j弓

(mm) ( t ) (cm2) (t/cm宮)

8 2，88 0，22699 12，688 

14 8，82 0，69516 12，688 

22 21，78 1，71662 12，688 

30 40，50 3，19206 12，688 

38 64，98 5，12148 12，688 

46 95，22 7，50488 12，688 

55 136，13 10，7289 12，688 

65 190，13 14，9849 12，688 

との索僚の断面型式日本標準規格第4競の規格直径8mm乃至65mm中より数種を選び，之

B 
につきて素線総断面積五と破断強Bwとよりずを計算すれば表ー24記載の如く比は一定値に

して共の如く怠る。

会=附
( c)χ 

1) r前出拙稿:r吊橋に於ける索僚の曲げに就てJ15頁
Slewart: Behavior of Stationrη， ¥、'ir.eRopes in Tension and Bending， Transactions of A. S. C. E.， 1937. 

. e 

、~
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(i) '" 

日本標準規格第4銃断面に釣し此の値は本邦の製索技術に於ては次の如〈である。

'"=17，857 

(ii) iJ，γ 

此の素線直径は主索々僚直筏より凡そ怨像し得らる L鹿である。主索直径は樺太幌内川抑

留網吻の如く表裏雨続網共 3"の大径を使用するものもあるが，普通は殆ど 50mmJ~至h0mm
範簡内にある。従て以下に於てはd，.の平均値を 55mmとして

iJr=3，080mm 

を仮定する。

、

/ 

国-36 格黙に於ける孟索の寄幽獄態

(iii) D 

とれは言ふまでも君主く主索鋼索の軸張力の優勢なる部分に於ける曲げの最小直径にして，

前速の如く複合癒力度の最大と考えらる L格駄が此の場合問題となる。高'1索は 圏一36，圃 37'tc

見る如く，主索部材の一部たる綱初子の略中央に普通蓮結せられ絡結はとの位置に構成せられ

る.而して主索は曲げに封して剛性を有する綱初子と共に副索に主E紡せらる Lが矯めに高'1索に

よる曲げ作用は殆と此の片側3本より成る綱初子によって阻止せられ，従て格貼自身に於ては

主索に大きな曲げはか Lら左い。之に反して網初子と網羽子との連接結は屈折僅めて自由にし

て，此の部分に於ては主索tc大なる曲げを生歩ぺき理念るも，概て架設技術のとの部鯵成細部

を観れば， ;俊併並びに網司君子の連結鋼索に主索は絢羽子の各連接黙毎に 4個所tc於て緊縛せら



(22) 

れて，力事的にはとれらが主索に封して水平方向に弾性支黙の如くに働き(圃-37)，結局此の

部分に於ても主索の屈折は之等支艶によって阻止せられて主索の受くる曲げ現象は著しくはな

川
恋
仲
時
金 宗

室、

ψ 了

三綱!?)

品t

'';.. 

f 

-・-

手と李砲ず4可

索

S:将殿構成細部による主索の磁性支貼

回一37，主索の格勲に於ける曲率竿箆



〈盟〉

い。著者が貫験を寅施せる日高圏平取村二風谷地先沙流川抑留網洞に於ける賞際に徴すれば，

格黙に於ける曲率宇径は普通5米以上7，....，8米にして，局部的には更に柏小なる宇僅もあらは

るLが如くである。従て著者は以下に於ては主索。曲率の最小直径に就て安全のため

• 
D=300cm 

と仮定するとと Lずる。而しでかく蝦定すれば

D 3000 
=一一=974
δ3，08 

D 
となり，例へば索道技術に於て支索等の静索に闘し比一ーを1000内外以上にとる慣例とも合致

δ2 

するとととなり此の場合の上記仮定が賞用上E賞友るととを首肯せしめるのでるる。

liv)χ 

以上各定数の数値により χの値は失0知くなる。

χ=tL=00183337=-1-….....・H ・....・H ・......・H ・......・H ・.........(75)
，------. 54，544 

(d) C~ 

直径drの索僚に於ける素線の綿断面積を F..同一直径の困面積を Fとすれば，岡者の比

F~ 
2-F 

は同一型式の索保で誌うれば共の索保直径の大小或は素線教の多寡には無関係に近似的に一定値

となり戸此の性質が索僚より構築さる L構遺物の設計理論及びその計算方法を簡易化すると

と甚大でdうる。而して問題の JES第4競の抑留網洞鋼索に闘しでは々の{直及び其の定値性は

F'¥ 

，
 
r
F

，
 

F' 

圃-33. 子縄の関係

如何なるもの:でるらうか。著者は本項に於て此0駐につき吟味を進むるとと Lする。

(α) 子縄 (Strand;"Litze"). 

今 C副会8)

1) 前出拙稿・「吊橋に於ける栄僚の曲げに就てJ 9-10頁
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と仮定すれば

P.:子縄の素線総断面積

P8，1:子縄の (dt-d1，c)の部分に於ける素組織断面積

FSI2 :子縄の直径 d1，oの部分に於ける素鵠線、断面積

P:直径 d1の図面積

P1:国環 (d1- d1， 0)の面積

P2:直径 dl，oの図面積

1"'s=Ps，l + 1"'8，2， P=1"'1 + P2 

c'. =P'，・1+ PS， 2 。=一一 一一一一一ー一←一一一~

1"'1+  1"'2 

2主る闘係より子縄に於ける素線と直径ゐなる園面積との比は次の如くになる。

或は

但し

( i )比(日

号.!.=c'2ーん，0，(予)

う.!..=c'2ーん，0，(うプy

1"'"， 9 
C2， o~ 1"'. 

邸第4暁に封し此の比舎を見れば

dl' ゐ=dr:3 o， 

(mm) (mm) (mm) 

50 16，6 2，800 

55 18，3 3，080 

60 20 3，360 

d1 =5，9524・ゐ

d1，o=dl-4or=1，9524・δγ

ゐ:δr

5，9524 

5，9524 

5，9524 

-・…(a)

-T=似8002ω
(ii) 定数ん

此の定数んは普通の螺旋索保 (SpiraIrope)に於ける素線総断面積と闘面積との比に外君主

ぜ
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ら1J:いが，唯との場合 JES第4競索俸の子縄をその素線を以て充質せしめたる場合の素繰の

居敷 pを如何にとるかの問題である。而して

d，-iJ一戸支いえ4762

即ちとの蝦;想的た居敷はt=2及び3の聞にある。術ほ

t=2 c乍=0，76001). 

t=3 e2=0，7551 

であるから比例によりさたの値を得る。

e2=0，7577 '….....・ H ・."，・ H ・..…..，・ H ・.....・ H ・.....・ H ・・ H ・H ・.....・ H ・H ・H ・..(c) 

(ui) 定数〆:， C 

此の定数は式 (a) に見らる L 如~ JES第4披索僚の子縄の麻心の部分を同一素線を以て

充質せしめたる場合の素娘線、断面積と園面積との比である.而して上記により

ぬ，c=1，9524・ふ.

であるから直径んの素線の

みを以てとの部分食充質せし

むる課には行かない。今極め

て簡単に中央に直径 iJ，.rD素

線を置き接官会の部分を 1居の

素線を以て取り巻〈ものとす

れほ〈圃-39)，

外居素線直径=0，4762・δγ

従て

外居素線の鍛想本数=9，739

故に

、-『ーーー一

回-39. 子島廊心部分の偲想葉線

7r πi骨、
FS• 2 =---;-- 孔+ 9，739・一・ (0，4762. iJr)2 = 3，2085・{と抗}4 ，-，---- -.， -'---. ¥4 -. ) 

ん，戸~;=0，841713 ..................................................，(d) 

以上 (b)，(c)， (d)の値を式 (a)に入れ』ば

1) 前出拙稿:r吊橋に於ける索僚の曲げに就てJ9頁



く舗〉‘

-γ=司附，点6671....…......................(祁)

(s) JES第4披索俸

前頃(α)にて取扱ひたる子縄6本を以て絢り合

されたる JES第4蹴索憶に就きて更に定数"を求

むる必要がある。而して(聞40)

押， π ~Ã".. 

F.=6F..l ， F= ー":-d2 =一 (3dt}'==9 ・三千~=9F4 -- 4 ，--~ 4 

F. 2 /P..1¥2 
2=~:=:F-::~}=: .0、6671= 0.44473 F 3 '-Fノ 3 -，---- -， 

向ほ此の(77)式はー臆吟味すれば

吟味，. JES第4捜索保 直径50mm.

議線直径=2，8mm P'.1=147，7809mlll! 

足立6P'..1= 886，6852mm2 F=l部3，51llm'
c2=0，4516 

(17)式に拐する誤差=1，5%

吟味2.JES第4続索保 直径55mm.

素娘直径=3，08mm F.，1=178，8148mm2 

ι= 10i2，8891l1m 2 F:-留75.835mm雪

'2=0，4516 

(77)式に封ずる誤差=1，5%

( e) 是

'2が決すれば kも定まる，即ち

司、_.

聞-40.子縄6犠腕心察官毎

'"・H ・..σ7)

hZ2==1，692… … ...・.......… H ・・・……・ ・・…・ ・・・…・・・ ・・ (77a)
vπ'2 

(3) 索保直径決定蝶件式と算倒

以上求めた JES第4競索保に関する諸値を (72)式κ挿入すれば弐の如き主索。索保直径

決定に闘する保件式が得られる。
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ι:> 1，692・ヘfIB，688&
1-p-o，O725 

、‘EJ。。
押

4(
 

• • • • • • • • 

‘ZEE-aIt--
、，B
E
E
-
-
1
1
J

但し

.. 
Si:皐位 (tg)

f:1Z688t/cmz級素線材質

d，. :皐位 (cm)

此の公式に依て戎に抑留網凋第1型式並びに第2型式。雨者に就き算例を試みるとと Lす

る。

算例，. 抑留綱羽第1型式

日高圏平取村二風谷地先沙流川抑留綱初

基礎項目:が=527kg/m 

(=949，肌90

f=58，n<89 

n=21 

ん=700

、
¥
 J
P
 

a，o= 260 

iJ 1 
今荷重の方向を決める量につき--=--=ーを仮定すればL --5 

式 (36) tan {3=0，27474774 

ユコ=1，0370565
cos t:J 。=15021'，7687

" 

90~+ {3 ~ßo=35021'， 7687 :>α'0 

即式(54)中の第1型式に関する僚件式を充足する。

式 (37) U8 =仏。+so-{3=80038う2313
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Qz  tanな伽fi=2鉛民矧仰3邑叩叩，7川7π7705
c'= n (l+Ct) =520，18174 

坐=0，012700162 
n 

I=Y cos s=915，m95781 

-Jι= J 1 + { tan s + (ぞ)(n一川))2
=J~弓吋問。-側400324.i } 2 

以上の敢1u在によって L ， _X~ ， ~，_i を計算すれば夫々喪25，羽， -27を得，後ご者の
cos α H'o H。

費化を之により曲棋にて示せば掴-41を得る。
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(BO) 

裏一25.
1 
cos ai の 計 • 

よ =J1+{仏554151…制00324ij ¥ 
cos a.{ 

(1) (2) (3) (4) 

g 0，025 400 324 i O匂，5052451513011 
-0.025 400 324 j 1十(2)2 |ふ==..;可

1 0，02õ4003~4 0，52875098 1，27957760 1，1312 

2 n50800648 50335065 1，25336188 1，1195 

3 07H2oo972 47795033 1，22843652 ]，1083 

4 10160130 45255000 1，20480150 1，0976 

5 12700162 42714968 1，1824M85 1，0874 

6 15240194 40174936 1，16140255 1，0777 

7 17780227 37634903 1，14163859 ]，0685 

8 20320~59 35094871 1，12316500 ]，0598 

9 22860292 311554838 1，10598175 ]，0517 

10 25400324 30014806 ]，09008886 ]，0441 

11 ~7940356 27474774 1，07548632 1，0371 

12 30480389 24934741 1，09217413 1，0306 

13 33020421 22394709 1，05015230 ]，0248 

14 35560544 19854676 . 1，03942082 1，0195 

15 38100486 17314644 ]，02997969 ]，0149 

16 40640518 14774612 1，02182892 1，0109 

17 43180551 12234579 1，01496849 1，0075 

'18 45720583 09694547 ]，00939842 1，0047 

19 48260616 071545H 1，00511871 1，0026 

20 50800648 04614482 1，00212934 1，0011 

21 53340680 02074450 1，00043033 1，0002 



〈担》

l+cos 2s 舟-i
表一26. ~むの係費量コ示瓦了・ 7三宮王王の計算

〆+1=521，18174 1+∞s 2s=1，8596239 
め

7 

(2) (3) (4) く5) く6)

/ 

(2) 1 I (5)…ω z c'-2i+1 
(3) (4)・一co一-一αi可

1 20 519，18174 0，0385j!216 0，04357627 0，081035 

2 J9 517，18174 03673757 04112771 076482 

3 18 515，18174 03493913 03872304 072010 

4 17 513，18174 03312667 03635983 067616 

b 16 511，18174 03130002 03403564 063293 

8 15 509，18174 02945903 03174800 059039 

7 14 507，18174 02760352 02949436 054848 

. 
8 13 505，18174 02573331 02738024 050917 

9 12 503，18174 02384824 02508119 046642 

10 11 501，18174 02194813 02291604 042615 

11 10 499，18174 02003278 02077600 038636 

12 9 497，18174 01810203 01865595 034693 
4 

13 8 495，18174. 01615568 01655634 030789 

14 7 493，18174 01419355 01447032 026909 
.断

]5 6 491，18174 01221544 01239745 023055 . 
16 5 489，18174 01022115 01033256 019U6 

17 4 487，18174 008210488 008272067 015383 

18 3 485，18174 006183250 006212311 011553 

19 2 483，18174 004139229 004149991 ∞77174 
20 1 481，18174 002078217 002080503 0038690 

21 。 479，18174 。 。 。



( 3~ ) 

l+cos空白 7・a
表剖.X"，iの係費tτぷ41・戸主誌の計算

l+cos 2s = 11，430790 
cos α8 

(1) (2) (3) く4) (5) 

z 〆-2i十1 Ts， l (3) 1+cos 2s " (4) 
(2) cos ag 

1 519，18174 0，996148 0，00191869 0，021932 

2 517，18174 996132 00192608 022017 

3 515，18174 996117 00193353 022102 

4 513，18174 996102 00194103 022188 

5 511，18174 996088 00194860 022274 

6 509，18174 996073 00195622 022361 

7 507，18174 996057 00196391 022449 . 
8 505.18174 996041 00197165 022538 

9 503，18174 996025 00197945 022627 • 
10 501，18174 996009 00198732 022717 

11 499，18174 995993 00199525 022807 

12 497，18174 99597';' 00200325 022899 

13 495，18174 。95961 00201130 022991 

14 493，18174 995945 00201943 023084 

15 491，18174 995928 00202762 023177 

16 489，18174 995912 00203587 023272 

17 487，18174 995895 00204420 023367 

18 485，18174 995878 00205259 023463 

19 483，18174 995844 00206101 023559 

20 481，18174 1，000000 00207822 023756 
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ヨえに上記係裁に H/oを乗やるを要する。

ull'~ 
荷重候定 uI=527kg/m H'o =一一=lOO9，33t

回 8f

又式(69)により

X'=2，54951・'!:i}:=60，775 t 
n 

( 33 ) 

とれより式(6りによって主索絡間最大鹿力 Siをその表親綱及び裏親綱の南者に就て各別に求

めなければならぬ。此庭で表親綱は荷重の働き方が裏親綱よりも直接的で、あるから，従ってそ

の作用癒力も大主主る筈でbる。此の分権率を表親網65%，裏親網35%と仮定して計算を進める

とと Lナる 01〉叉主索直径決定の僚件式(78)に介入する安全率に闘しては此の場合

yJ= 1，5 ・・・ H ・H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・ H ・・ H ・H ・..…...・ H ・.....・ H ・.....(78a) 

と仮定する。抑留網凋は流活期間中のみの仮設物でるり永久構造物ではないから主，副雨索系

統索保の設計には上記安全率は過小ならやと思考せらる。かくて表【28，.-29の如くして主索

直径は決定せらる。

1) 之に闘しでは本稿第六部に於て別に吟味するo



( 34 ) 

表-28. :a:索感カの計算(第1型式〉

l~'"竺雪印 iI ，xi='(f>Ul:)' H'o I Xt，j=0，65Xi I Xi，l=0，35Xi I 0，65X' 0，35X' 
(t) (t) (t ) (t) 

一一 一 一一一一一一←一一一一

" 1 81，791 53，]64 28，前27 39，504 21，271 
ノ

2 77，196 50，177 27，019 39，504 2]，271 

3 72，682 47，243 25，439 39，504 21，271 1， 

4 68，247 44，3.61 23，886 39，504 21，271 

5 63，884 41，525 22，359 39，504 21271 

6 59，590 38.734 20，857 39，504 21，271 

7 55，360 35，984 19，376 39，504 21，271 

8 51，392 33，405 17，987 39，504 21，271 

9 47，077 30，600 16，477 39，504 2]，271 

10 43，013 27，958 15，055 39，504 21，271 

11 38，996 25，347 13，649 39，504 21，271 

12 35，017 22，761 12，256 39，504 21，271 

13 :n，076、 20，199 10，877 39，504 2]，271 
f 

14 27，160 17，654 9，506 39，504 21，271 

15 23，270 15，126 8，145 39，504 21，271 
" 

16 19，394 12，606 6，788 39，504 21，271 制

17 15，527 10，093 5.434 39，504 21，271 

18 11，661 7，580 4，081 39，504 21，271 匂，

19 7，789 5，063 2，726 39，504 21，271 

20 3，905 2，538 1，367 39，504 21，271 

21 。 。 。 39，504 21，271 

様) 係重主は表-26の制直。

抑) 格慰集中荷重迎論による表貌絢謄カをあ..f， 裏親網目色力を Xi，lとす。



( 3!l. ) 

.29. 主索直径の決定(第1型式〕

σ) _1_~_(2~_ __ .1 (3) 拘〈町
一一一← 一 所要 採用1

z Si Si:8，386 山) 直径)=W2開 直径ft/，.1) 
(t) (cm2) (cm) 1. (cm) (mm) 

表税 l裏瓦i表現[裏親表裁|裏親|表親|裏親[表続l裏現
1 92，668 仰 98I叩 50 5，950 3，324 2，439 5，62 4，13 58 42 

2 89，681 48，290 10，694 5，758 3，270 2，400 5，53 4，06 58 42 

3 86，747 46，710 10，344 5，570 3，216 2，360 1 5，44 3，99 58 42 

4 83，865 45，157 10，001 5，385 3，162 2，321 5，35 3，93 58 42 

5 81，029 43，1:30 9，662 5，203 3，109 2，281 5，26 3，86 58 42 

-T<)一一
6 78，238 42，128 9，330 5，024 3，055 2，241 5，17 3，79 52 42 

7 75.488 40，647 9，002 4，847 3，000 2，202 5，08 3，73 52 42 

一関一一
'8 72，909 39，258 8，694 4，681 2，949 2，164 4，99 3，66 52 38 

9 70，104 37，748 8，36D 4，501 2.891 2，121 4，89 3，吹9 52 38 

10 67，462 36，326 8，045 4，332 2，836 2，081 4，80 3，52 52 38 

一凶ーー
1l 64，851 34，920 7，733 4，164 2，781 2，041 4，71 3，45 48 38 

12 62，265 33，527 九425 3，998 2，725 1，999 4，61 3，38 48 38 

13 59，703 32，148 7，119 3，834 2，668 ]，958 4，51 3，31 48 38 

14 57，]58 30，777 6，816 3，670 2，611 1，916 4，42 3，24 48 38 

一凶一ー
15 54，630 29，416 6，514 3，508 2，522 1，873 4，27 3，17 48 32 

. 
16 52，110 28，059 6，2]4 3，346 2，493 1，829 4，22 32 

ー凶一一
17 49，597 26，705 5，914 3，184 2，432 1，784 4，11 3，02 42 32 

18 47，084 25，352 5，615 3，023 42 32 

19 44，567 2，862 2，305 I 1，692 3，90 I 2，86 42 

20 j 42，042 22，638 1 5，013 2，700 明 9i 1，仰;抑 2，78 42 32 

2卯 I4，711 2，536 42 32 

J) 本邦某社型銭による。
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算例2.抑留網調第2型式

第二部算例のものに就てなすとと Lする〈農 20，表-21，表沼参照J。荷重d を算例1と同様に

仮定すれほHツ。，X'共に.例1と同様になり表 30，褒 31の如くして主索直径を決定し得る。

表-30. 主索感カの計算(第2型式〕

a |ん(欄)Flh=o，eM Xt，l = 0，35Xt I 0，65X' o 35X' 
( t ) ( t ) (t) (t) ( t) 

1 . . . . . 
2 4，955 3，221 1，734 39，504 21，271 

3 9，765 6，347 3，418 39，504 21，271 

4 14，439 9，385 5，054 39，504 21，271 

5 18，983 12，339 6，644 39，504 21，271 

6 23，412 15，218 8，194 39，504 21，271 

7 27，725 18，021 9，704 39，504 21，271 

8 3]，954 20，770 11，184 39，504 21，271 

9 36，071 23，446 12，625 39，504 21，271 

10 40，101 26，066 14，035 39，504 21，2';'1 

11 44，051 28，633 15，418 39，504 21，271 

12 47，937 31，159 16，778 39，504 21，271 

13 51，763 33，646 18，117 39，504 21，271 

14 55，539 36，100 19，439 39，504 21，271 

15 59，274 38，528 20，746 39，504 宮1，271

16 62，975 40，934 22，041 39，504 21，271 

17 66，651 43，323 23，328 39，504 21，271 

18 70，311 45，702 24，609 39，504 21，271 

19 73，964 48，077 25，887 39，504 21，271 

20 77，617 50，451 詰7，166 39，504 21，271 

21 81，279 52，831 28，448 39，504 
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袋一31; 主索直径の決定(鱒2型式〉

(1) (2) (3) (4) (5) 

z Si Si: 8，386 、12 E臨喜)ト(い雪斗cm1，)69悶叫2ふ.開l 採直 (m径用mi1)帆J 
( t) (cm2) (cm) 

表親|裏親 表親|裏親 表貌|裏親 表親|裏親|表親|裏貌

1 . . . . . . . . 42 32 

2 42，725 23，005 5，095 2，743 2，257 1，656 3，82 2，80 42 32 

3 45，851 24，689 5，468 2，944 2，339 1，716 3，96 2，90 42 32 

4 48，889 26，325 5，830 3，139 2，415 1，772 4，09 3，00 42 32 

-T<l一一
5 51，843 27，915 6，182 3，329 2，486 1，825 4，21 3，09 48 32 

6 54，722 2P，465 6，525 3，514 2，554 1，875 4，32 3，17 48 32 

-T4--
7 57，525 30，975 6，860 3，694 2，619 1，922 4，43 3，~5 48 38 

8 60，274 32，455 7，187 3，870 2，681 1，967 4，54 3，33 48 38 

9 62，950 33，896 7，507 4，042 2，740 2，010 4，64 .3，40 48 38 

10 65，570 35，W6 7，819 4，210 I 2，796 2，052 4，73 3，47 48 38 

-T<l一一
11 68，137 36，689 8，125 4，375 2，850 2，092 4，82 3，54 52 38 

12 70，663 38，049 8，426 4，537 2，903 2，130 491 3，60 52 38 

13 73，150 39，:188 8，723 4，697 2，953 2，167 5，00 3，67 52 38 
一凶一一

14 75，604 40，710 9，016 4，855 3，003 2，203 5，08 3，73 52 42 

15 78，032 42，017 9，305 5，010 3，050 2，238 5，16 '3，79 52 42 

-t<l-一一
16 80，438 43，312 9，592 5，165 3，097 2，273 5，24 3，85 58 42 

17 82，827 44，599 9，8'i7 5，318 ら143 2，306 5，32 3，90 58 42 

18 85，206 45，880 10，161 5，471 3，188 2，339 5，39 3，96 58 42 

19 87，581 47，158 10，444 5，623 3.232 2，371 5，47 4，01 58 42 

20 89，955 48，437 10，727 5，776 3，275 2，403 5，54 4，07 58 42 

21 923351ω，7山 明 9lM19 2，435 5，62 4，12 58 42 

¥ 

III 断面決定に劃する注意

主索断商の決定方法~'0いては前節に於て一腹重された課でif>'るが，更に本節に於てこ，

三注意すべき事柄につき述ペる。
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(1) 抑留綱初型式の移行性と主索断面設計上の注意

抑留網羽はその第1型式及び第2型式の何れたるを聞なや，流水荷重及び、木材堰積荷重に

より網洞の各格貼は凡て原位置よりも下流側に向って嬰{立する〔聞42，厨4.3)01)今蜜位後に於

ても荷量の方向が費位前に於けると全く同じきものと蝦定すれば，第2型式にあっては費位後

に於ける網羽の子商形は主副雨索及び荷重の方向に闘する;j:Jp留網羽第2型式の判別保件式

(54) α岬>900 + s-so 

を従前よりも更に良好に充足するとと Lなり〔圏一4.3)，従て此の場合抑留網羽第2型式は型式的

に見て固定的であり，とれが費位せる結果として第3型式乃至第1型式へ韓同するが如き危険

十

回~43. 第2型式の書聖位 回 42 第 1型式の婆位

2主る移行性を考慮する必要はない。此の事情は第1型式にあっては如何といふに，国 42によ

つでも明白なる如く，各格賠の下流側への費位に伴ひて漸次第3型式に推移接近し，最悪の場

合は更に此の線を来り越えて第2型式の領域iて侵入し得る可能性が強想せられ， かくてか Lる

抑留網羽第1型式は型式上極めて不安定にして共の移行性も!fF力，事上定除多きものといはねば

1) 第1型式類似の耳目索の取方をふ絞り嫁"，第2型式類似のそれを e‘吊り嫁"といふ呼楕が流送作業者の聞

に行はれてゐる。

‘' 



" 

‘' 
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ならぬ。

此の危険なる移行性の原因たる傾斜角 αmの質化は如何なる程度のものであらうか，著者

は平取網羽につき此の瓢を吟味するとと Lするぐ表-29 参照〉。

格問 (0，1)に生ナる仲び:

-作用最大陸:力(表裏雨転:網鹿力の和)=92，668+49，898=142，1566

{去親 58mm JES 第4競
採用断面{
(dr) 表親 42mm JES 第4蹴

素株高忠断面積=C25;件山73im+432同 9附 m2

142，566 
作用膳張力度= =7，959t/cd 

17，9116 

従で ι=1000t/cm2 とすれば

7，959 
歪み=':::: =0，007959 
1000 

平均格問長(偲定)=40m

. 1千均格間長の伸び=4000・0，007959=31，836cm 

傾斜角 h の増加:

此の伸び、は各格問のもの累積して最格格聞に於てその副索傾斜角 α'80の増加は最大となる.

此の傾向を著しからしめるものは，第1型式に於ては下流側副来ほどその碇著河岸に近接し来

る理由により共の全長が次第に短縮せらる L事責で、るる。従て此の最格部材に就て第1型式判

別保件式 仏。く 90"十8ーん が鑓位後に於ても成立すれば他の副索の凡てに就ては勿論成立

するとと Lなる。結局最経副宋が鑓位後も上記保{牛式を充足出来得るやう最初から α却を共の

増加を強想、せられる量だけ過小に決めて設計しなければならないととに怠る。抑留網羽第1型

式はか Lる特別なる考慮、を必要とするものなのである。

今最経格賠 No.20 vfl中ぴ累積にまる移動は各格間長を等長と見れば

移動量=25・31，836cm=6，6856m 

でるるから，従て傾斜角 α80の増加 dα聞はヨえの如くなる。

( i ) 副索 No.20の長さ 100mとすれば

6，6856 
α。=v'~'f:::v =0，066856 .・..1α80=3吐9ノ，5. 
100 

(ii) 長さ 50mとすれば

tan .1α80=0，133712 人 dα:80=7037〆



〈却〉

偲りに安全のため後曹の値をとれば，平取抑留網洞に於ては

従て

ム=帆偽刈，s=W22' (1 = !Y' 

費位後の副索傾斜角=α:80+.1a，，0=260+ 7037'=33037' 

aoO+ s-so=900+ 15022'ー700=35022'

人 α叩 +.1α80く 900-+s-so

即ち平取抑留網洞では費位後と難も猶ほ第1型式の保件は成立つととがわかる。

此の例に於て費位の結果第1型式よ b第3型式完全に移行したるものとすれば，との場合

に生起すべき角費化 dα80は

.1a80=35022' -260 = 9s22' 

でたければならぬ。か Lる角費位を生ぜしむる臆力度は何程のものであらうか。

tan 9022=0，1649513 

副索 No.20の連結鮎たる主索格賠No.20の費位=5000.0，1649513=824，7675cm 

824，7565 
1平均格聞の伸び=一一一一=39，2741cm

21 

39，2741 
歪み=一扇面一=0，00981邸25

臆力度=(歪み)・E，.=9，819t/cm2 

式 (70)，(71)， (72)より明か友やうに

誌で

ψ 豆旦竺.~
ι6 

_8. ι σ=: + ~(α+向)χ
1:'. m 

.，・.7ぜ=12，688仇m2，言(i=1)=7，959仇m2

ト+似)χ=0ρ加川，0"=8，0叫 m2
12，688 
ψ==1，58 
8，032 

若し前記角費位仇=慨が費生し第3型式に移行したる場合の癒力度会=酬t/cm2に於

ける安全互容は

1) .倒 1.望号鳳

ず、

‘b 

。



σ=9，819+0，073=9，892 t/cm2 

12，688 
ø= ，:':;;，'!，~~ =1，283 
9，892 

く41) 

前述せる如く ψ=1，5として設計すれば σ従て結局歪みは上記の数値よりも遥かに低位と

なり，とれよりして第1型式が第3型式に移行し又は更にそれより第2型式にまで移行すると

いふととは仲々容易に生起せざるものなるととがわかる。若し起り得るとすればそれは強定荷

重が幸子しく増大したる場合である。その結果として之に加ふるに型式の移行が起った場合は憶

力の綱初に於ける分布告以態乞逝棉せしめ抑留制珂は異常なる危機に直面するとと Lなる。従て

設計者としては如何なる場合にも此の型式の移行を生起せしめざるやう高金の策を講守るの必

要がるる。共の僚件としては既越の如く

α:'0'+.11α-80 く 900+。ーん

を満足すれば抑留網澗は第1型式を保持するととになる。耐してとの場合

.Ju..，o = 7037〆二千_70 

として十分安全でるらう。その理由は此の量は最大鷹力を受ける主索格聞の仲ぴ、を夫れ以下の

醸力。作用下にある金格問に渉って椴定しつ L算出せる角費位でるるからである。然らば第1

型式命j別保件式はとり場合

a8Q < 830+β-1'0 ……・H ・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・..………...・H ・.....(79)

となり，第二部(54)式の第1型式判別保件式は設計の安全上此の式を以て置換せらるべきでも

のでるるととは毅上の理由によって明白である。

(2) 主索断面設計方規

以上越ぷる慮以外D理由もあ 1)， 従来本邦に普溺たる規模の抑留網洞に奥ふべき主索断面

の設計に封しては失の如き賞用方規に従て設計をなすが適切ならむと思考せらる。

，.第 1型式

( i) 先づ公式(78)に依て断固を計算する。此の場合櫨手の教は表親綱3個所，裏親綱2個

所としてり(表-29，表-31参照〉前記算出断固と市場断商とを照合しつ L採用断面を決定する。

(ii) 戎に表親綱v4種類。採用断面中大なる方より 3種類の断面を貫地に採用し，従てそ

の櫨手を2個所とし表親網の3直聞をして大韓同長ならしむるやうにする。裏親網は3種類の

採用断面中大怠る方より 2種類を寅地に採用し，その稽手9":1個所としてとれを表親網槽手個

腕の中間にあらLめる。

1) 表，裏雨続編の纏手が同一秘閲に来る ζ とは銀度上越〈べきであるo
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2.第 2型式

( i) 第1型式の場合と金〈同一である。

( ii) 共に表親綱の4種類の採用断面中大友る方より 2種類の断固を貴地に採用し，従てそ

の纏予を 1個所とし表観綱を略宰長の2m.:間たらしむ。裏観鯛は3種演の探用断面中最大のも

の1種類を賞地に採用し，櫨手はとれを皆無ならしむるか叉長きに過ぐるときは同種類案能の

櫨手1個所を表親綱のそれと重俊せざる格問iに設くる。

3.雨型式の選揮

成る可く第1型式に依るべきとと 0

4.理由

抑留網羽設計理論上り出裂し且之とは別に上述設計方規を油切と認むべき理由としてはまた

の各項を事げ得る。

( i )荷重は多くの場合網凋頭に於て強大なりと思考せらる。従て第2型式で行く場合は

第 2 型式理論の要求するよりも更に徐裕ある断商を此の方面î~配置したい。更に叉型式選揮上

は第1型式に依り度い。

( ii) 流遠大なる河川中央流心附近は同様荷重の局部的増大を理想せられる。

(iii) 経済的理由により成る可〈理論の要求する断面費化に従ひ度い。

第四部 副索系統の鋼索断面の決定

I 副索鋼索に生ずる最大聴力

副索系統に生十、る臆力は弐の如きものである。即ち

(i)杢腫底力としての軸張力(格艶集中荷重理論によるもの〉

(ii) 主来側方技度による副索方向累加軸張力 t等布荷重理論の影響によるもの〕

(iii) 主索系統及び副索碇著系統への自身の捲附連結に図る曲げ臆力

(iv) 副索にか Lる横方向の動71<.墜に因る曲げ腰、力

以上の中最後の因子はとれを無蹴しでも先づ差支泣い。それ以外のものは考曜に入れる必

要がるるが， (i)のものは言ふまでもなく本論文第一部.1. (第1型式)及び第二部(第2型

式〉の鱗浩理論によヲて算出せらるべき聴力でるり， (ii)のものは主索側方援度の影響による

副索の累加臨力にして，此の雨者は綜合して拙稿「抑留網洞の破壊荷重に就て」所載1)の公式

1) 北海道帝岡大事演習林研究報告第]2巻第2披
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(8)， (9)， (10)及び(ηκよって奥えらるべきものでるる。必要上此鹿に再録すれば

保件'sH=O

X"S.;= _~L I山 <iXi向刊α)仏 1叫 +1)同 一inai+1)] 
cos α"L 

-・・(80)
僚件，sP'=0

れ =J一山川Xin¥(sinい c…i+1)一(九十<iXt)(sinai一ccos ai)] 
SIs α:. L 

ままに

(=H"o)， (町一34望書照〉

c=0，19565 

ull' 
<iXt=<iXt十1=2，5-一一

n 

最後の (iii)の曲げ目撃力の影響は次節に於て断l商を決定する場合に之を考患に入るとと Lす

る。

猶ほ上記(80)雨式中何れを採之べきかは，か Lる一定の仮定に基く式による場合は仮定の

誤差に影響されるととの少き俵件の方を選ぶべきでるって，抑留網羽に於ては副索と荷重方向

とのなす角度は普通小さいのであるから，か Lる考会合第1型式，第2型式の如き副索方向の如

何に拘ら歩僚件 ，sP'=0の方が疋確なる値を興えると先づ考えて良い。併し仮定 tan(αιーα'i)

=c=0，19565共地の限定が適切でないやうな網，羽又は網羽の局部tz::封しては必十しも然りと断

定出来ない。絶て結局(80)式保件，sP'=0の算定値を主流とし之に僚件 'sH=Oと更に X.iC集

中前重理論陣力)の算定値を副として合現的な方をとるととになるのでるる。

II 断面の決定

第三郎 n(71)式により
!~. B". >-庁
ψ F:， 

而して此の場合 σは式(;0)と照合して

σ=f'L+tE: 
{{!し

め一

D
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此の σ一式の第二項は即ち曲げの影響である。

従て副索系統の索候直筏を決定すべき保件式は

{FJ.し

と怠る。

dr '::::>是../一一-rsι== ~ N 1 B"， E 
...:_. _--..，，0'ーフ(α+似)χ
Y' F.， 

2 
是=一二三
d πC2 

h; 

-・・・・.(83)

而して上式の諸定数は副菜々蜂に就て特殊化される必要がある。此鹿に於てもさ.索に劃す

ると杢く同様の珂.向により(第三部ii.[ ・(勾参照〕副索系統に封して JES第4披索保断閣が現在

のととろ最適ならむと思考せらる Lととろでるる。以下に於ては本邦に製作さる L此の索僚の

断面型式を目標として諸定数をさだむるとと Lする。

(a) B卸

F.， 

(74)式 B却=12，688t/cm2 
Fs 

(b) m 

m'=17，857 (前出:第三部.1. (2). (c). (j)コ

(c) 是

(77a)式 k=1，692

(d)χ 

此の量を1因子K従て吟味してみる。

(i) d，. 

副索系統臆力中D主流をなす格酷集中荷重理論憶力 Xs，iは第一部 (40a)式，第二部(66)式

に明かなる如く 0が十分小なれば主素系統の各格間長に比例するから，格間長と副索直符.との

比は貰用上略一定と看られ得るかもしれない。之をー，ごの代表的質例について見ると，

王子取抑留網羽:

嫁綱直径 2" 1占〆/ 11N 

本 重責 2 12 6 



。

吻

九匂

J 

2・2+12・1ぺ5+6・1ぺ25-
平均直径一 20 ー ー=1ぺ475=37溺5個 m

_949，m9 
平均格関長一一一一 =45，'"23

21 

1比=空空白直E=0mmm/格関長1m
平均格間長

莱河抑留網理事1): 

嫁 1綱直径

本 重量

平均事醗筏 1.げげ:フググ1"γ叫11

395m 
平均格関長=一γ=56，"'429

J比=0，98m回1絡関長1m

1" 21" 

1 4 

2" 

1 

4【都》

.， . ~ 

即ちとの儀は格関長1m嘗り凡そ 0，9mm内外注るととか解;る。今上記コ催。算術平均を企れ ，

ぽ

:::...0，83+θ，98 
.1:1:=一一豆一一=0;905干0，9mni/格関長1m

圃-44 主IU溺l:iI銃部に於Iする属。，慢の曲伊め紋11

t梨波中にて荷量は未だl{荷せず〉

1) 北海道帝聞大事..拳官官官高官林研究報告 第四巻 第2電電2s頁

. . 
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従て
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線網直俊 ι=0，9.!.-(mm)l 
n 

} …・・(a)
但し l 

1':単位 (m) J 

(ii) D 

とれは賞際上副索に起る曲げの最1)、

幽.である。函l索の隣諸細部には曲げの

激しい部分は多数あるが圃-44. ~聾照)，複

合態カから考えてとφ場合問題となるの

は事出張力の大なる局部に生起する最小助

率である。との危険局部は普通は剛索と

主索系統との蓮結黙の止杭側に起る。聞

-45，. 46， 47 rぼ平取抑留網nに於ける細

部を示すものでるるが，著者は各地現場

の賞地に徴してとの場合次の如〈仮定す

るが適切たらむとノ認、む。即ち
'ー

D=笈両日mm，..…… ・H ・…・・(b)
圃-45. 副繁3審 (1~") の謹絡部 ぐ正面〉

圏一46. 副褒 3番の蓮結審l!(側面)

， 

“ 
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圃 47. 削索 1番 (2")の'lI結鶴

従て

』 χ2~ゐ扇( ~ )
但し

/ 1':単位 (m)

例会(α+sx)χ
従て此の項は次の如 く表はすととを得る。

点ふ)ぺ側2マ9698鈴蜘6ω5川0000ω伽0ω513738筋5 (Gωfη)J(~η) 
放に

E，: (α+sx) x 
m 

t( 47 ) 

旬

、

. ¥ 

¥' 

、

- 、、
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=元[側伺飢悶m3釘m附7向売+側2附
但し

> ...........日….日..….日...….日..日….い...….日..…...….口..，….. … .. ….日….υ….υ…..付)

rれ:思位(加m)

故に僚件式(83)は JES第4蹴索保断酎及び抑留網澗に於ける副索。寅情に徴して失の如

く書き改むるととを得る。

但し

，69Z イ乎二[~~o:…バ向7696(-;)]ωl 
，ー

dr: 車位 (cm)

X'.，(: // ( t ) 

l' : // (m) 

以下に於てとり方d訟によりー，ニ算例を試みるとと Lずる。

算例1.平取村沙流JI~抑留網洞(第 1 型式) (第三郎・][.(3). .例 1.参照)
0，527・949，9

(81) 式 .dX，=2，5~一一一ー=591，595
21 

又(84)式は戎の如くにたる:

H'o=1∞9/33 
ニ=45，m23 
n 

ψ=1，5 [( 78a)式3

d，. >" 0，6432、IJL".，t 

一(84)

喪-32の数値より (80)式及(53)式により表ー犯を得，此の値より更に(84)式に依り表-34の

如くして副索直径を決定するととを得る。猶ほ表-33(80)式 IJ7=O及 X.，tの雨値を圃示すれ

ば圃-48の曲織を得る。
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表指 sma!， cos 仰の値

i SIl1 at Cos a! . 
ー1 0，46742 0，88402 

2 44¥162 89326 

8 43125 90228 

4 41231 91108 

• 8 39282 <91962 

6 37278 9当790

7 35222 93589 

8 33115 94358 

9 30954 95084 

10 28747 95776 

11 26492 96423 

12 24194 97031 

13 21853 97580 

14 19475 98087 

15 17060 98532 

16 14615 98922 

17 12144 99256 

18 09649 99532 

19 07136 99741 

20 04609 99890 

21 02074 99980 
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s 

'‘ 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

。X'!iは表会7認続。
~~. 0 

表-33. X's ，. 及 Xs •• の値
/ 

X'..l: (80) 1:V=O X'...: (80)1:H=0 
(t) (t) 

44，369 170，648 

43，376 160，014 

42，368 149，675 

41，349 139，680 

40，316 129ρ69 

39，269 120，601 

38，313 110，477 

37，093 104，176 

36，029 93，936 

34，914 85，982 

33，782 78，397 

32，631 71，217 

31，461 64，935 

30，268 58，506 

29，056 52，469 

27，835 46，827 

26，570 41，620 

25，295 36，875 

23，998 32，535 

22，678 28，657 

X...1) 

(t) 

22，137 

22，222 

22，308 

22，395 

22，482 

22，570 

22，658 

22，748 

22，838 

22，929 

23，020 

23，113 

23，206 

23，299 

23，393 

23，489 

23，585 

23，682 

23，779 

23，978 
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算例2.抑留網羽〈第2型式) (第三部.11・(3)・算例2にて取扱ひたるもの〉

JX" sin αi， COS 仰は本節算例1に同じ。 3車例1と同様にして表-35の膳カ値計算を経て副

索直径を表-36の如くに定むるととを得る。又表-35の!@;力の雨値を圃示すれば圃-49の二曲

棋が得られる。

而して此の場合も前同様

dr ::> 0，6342 .; X'.，I 

である。

表-34. d，・の決定

a 
XI..I 1) 

JX'Sti 
(t) 

1 44，369 6，661 

‘“ 1・ 43，376 6，586 

I 3 42，368 . 6，509 
4 41，349 6，430 

5 40，316 6，349 

6 39，269 6，266 

7 38，313 6，190 

8 37，093 6，090 

9 36，029 6，002 

10 34，914 5，909 

11 33，782 5，812 

12 32，631 5，712 

13 31，461 5，609 

14 30，268 5，502 

15 29，056 5，390 

16 27，825 5，275 

17 26，570 5，155 

18 25，295 5，029 

19 23，998 4，R99 

20 23，978後 4，897 

持 λ3Jの値を採用。

1) (80)式篠件 l)V=Oの方を採用した(第四費拡 1.節尾望書照〉。
2) 本邦某社型銭に上る。

ぷ算出)

(cm) 

4，22 

4，18 

4，13 

4，08 

4，03 

3，97 

3，93 

3，87 

3，81 

3，75 

3，69 

3，62 

3，56 

3，49 

3，42 

3，35 

3，27 

3，19 

3，11 

3，11 
一一一一一一一

ι2) (採用)
(cm) 

4，4 

4，4 

4，4 

4，4 

4，4 

4，4 

4，4 

4，0 

4，0 

4，0 

4，0 

4，0 

4，0 

4，0 

4，0 

3，4 

3，4 

3，4 

3，4 

3，4 
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表-35. XI.，f 及 X.，i の値

z XI.，( : (80) I1V = 0 Xツ州:(80) I1H=O X.，色 1)
(t) (t) (t) 

1 23，082 -36，748 26，438 

2 24，763 -39，472 26，191 

3 26，428 -41，545 26，069 

4 28，Q73 -43，015 25，949 

5 29，702 -43，803 25，829 

6 31，313 -44，030 25，711 

7 32，914 -43，528 25，594 

8 34，480 -42，740 25，478 

9 36，035 -40，494 25，361 

10 37，563 -38，379 25，247 

11 3:1，076 -35，566 25，134 

12 、 40，566 -32，376 25，022 

13 42，036 -29，150 24，911 

14 43，:182 -24，861 24，801 

15 39，557 -19，999 24，691 

16 34，525 -14，611 24，58:3 

17 29，057 - 3，8a'6 24，476 

‘， 18 23，158 - 2，401 24，369 

19 16，845 十 4，450 24，264 

20 10，130 十 11，'797 24，159 

1) 舎は曇22記載。
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表日36. a与の決定

z Xア$，t 、IxrM d，・(主主防) d，・(採用)
(t) (t) (cm) (cm) 

1 26，438判 5，142 3.26 3，4 

2 26，191*) 5.118 3，25 3，4 

3 26，428 5，141 3，26 3，4 

4 28，073 5，298 3，36 3，4 

5 29，702 5，450 3，46 日，8'

6 31，313 5，596 3，55 日，8

7 32，914 5，737 3，64 3，8 

8 34，480 5，872 3，72 3，8 

9 36，035 6，003 3，81 4，0 

10 37，563 6，129 3，89 4，0 

11 39，076 6，251 日，96 4，0 

12 40，566 6，369 4，04 4，0 

13 42，036 6，484 4，11 4，0 

14 43，482 6，594 4，18 4，0 

15 39，557 6，289 3，99 4，0 

16 34，525 5，876 3，73 3，8 

17 29，057 5，390 3，42 3，8 
t 

18 24，369">) 4，937 3，13 3，4 

19 24，264*> 4，926 3，12 3，4 

20 24，159*> 4，915 3，12 3，4 

村 X.，(の値を採用。



(，55) 

主×言内向、

x 
h 

A
R
M
-
S
S
H
U
 

令
お
も
も
も

-w

句、KUも
E白
Fヘ
§ 
もs 

仏2
身。

き
も

ι
喝も
-
h
u
H
u
h
u

M
併
も
も
も

い
開
臥
F
R
M
H
U
h司

M何
事

p
h
H
K
U
も

M
M
r
h
H

き

h
N
R
F
も
も
も

、
お
も
も
も

、hm
・5も
も

、
全
・
も
も
もミミオ-.--r B¥ト、 I 

¥ 
. ¥ 

ハ¥
¥ 、
¥ 

受J
ら〉て ヘ
句. ¥ 

て' ¥ 

¥ 
. 

内¥
戸/
μr 

トー

..，. ν〆~ 
日〆
〆"

μ."". ~ 
;トー

日〆
同F

』ト
v 

J 内..，...，
¥¥  
川、主3
y! 

~語。

h
H
S
H
A
-
h
.
 

、担
明
巳h
q 

匂

、‘明

、
旬
、
~

、、
"-1 

、、
、町

、.、
<;， 

、、
、“

、‘
れ;)

、晶、。
、
、会

、‘u、

c.， 

~ 

、。

、，。

‘量

ot 

、~

盟

婦‘
CQ 

Id 

(繊
N

陸
地
〉

し
問
、

F
拘

SeJI 

尚三

E 

車γ副扇索来続の碇著郵の設計第五部

網羽鋼索系統の員捨ずる荷重は最後に此の碇著部に俸建され，更にとの部分を介して地盤

に停達せられ，地盤の支持力に依て抑留網洞の構遇全慢は安全に保持せられるととになる。従

来続著部分の設計は抑留網洞自身と同様硲と蛭験を白み唯一の準擦としてゐたのでるるが，碇

著鋼索の太さに封してとれが過弱或は過強と考えられる碇著を寅地に見るとと麗でるって軌れ
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の場合も安全性と経済といふ艶で遺憾で②る。著者はとの経験的の外に更にカ撃的準擦を提供

すべき設計理論の必要を痛感し本部に於て之を取級ふとと Lした。

主，副繭索を碇事まする方法に木杭の一群に依るものと銭筋浪綴土の単一杭に依るものと二

穫の方法が一般に行はれてゐる。以下是等に就て各別に論守るとと Lする。

I 木枕群の依る碇著枕

木杭群によって主，副爾索a:碇著する場合肝要注る事項は d 

( i )鋼索荷重の各杭の員携を均ーたらしむるやう杭の配列を適切な‘らしむるとと。

、(ii) 同一本数の抗群を使用する場合は鋼索と直角の方向軸tc閲して杭群断面積が持つ慣性・

「モーメント」を最大たらしむるやう杭を配列せしむるとと。

(iii) .杭の綻著地盤に封する最大支盤力を地盤の許容支底力以下に抑えるとと。

(iv) 杭に生守る内部膝カを杭の材料の許容癒力度以下tc抑えるとと。

等である。との中事項(ii)は鋼索が碇著玩の地土部分高〈連結せられて杭群に作用する曲げ「モ

ーメント」が著大となり，とれに因て生やる枕鮮の中山側線溢のものの地量産より引き抜かれむ

とする傾向を最小に止めむがためである。併し寅際は鋼索は凡て地上低く連結せられるのが普

通であるから，此の事項の考慮は先づ不要としでよい。叉事項 (iii)， (iv)は単一杭に闘しでも考

慮すべきととは言ふを侠たたいととでろある。 • 
術tま圃-so.51， 52は木杭群による碇著杭の代表的一例を示すもの-;:ある。

園-50. 木杭書撃による上競統 f表現綱のもの〉

• 

， 



( 5'7 ) 

F 

， 

圃-51. 木枕欝 Iζ よる嫁杭

• 

圃-52.・ 本杭群よる観統(表，裏雨観鋼と

も之tζ縫箸せられる型式のもの〉
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(1) 地盤の許容支塵力の表

( a) 谷口三郎の表(表 37P

地 重量 の 種 類 許容支医カ (tfm2)

天然の硬質岩盤 500 句

硬岩 t硬質切石として使用L得る程度〕 3円0-400

中硬岩(上等煉X程度の硬度〉 ]80-240 
帯

軟岩(並煉瓦程度の硬度〉 60-120 

E望者せる砂利及粗砂 60_ 80 

国き粘士及1寒着せる粗砂 40-60 

乾操せる粘土 30--40 

舵燥せる砂暦(清津なるもの〉 20-40 

民土(水分会きもの〉及砂質粘土 10-20 

民土及粘土(水分多きもの〉 5-10 

( b) "Hutte"の表(表_38).2)

地盤 の種類 l-ヵ| 摘 要. (tfm2) 
1.地山の岩盤 200-100 日寒着組織の強さによる

2 軟岩(凝灰岩，砂岩，石
-灰岩，白墨〉

70-200 

正緊密なる砂利磨にして結 50-70 
‘ 
-合材タきもの 含ず水る量増大と共に強度を減

4.緊密なる砂暦 30-50 争

5.中粒の砂 20-30 

6.漂 砂 。-20 漂流作用のを完金に阻止せる
ときに み使用可能

ーr
7.泥 阪 岩 30-40 

8.砂質壌土及墜硬なる粘土 20-30 水分を完全に阻止せるとき
にのみ

9. 話基調なる壌土&.粘土 5-10 合水量による

10.盛 土 5-10 f島固による

11.泥炭地，沈 w 。
12.農 耕 1也 5 

1) 谷口三郎:基礎工事及土木施工法，昭和71.手， 233頁

2) ILutte Ta出henlJUch，Bd. 1[[" S. 100， 25 Ausage. 
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(c) Engelsの表(表-39).1)

地盤の荷類 鏑 要
(ザm2)

1.硬 岩 200-3ω 

2.軟 主苦

捗‘ 岩 暦の最小厚3m
‘a 

凝 灰 岩

石英粗商岩等 70-150 

3.緊密なる砂利暦 60-80 暦の最小厚3m，タ量の漏減少皮は強度を
増すが*で飽和すれば する

4.緊密なる砂暦 40-60 3.問機

5.緊(涼密砂なjる絢砂暦 I 40_ 50 暦の最小厚3m.滅水で暦を置lさねや
う

6.壌土(砂J{粘土〕 30-40 乾燥し且つ暦厚3-4111の場合

7紡土 l 30 6.同様

8.農耕地及盛土! 5-10 立て石人間の足の裏の摩カ 0.5kgjcm2

9.沈 泥! 。

( d) Brennecke・Lohmeyerの表(表_40;.2)

(邦誇基礎工，コロナ社， 35貰〉

1.地盤の許容照カ

(i) 盛土，古い沈泥及T.J!類似のもの ・ ・・・・・・.•.••...••• •••• -， .... ・・・ 5t/m2 

(ii) 沖稜砂庶........_........................... -................ .10 

(iii) 遁皮の混潤を保つ紫締砂 ・・・・・・ . • • • • • • • .・ ・・・ ・・・・・・・・・・ ・・15

( iv) 緊害容の級位砂，嬰級暦の乾燥粘土並に砂の含有量の少ない暦を伶ふ砂利 ・.30

(v) 竪締の組砂，砂利，堅締乾燥の泥灰岩・・・.... ..•••... --.... -. _........ -40 

( vi) 岩石は風化磨を取会Pたる後その岩石に到して測定をる座縮強のきを要求せらる《き

である(紬方向荷重〉。基礎地盤に垂直に働〈荷重ならざるときは線維感カは上越の癒

力の2を越えではならな"'0

2.深在基礎底の時比例へば位抑基礎.井筒基礎叉は潜函基礎は工事底上に横る土量によっ

て影響される底についての許容癒力は高~bれねばならない。

3. 1， (i)より (v) までに規定されたるものより犬きい鹿カは載荷試験の基礎に野Lてか叉

は稀に特別のR!自に基て詐きるぺ~.である。

詮意:許容照カとしては，一般に 900cm2の地面に荷重された時には，静止紋慈の始後

約 2Cll1の沈下が起るまでの聴力の半分を推定して差支ない。とのとき地毒症の穣の膨れ

を起きしてはならぬ。

1) Forster: Taschenbuch fiir Bauingenieure. Bd. 11.， S. 503， 5 Auflage. 
2) DIN E 1034草案， 1922. 
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抑留網洞の碇著杭は周謹の地盤に水平方向，車一杭のときは共の外に更に垂直方向。縁維

躍力を働かしめるのである。之に封して前記4表記載の数値は塵縮荷量tc.闘する地盤許容支鹿

とれが直ちに縁維麿力の許容標準となるか苔かは一躍疑念を挿む官余地があ力の標準であって，

とれbの敢値る。併し Brennecke-Lohmeyerの表 1.(vi) (D項所連の如き考慮をと加えるとき，
'./ 

は縁維躍力許容標準算定の基礎として使用して差支たいものとなるのでるる。

九

地盤の許容支塵カの算定式(2) 

水平支反力を員揖する碇著杭の強さに普通に影響を持つ重要因子は根入の深さであって，

、、
、、、
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所興地盤に劃して此の

根入の深さを何程に定

むべきかは強度上白眼

界に闘する問題で，従

て幌入を必要以上に長

然に防止して碇著杭の

粧情を支配するとと甚

大たらしむるととを未

大である。

(a) 構造物の深在基礎

.占

地盤が荷重に起因して

備側同時性移働を開始

する事情は，碇著杭地

盤が水平支反力に起因

、，
して同様の性質の移動

イ1-)
を開始して破壊を来す

地盤の備側同縛性移動

碇

聞-53.ものと其の軌をーにす

キ元著構造物基礎'a) 
るものである(町一53)。

従て爾者の場合の地盤の破壊強を略同じものと蝦定する。

有効幅員 bなる帯紙支底面による地盤の破壊強は1)

1) Kogler-Scheidlg: Ranwerk und Rangrnud， 1939， S. 177 -179. 
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但し
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p，，: 地盤の破壊強

r :地盤の車位重量(表 41)

b :帯欣支塵商の幅員

止:表-42の値

" 

表-41. r， (Jの値.1) 

地 盤 自然傾斜角川 r (kg/m3) 

民

20"-40' 1300-1600 

1400-1700 

1500-1800 

1200-1700 

1700句 1800

1800-1900 

1500-1700 

1700-1800 

1800-2000 

1600-1800 

1700-1800 

'1800_1900 

30勺-45'

140_27' 

20
0
-3';" 

400-45。

14コ-20'

27'_40' 

300 _45' 

20司_30'

30'_45" 

27'-40' 

25'-30' 

表-42. k 留也の

t 
(J*) 0 5・5'40' 10' 11'20' 150 16'40' !.!Oa 2r50' 250 26'35' 30' 3r 35' 38'40' 40、40'20' 42' 45' 

、，

正 o0，11 0，14 0，34 0，45 0，77 1，0 ]，51 1，7 2，83 2，96 4，2 4，6 6，76 9，4 10，3 10，6 12，5 17，4 

判 ρ:土の自然傾斜角

而して深度 tに於ける地盤の破壊強は Terzaghiによれば2)

『
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-
-P.t=深度ttc於ける地盤の破壊強

1) 谷口三郎:前出， 239頁

2) Kogler-Scheidig:前向， S. 179. 
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上白南式より

Pvt=Pv+2krt ( 1+0，21 r-~-) 1 …・・・ ・…H ・H ・.......……....・H ・...(悶
¥ b ) J 

此の式(85)は根入深さ tt;.る単一杭に1討する地盤の破壊強即ち単一杭の支持カを輿へる。而し

て各々 1¥1調にずT込まれたる数本の木杭群を以て1個の碇著杭を構成する場合の各i回杭の支持力

は単一杭のそれに比較して著しく共の能率を低下するものであって，今aを各杭の間隔とし叉

支持能率 κ=~抗曹の場合旦1本営支持カー
皐ー杭の支持力

とすれば， との値は?に従て失の如くに費化するJ〉

庁(，の

100 

QO 

80 

'10 

60 

50 

'10 ー__1-一 一』一一ーー

0，10 o，Oq 0，08 0，0ゲ 0，06 

則:..s4. /c の 値

1) Kogler-Scheidig:前出， S. 249. 

0，05 0，0'1 
一一 --'-・

d 

I 

t 

、，



a 

ー0，1 

0，0835 

0，0467 

IC(%) 

100 

96，5 

62，5 

とれは圃-54の如き曲線となる。

主主に

従て杭詳にて碇著する場合の許容支墜力は

pzt=f pet=;kT[川和m;)]

Pzt :深度 tに於ける地盤の許容安全支持力

ψ:安全率

今此の安全車鮮に闘して

〈健〉

…・ (86)

ψ=1，51) …...・ H・..…...・ H・..…………...・ H・H・H・.....・ H ・.....・ H・..…...・ H ・..(87)

を幌定すれば

PZI=0，667・/C'Pvll+2土 (1 +0，21土)-， ..・H ・...............・H ・....… ・・・・側
L~ . -b ¥ ~ • ~，-~ b J I 

上記 (85) 式乃~(88) に於て b は杭の支~I'C闘する有効幅員んに等しかるべきを要する。

即ち(圃-55)

b=b， 

但し
…(89) 

短形支墜面に劃して:be = bo 

凶場形支座面に!-Jして:b.=0，472・b，Pl

是れ後章に於て明漉なる如〈に，杭設計の標準と友るべきー;の小なる溜い部分K於ける地盤

の許容支持力の計算には bを十分安全に小さく取るを可とするからである[包5a)参照]。

1) llutle" Taschenbuch 1I r， S. 100， 1928. 
2) 今 Sを闘壊暗雲支盤面の長さとすれば，圃 55(c)により

・11= 110b cos 2q> 
であるから，安金のた砂支底面を(+-~， --~-)の問にとれば

+~ π 

P=s J 11 cos q>. rdq> =2rs叶吋q>cos q>内=附2んSI1油
π 0  
4 

p 
・110b=0;基72"0' S 

従て b=0，472"0の矩形支医薗と同様に取扱ふζ とが幽来る。
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c.t， 

bρ 

，(C) (~ ) (0， ) 

国一55. 支彊の扶態

(3) 地盤の被塵菌の有効幅員

前項の支墜に闘する杭の有効幅員んに闘聯して更に考慮を要する問題は，杭によりて支

贋力を受くる地盤の被E面白有効幅員である。網凋碇音杭の如くー定。深度に打込まれて之に

側塵が懸るときは，共の被墜側に於ける土壌の塵縮の影響を受〈る範囲は深さと共に増大す

る。即ち被壁面の有効幅員は深さと共に増大するものと見て差支たい。此の閥係は失の如〈に

表はせる1)(園ー56)。

bt=b. + ~t 
-・・(90)

fI!し
bt:深さ ttz:於ける有効幅員

~ :摩擦に闘係した係量生七1

従て全根入深 hcに就て算術平均をとれば

、‘，
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此の (91)式による bなる定値を金根入深に

渉て有するものと蝦定して，地盤被堅商の受く

る作用臆カ度告と算出するのである。わ 掴 56. 被盤面幅員の深さに因る聾化

(4) 最大作用支慶カの算定と設計{康件

本節冒頭に於て碇著部設計に闘する注意事項のーとして杭の配列を適切ならしめて各杭の

員措力を均一ならしむべきととを指摘せるも，今共の結果員措力の均一化が得られたるものと

すれば

1) K田y:土駆及地盤の支持カ(邦霧 コロナ枇)， 201頁

2) 許容.カ度には (89)式，作用鹿カ度には (91)弐を使分けることになる。



P一一一一一一ι或 X'.，t
1個の碇著部の含む杭の組本童文

但し

タ

P: 1本の杭の員捨荷重

S，:表親綱或は裏親綱に作用する最大癒力。

X".，! :一番目の副索tc作用す:る最大鹿力

i比Q荷重Pに従て最大作用支塵力が既越の地;.; 

盤の許容亥墜力を超過せざる如くに杭の太さ及根

入探を定むる必要がある。今

0'0 :杭の上方部分の最大作用支魅力(個-57)

内:杭0下方部分の最大作用支睡力

とすれば bは地盤。被壁面白有効幅員で遣うるから

戎の2保件が成り立つ〈闇-57)。

IH=O: ・

P-260bhc+;一州三o
IM=O (黙Ctc於て): 

1 .. 2.. 1 .. 1 
P(h+hc)--;'-O'ohhc' : ho+ ;. (]uhhc・←hu=O2 -V-'.V  3 '.V'  2 -W."V  3 

との2個の方程式を聯立に解けば

2P f._ h 、
ι=~r3...'.'...+ l' 
hhc¥ ho ノ

2P 2P f ¥ 
σ。=(]，，+てァ=てァ(3ァ+引

onc ono ¥ nσ ノ

即ちの > 0'" でaうるからのが問題となる，従て又

(]o =2 (2+ 3え)σJ
但し

σo'=~ -
hhc 

然らば設計の保件として

(65) 

-・.(92)

p~一一一- AI-...- ー 干

、

圃-57. 砲著杭の平衡

j
 
qo 
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• • • 
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-
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-・・(94)

1) 表， ~霊廟親綱とも共通なる 1 個の碇箸部に固定さる λ場合は(圃ー52の如し)， Siは爾規制に作用する最大

癒力の和をとるを要する0・
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σ。三 Pzt(t=15cm) 

但し 、、，J
W

、υnu 
，，‘、
• • • • • • • • • • • • • • • • • 

、BE--EE--
、，E
l
i
-
-
a

Pzt (t=15cm):深さ t=15cmに於ける (88)式の興える値

本来圃-57の支墜臨力の費

化は近似的のものにて，正確に

は岡田 (a)の如く鑓化するの

であるが簡寧のため岡田 (b)の

如く仮定したのである。市して

此の場合 t=Oとして許容支底

力を定むるは過重注りとして，

t=15cmの深さに於けるものを

許容支国主力として採用するとと

LしたDでるる。

(aJ 
事

(J.) 

回 58. 地盤lζ於ける支E癒力の蜜化

a) 精密なもの b) 近似的なもの
く5) 木杭断面の材料力事

的吟味

前項(4)に依り杭の議定直径に封して杭の根入の深さが決定したから，ヨえは此白旗定直径

が材料の強度の上で安全なりや否やを吟味する必要がるる。

( a) 許容臨力度

木杭は結局腐蝕により使用に堪えざるに至り遂に新たなる木杭の訂換を要するととになる

が，それまでの聞の数年聞は毎年流送時期に於て反覆之に荷重が員載せらる与をと以て，安全率

は幾分大きくとる必要がある。即ち曲げ及び、勢断臨力に劃して安全率を 5乃至6位にとる。

表 43. 木杭の許容感カ度の値

許 容 謄. カ 度 (kgfcm2) 

樹 種
曲 I:f (dbz) 草草 断的 (dSZ) 

な 130-160 15-20 

v、 ま 80-100 9-11 

一
え ~ ま 100-130 10-12 

的尊厳は繊維に平行なるもの。
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b) 杭に生歩る最大曲げ「モ

戸メント」及び作用最大

聴力度

圃-59に於て最大曲げ「モ

メント」を求むれほ

値 Mm仰を求むるを要する。先

ーメント」の位置 Xo及びその

づmの距離に於ける曲げ「モー

杭i二働《駒11rモーメントJ

品昨=p小「ιx+与旦引町(れ(但2h+:川叫山hc川C)Xトバ一-2(川
』一U 一 」

圃-59.
x > h: 範囲

保件也=0よいを求むれほ
ax 

的-2(H3(~) +3(すしノー
7C 3 (1 + 2η いれー J

-・・・・目(97){I'J.し

-3(H20{1+4(:)+9(ぴ+6(が)
{1+3(五)+3(ザr

従て(96)式より杭に作用する最大曲げ「モーメン

凡aaz=mff-(三ーか2{ 2( 1 +ぴ-(1+ゆ対] 側

故に杭に生歩る曲げ及び勢断に閥ずる最大Iff!.{力度及び設計保件は次の如tO~ る。

( i )曲げ鷹カ

)
 

れ
叫

U
Q
U
 
(
 

• 

、Ili
-
-
'
'
E
L
E
E
-
-
t

Mn間宮
の=予二'

約三 σbz

但し

x=h+hcとすれば Mx=Oとなり疋しか。1) 
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σb :曲げ磨、力度

T/7:直径んなる杭の断面係数=竺'b;
32 

(ii )勢断鹿力

最大関断力=p

最大勢断臆力度=6F4・っEXE=M3
日 πtιヱ -0

¥2J 
11，三 σ抑

(c) 前項の計算に必要なる敢値

(i)T，t，(三-~c) の値

、‘，，nu 
nu --( 

• • • • • • 

、
B
E
E
S
E
E
E

・‘，E
E
E
'
E
E
E
J

て高

b 

h 111111  
今一=一--，一'一，ーの6種の値に望まして是等の敷値を計算し之を表-44にー
ho 10 9 8 7 6 5 

括する。

a-44. τ，b(Zーかの値

A 1 1 1 1 1 1 
ho 10 9 8 7 6 5 

τ 0，7612 0，7633 0，7662 0，7701 0，7756 0，7837 

.xo 0，3778 0，3838 0，3917 0，4021 0，4167 0，4381 
ho 

…づ 0，2667 0，2381 
ho ho 

(ii) M明仰に於て項Phcの係数量(圃-60)

表-45. fモltc の 係 要t 量

A 1 l 1 1 
hc 10 9 8 7 

係 0，2260 0，2351 0，2465 、0，2613

検)M，畑 x=c係費主).Pho 

II 混擬土車ー枕に依る碇著

-一5
1

一6

0，2813 0，3096 

混擬土単一杭に依る場合は木;杭の場合とは異りてその材料は永久的であるから，賞該河川

による流詮が長期聞に渉て賓施せられる場合等に於ては国定的な網羽個所の碇箸杭として確か
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に有利である。文木杭群による場合の如〈鋼索荷重を均等に各個の杭に分捨せしむる配曜も之

にあっては不要となり，か Lる意味の力撃的性質は車純である。唯築遣に際して周国の天然地

盤を堀撃して施工の必要ある矯め，後で十分;Jj:る埋戻と掲回めをなすとしても地盤の本来の耐

イ系教(Phcl

α28 

F、

/ 
‘ / 

J 

J 
/ 

/ 
v' 

/ 
1"" 

/ 
J 
ぱ〆

ノ
/ 
V〆

， ，丸一ん

Q32 

Q31 

0.30 

0.2Q 

Q28 

Q2'l 

0.26 

0.，25 

0.211-

0..22 

0.2.1 

0.20 
0.10 Qf f Qlfl QI3 GIIJ. 015 QI6 Of.グ al$G/ll aiO 

回 60. 係鍛の曲線

カ度の若干の低下は先づ避け難いと見られる。とれは併しーに施工の問題でるる。又混接土杭

では鋼索は直接に杭の地上頭部に捲き附けられて碇著されるのであるが，此のとき鋼索の牽引

荷重が杭の中心を通る如き配曜が必要でる9て，若しとれが甚しく離心的たる場合は杭は曲げ

の外に捻り (Torsion;Verdrehung)を受くるととに;Jj:!J ，之が原因となって杭は破壊するに至

る。叉捻りに闘する配筋を要して設計上厄介?もある。更に叉注意を要する問題は混援土杭の
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頭部と之に捲き附けられる鋼索との聞に「バツキシグ」として惜の如き硬き木材を挿入して，

，雨者の直接接簡を避けるととである。とれは局所臆力に因る頭部混凝土の強慣を防ぐとと同時

に，接簡摩掃による鋼索素線の摩粍破損を防止して雨者。誇命上効果的ならむと考えらる L技

ー『ー
-~ h p 

d 

。s
lic 

e 

圃-61.毘灘土枕の卒衡

法である。従て現今庚く各地の賓際に於ても採用せられて居る。

(1)最大作用支底力と設計保件

混競土杭の平衡は側墜に闘しては車ーなる木抗の場合と同様守あるが，喰との場合には基

底面にか Lる垂直墜を考慮、に入れるととを要する〈聞-61)。静カ事原理により次03保件を得

る。

J:H=: 

J:17=0: 

hn .. hn 
P-bfJo !:}!: + bfJ" ':U =0 2 . --W 2 

G=P' 



従て

i!!し

.J:M=O (ml詰に於てh

1 2. .. . 1 品n
P(h+hG)-bqohG~' ::: ho+卸..ho-;.-''::"v -G~=O 2 3-~' --_v  2 3 

σ。=75ht)-25
…。-32=支(1+3:

0
)-ラ2

G: i昆顔土杭の自重

b : (91)式

K一一一一←

(a.' (.J) 

園 62. 底面下の支鹿カの分布

上式を混撰土杭に普通なる断面にづいて特殊化する。

( i) 直方形断面(眉--62(a)) 

s =JEbo-EE=P主人 6~=bo3 -v 2 6 

2PI.....nh 、G ん
0=  -:-: (2+3-::-)ーτ ・」
bho¥ hoJ lIe 

2P 1. . n h、G ん
q，，=~f 1+3-=':'】ー τ ・」
bhc¥ ho/ he b 

基底面に於ける最大鹿力度:

2G 
σl=bf 

(71) 

-・・・・.(101)
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(ii) 園断面(圃-62(b)) 

s=3 
2P/~.nh 、o bo G 

σ。=:-.~ (2+3~ \一一.~.~.
hhc¥hc/ 4 b hc 

2P 1. : ̂ h、8 ん.G
σ必=:-:(1+3'"0¥一一・一一・ 1
hc ，-. -hc/ 4 b h7.: 
8G 

(1j =云瓦

-・・(103)

従て設計保件としては

σ0<加 (t=15cm)

(11 <. Tzlt (t=hc) 、aJ
a唖nリ

噌

i(
 

• • • • • • 、st
i
B
J

(86)式に上り許容支塵聴力度は次の如くになる。

側面許容臆カ度:

TzOt=持叫叫rt{川21(;)}T)
但し

((iE方形断面に封し〉 ん

e-l(園断面に劃し) 叩 2bo } ・ ・ (附

bo=直方形断面の謹長或は国断屈の直径
底面許容支塵臆力度:

PZ1tト+2krt {2+ GJ} J) 
但し

tvl = 2rboP) 

(2) 最大曲げ「モーメント」及び最大勢力

任意の深さおに於ける曲げ「モ戸メント」は(圃-59，61参照)，

b(x-h)2 { _ /o)，. .L 1. _¥， _ 1_ L¥) 
M~=Px+':'..\""..; ー {-oo(3hç+lz-x)+ (1u (X一同}6hc "'_..~ ... .，. -" ，. .， J 

従て(101)式により

範圏.X>h: 

1) 11:=1，ψ=1，5 
2) Ko孟1町 .Scheidig:前出， S. 179. 



ル PX+向。(え-:)T(:)(1+2:)ベ1+02ti(3-2(えーか}T
bM包

Mzの最大を求むる震に保件 d五=0より Xoを求むれば

イEし

従て

但し

又

生 =h-l.・一一一_1_ _. (1-v'i斗う
hλpz(ML〈 ;)τr

〆 3(1+2;-2 ~?p)
-(加え-3732

仏間二即日ι{え-:)T~~(川。-2(1+ ひ雪

十L2ド-2(と-:c)}] 

A方形断面:

固形断面:

さ 1 bo 
hc 6 hc 

三=1.h
hc' 8 hc 

-・・(107)

-・・・・・・・・・¥108)

最大勢・断力 S削 z=P ……...・H ・..…………………………………."・H ・.....・H ・-・(109)

此の最大曲げ「モ【メントJ，最大勢断力に封して・混巌土抗の安全なる断面を鍛筋混蹟土原

理に従て設計すればよい。

III碇著杭の計算例

前節までに於て展開せられたる碇著杭設計理論に従て 1，2算例を試みること Lする。

(1) 碇著木杭の計算例

副索の場合をやってみる。

副索最大張底力 X's，t=40t 

碇著木杭の本教を 5本とすれば， (9均式により

1) x=h+hι' と置けば lkん=G~ となって正しい。
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40 
P=E=8t 

木杭の平均直径並ぴに寸法について先づ失の如くに仮定する。

木杭θ平均直径 bo=40cm 

h =50cm 

又地盤について

r = 2t/m'l 

ρ=  300 

とすれば表 42により

止=4，2

b=0，472 bo主20cm

aく 1(臨-54) 人 κ=1
-3 

故に(85a)，(88)， (95)式により

pv=rbk=2・0，2・4，2=1，68t/m2

f， 100，15 {， '''01 0，15¥l Pzt=O，667・1，680+2一一一(1+0，21 ~~~::-) ~ =3，07t/m2 
，--- -'--l-'-0，2 ，_._'--0，2JJ -， 

(a) 根入深さん

(i ) hc = 450em 

h 1 

hc 9 

b=bc+?=蜘 m

附式の=2(M;ju=刷 mヨ> Pzt 

(ii) hc=500cm 

h 1 
一hc 10 
b=270cm 

σ。=2，73t/m2 く向

従てん=5mを採用ナる。

(b) 膝カ度

( j )最大曲げ聴力度

申 L3 

断面係数 w=乏生=6283，2cm3 
32 



( 7月)

~=0，1 (表必〉
flC 

M叩 =0，2260・Phc=0，226・8000・500=9040∞kJcm
σ，，=学=144k山 2

袋一43の数値と封照して木抗として橋材程度のものを使用すべきととがわかる。

最大勢断l@';力度

ds=14斗 ，5kg/-cm2 く σ.. 
)
 
-
1
 
・1(
 

索録茨/]の方陶

q官級銀方の方陶e
-一ーー←一一ーーーー一一歩圃

守村村ポボ句史

g 

仰ト-800ー
い一一-1000-=-a 

「£

t;r.2 :j年

2，-2 、
q 
q 。

づ骨併後カの方向
一一一ーー一ー一一ーー~

z;LZ;;JZ 

♂
『
旬
。

処
I
U
&
A
l
l
-

寸活畢1立;粍

圃針設杭土凝混圃ー偲.
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(1) 混損土杭の計算例

杭の最大賞措荷重=40t

先づ圃一砲の如き形を蝦定してみる。

bo=仏 h=50cm，ho=500cm ，旦=0，1
hc 

( a) 最大作用支犀力

r=2t/m冗， ρ=300，止=4，2(表 42)

b=ム=(方形断面に封し)bo=150cm 

側面支直互に封し:

内 =rbk=12，6t/mヨ

同 5肌 ?=OL2b日，52t/m2

人 Pzor(t=1km)=1.1513=1O，115tlm宮
1，5 
-

G=(π・0，52.1+1，52.5)2，4=28，1885

(! ~m. ， . ~^ • 500 
b= bc + ，~(j [(9])式J=150+玄

=400cm

2P ん G
一一=4，0 t/m2， ~" . -;;;-=0，433 t/m bh c 'b hc 

ao=4・2，3-0，433=8，767t/m2 くん01

底商支墜に封し:

b=be=ho= 150cm 

内 =2rbok=25，2t/m2 [(105)式1

2krt=8，4・2・5=84t/m2

叶2糾+(土)}=8悦4昨伯蛸蜘8tJ
.\• p必仰伽'zl出1幻t(t=5刷O∞Ocm叫m吋)= 1 . 4m7n3 ， 2伝=3鈍1臼5t卯/向m砂1，5 
2G 2・28，885
1=一一=一一一一=25.676t/m~ く伽b02 1，52 

此の例で明かなる如く杭の形は殆と側面支塵のみできまる。

(b) 断面の設計

( i )最大曲げ「モーメント」

G __ 28，885 
=一一一←=0.722125
P 40 

~ 1 b( 
= -=-. ~ =0.05 
hι 6 ho 
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τ

t =:胸部
M，仰の第1項目108)式]=94，9400tm 

同第2項 =-32，6504tm

M刷匁三62，2896

上部闘断面部分の最大曲げ「モーメントJ:

M'"，nx=40・0，5=20tm

(ii) 最大勢断力

S川

(iii) 餓筋の計算

(α) 上部闘断頭部分の配筋

K α 

ト
G卸ト

トi ~ 

1--同ーν ... 
J 日
ド戸

ド・"ド'
一一一→ v 

1/  

./ 
レ〆

/ X==kr， 1(= t-C05α 
r-ーー

/ 一一T 一」一宇『7 X 
トー

一トτ口トー一 トーートー司

トーー レー トーートー=、

Ao ==31'116 rfl. 卜一一十一一

1 1 1 11 LI 
0.25 0.50 0.'15 lo.O /.:25 /.50. -/.75 2.00 2.Z5五歩手戸=A.sμ。

α80 

a70 

圃-64. (p， k)一曲 線
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曲げ告と受くる園断商鱗筋混擬土梁はその賞用的機曾が非常に少ないので，普通の著書には

其の計算公式の記述を見ない。此庭では稲田博士〉のものに依て計算するとと Lする。本項に於

ける記競は一切共の原著に従ふから，是までの本論文の記読と混同せざるやう注意を要する。

)1 

0.'10 

A
U
 

0
4
 

A
U
 

h=メIr""

0.60 

Q.5f) 

aof匹。

M 

0.30 

-眠、
、
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ぷ00 2:l5' 
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-
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一

一

ふ

111-65. んμ!一曲 線

採用主観筋:直径28mm12本 (圃-63，断面1-1)

館筋断面 .1.=12・6，158=73，896cm2

混麓土断面 .10=7854cm2 

p=A. : .10 =0，94% 

空 =0，8
r 

止=0，58μ=0，28

混接土の最大塵縮瞳カ度

首 2000000
t7c=一τM'，岬"'-一一一一一・2，0714=33kg/ 
μrリ 125000-，ー

1) 臓岡武雄:銭筋コンクリート理論， 318頁.昭和9年.圏一64，圃 65は同署原聞に主る。



引張側織筋の長大引張，~力度
A 苅~， /ー、

σ.=一一宅竺(1-k+竺) [n=15J 
μf¥fノ

15 '. 2 000 000 
= ~U~;;-~ ~~>~~ (1-0，58+0，8)=1046 kg/cm2 
0，28・125000

( 79 ) 

勢麿力は S..az=40tとして計算すれば許容勢躍力度 4，5kg/cm2を超過するか己約 14cmの

間隔に肋筋を入れる。以上によって圃-63断面1-1.の如き配筋を得る。

(s) 下方形断面部分(埋渡部分〉の配筋

方形断面梁の配筋は普通に起る問題であるから特筆の必要もない。圃F偲断面2-2の配筋に

ー亡

lJI/，，，，阻=6228960kg/cm， S，山崎=40000kg

k劃して十分である。

以上により園田の如き設計闘を得る。唯この場合引張側と塵縮側とは全然配筋走異にす

るから屈の様に索懐張力の方向走必ず明記する必要がある。

第六部 抑留網羽の負載荷重

Z 線 設

是までの諸簡に於て著者は抑留網羽白檀の構造並びに共の鋼索の碇著部に力事的解析を加

え理論的設計方法の操るべき道筋を明確にしたが，本篇に於ては更に磨力算定の&1頓因子たる

荷重量 w'及び、共の荷重方向等に闘して攻究するとと Lした。此の荷重量の大きさは勿論その

員載せられる方向等に就ては，従来は抑留網羽の解析的設託方法を有しなかったのでるるから

従て共の数量的吟味は全然問題になり得なかったのでるって，之が研究は現在までの底皆無で、

るる。之著者を駆っ更に荷重判定に闘する貫験的研究に趨かしめた所以である。而してか Lる

重要なる賞験は，保件の相異する各地方の大小各種流選河川の貫際に就て，年1同の流選時期

を狙って長年に渉って貰施せらる L慶の精密なる貰験を必要とし，とれによって始めて各種河

川の寛地に鹿用さるべき幅の庚き適用性を有する荷重量が判定され得るのである。著者が本篇

に於て護表せむとする賓験成績は此の意味に於て遺憾なしとせざるも猫荷重の判定に関するー

の重要なる準蟻を始めて提供するものなるとと:a::信じて疑は友いο

又荷重量の判断に関して留意すべき更に重要なるー黙は，年々各地の流議事業の現地に護

生する鹿の抑留網洞の崩壊事件。吟味検討でるる。即ち之等の諸事件は趨切に之を鹿理すると
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とに依って，抑留網羽D員載荷重θ最高限度たる破主主荷重に闘するーの賓際的敢値を認識せし

めるものであって，抑留網洞の荷重判定に関して員に重大なる資料を提供するものである。而

して抑留網洞に闘する合理的設計の極めて幼稚友る現在にるつては，是等崩壊に関する諸事件

・は失敗の援史と言ふよりも寧ろ不可抗力の躍史と稿すべしか Lる場合此の苦難の経験につき

で充分~る吟味検討を霊して爾後の抑留網洞技術に貢献せしむべく，決してとの高き犠牲を無

償値に葬り去るペきで、はない。此の黒占特に大乗均気塊が関係技術者に要請せらる L鹿でめる。

鎖上の意味に於で著者は本篇結論に於て，著者が以前に取扱ひたる崩壊事件より得たる判定荷

重量を掲げて著者の質験結果と比較すると共に，他方大陸性大河川の有つ荷重量の一躍を窺知

せしむるの一助とした。

終りに本篇の憤{直は一面その方法にるりと言ふを得ベく，か Lる地域的慶さと時間的長さ

とを必要とする貫験の如きは到底今日ー皐究，一研究室のみの古く震し得る慮で、はない。従て

著者は之と相似の方法による荷重の寅験成果が汎く官民の貰地方面よりも挙げられむととを衷

心希望して己まない鹿でるる。

II 負載荷重の大きさ友び方向の判定に

闘する寅験的都究

荷重量 d と抑留網羽の主，副雨索系統の部材臆力 Xl，X.，i..との闘係はその第1型式に閲

しては (53)式，第2型式に闘しては (61)式に依て輿えられてゐる。従し若し:或る特足の抑留網

洞に就て何等かの方法に依て一定の時に於けるその作用底力量五，X.，iを知るととを得れば之

より共の時D員載荷重量 d を上記雨式より逆算に依て推定するととの出来る。而して各部材

の作用底力についてその最大値を把握rnば荷重量 d の最大値が算出せられ，之に依て抑留

網羽に働く員載荷重の何程のものでるるかが判定し得られるのである。叉荷重の員載方向も主

索索傍聴力の賓測値と (1-) を誼営に仮定して得られるその計算醸力値とが一致する(~)
を試索的に求むれば比較的簡単に判定し得られる。

備本章成果中昭和16年度，昭和17年度賞験に際しては日本製術振興合より多大の援助を受

t7，高い精度を以て周密なる貰験をなし得るの機舎を興えられた。教に附記して深謝する失策

でるる。叉本研究tr:.開方る貫験は王子製紙株式曾祉の事業施設たる沙流川抑留網凋を共D封象

とするととを得，著者は敢年に捗って賓験上各種の便宜を辱ふした。主主に附記して同世北海道

山林郁の方々に衷心感謝を呈するものでるる。
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(1)賓験方法

主，副雨索系統の作用感カ x.， X." を知るには索僚の伸長率を知らねばたらぬ。伸長率を

知るには色々の方法があるが，流迭の抑留網初の如き寅験的支障の褒生の頻裂を像想せらる L

作業現場に適切な方法として著者が採用したる方法は次のこつである。

J!Pち第1法は鋼巻尺を用0.るもので，索僚に沿ふて支障の存在なく測定し易き部分を見計

句って2個所1'1:28番線内外の焼鈍銭線を以て鍛線巻を施し，索僚に癒力の作用する以前即ち索僚

θ伸長開始以前に此の繭織線巻間の長さを先づ測って置く，との鍛線巻は一定の隠を有つから

ミミ当帳ミミミミミミミミミ会司監

とム一一 - 557 --j 
，11-66. 鍋巻尺による伸長測定

その一方の織線巻の例へば留杭自lから他方のも'の L同し側ま

で鋼巻尺を営て~lE確にìJllJ j) ，後日{中長を測る場合K悶ーの

慰が営て得られる様にその測定標E占に白ペンキか白エナメル

で目印告とつける C.66及圃 67)。鋼巻尺の最小目盛は lmm

であるから鎖線各の聞の長さは大きく取るほど精度が良好で

あるが，現場木材作業上の各種支障もあるのでそう大き過ぎ

τ取るととも出来たい。此の賓験に於ては結局4_5米内外

にとった，併しゃには昭和16年度賞験中副索第5番の如きは

10米以上に設定したとともるる。かくの如くして次で融雲や

降雨のために水位が上昇したり散流材が大量に網MI'1:着材し
11-67;-銭線巻上のZナメル鮒

た時期毎に鋼巻尺を以て銭線巻聞の測定を行へばヨたのま日くにして伸長率が計算される。

但し

ds 
e=一-
s 

ds=〆-s=膝カによる伸長
〆

s=測定区聞の伸長以前の長さ(憶力皆無の時〉

〆=sCDJI中長後の長さ

…(110) 
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従て

索僚の銅銭断面に働く膝力度:
'. 

σ=ε . E， 

但し

E，=索僚の略性係数

=10500∞kg/cm2 
放に家僚の作用臨力

主索 ..:¥，

副索 X"， 一一
、，E
K

，1s
J

但し

…(111) 

!σ. F， 
iσ・F' 

-・・(112)

、Fi， F.，I=夫々主索，面目索の線鋼鍛断面積

第1法は普通観測員，2名を要し之は賀行上不便たとと もあるので，止むを得十1名にて在日

iJlUの要ある場合は著者の考案せる簡単なる 「ワイヤクリップ」を以て鋼容尺の一端をIE敵に一

方の銭線巻上に固定し， 観測員は他婦の鋼巻

尺を讃む方法をも併用した(回 68)。

此の第1法は方法極めて簡便なる利里占が

あるが'.その測定擦貼間距離が長大なるを要

するために!<<.~力作用以前の索依C波紋形歪曲

がとの聞に介在し，とれは手で多少は直せる

が完全な通直にするととが到底出来ないの

で，.此の誤差がsの誤U長に入って来て不安で・
圃ω fワイヤリップJ使用によるi申開。

ある 01〉従つでとの方法の精度を比較吟味するために「オタイツェン」歪計(Okh山zen'sExten-

someter)による第2法を も質施した。此の歪討は明石製作所製のEのにして計務複合額梓の倍

率は1000陪，目盛盤の 1目盛がO，OOlmmI亡相営する。 而してl主規模黙距離は20mmなるも;と

の質験に於ては補助測定梓を使用して之を50mmとして計絡を索僚に固定した。第 1法に於て

設定標結距離を例へば5米とすればその議度1/5000なるに釘し，第2法では上記計測法の興ふ

る譲度は1/50000となり， trn法と平行に重工施さる L歪計の精細なる観測により第1法の精度を

吟味し得る。

ヨI(IC智者が質施の封象としたの・は王子製紙株式曾祉が北海道臼高圏平取村字二風谷;地先に

1) 此の波紋形歪曲は!lf!i.カが作用すると消滅して家僚は通直となる。
/ 
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流選事業目的のため毎年沙流IfH亡架設する所謂平取抑留網洞である〈演努林研究報告書Ul倉第2

披所掲，沙涜川抑留編筏綱弱卒商圏参照〕。之は同社北海道山林部の方々D推薦もあり，荷重賓験

に最趨の保件を有するものとして質験封象に揮ばれたのでるる。抑々沙流川は遠く日高，石狩，

十勝三国境の相交る三角授の中心山岳地帯に其の源t::護し，右左府村内は於てウェンザル川，

千日露川其他の2川を集め，更に南流して卒取村内に入りて=セウ}IJ，糠平川を合流せしめ，

門別村富川町地先に至りて太平洋に注ぎ，その延長約90ktn，流域面積約1360km2日高第一D大

河である。而して 4 月初日前後に於て，早春の融雲時期に温暖:~る南風と降雨とが園境水源地

方に於て相伴ふととが原因とたって，最高水位が例年来襲する。之が平水位以上1，5mに遣する

のである。共の後高水位が6月上旬までに 1，2同来りて，夏の降雨期まで水位は漸減するので，

流選事業の主要部分はとの7月上旬までに完了しなければならぬ事情にある。流逸材積は例年

15高石内外にしで各河川流域より平取抑留網羽まで叡流をなし，抑留木材はとの網羽尻に於て

直ちに編筏せられて，とれより河口なる門別村宮川町揚陸網羽に至るまで安全性多き流途方式

たる校流となり，此慮に於て解筏ーして揚陸せらる。倫同祉の本河川に於ける流選作業は多年の

経験によって老練を極め，流逸材積の調節宜しきを得て平取抑留網凋0最大着材々積は 4高石

内外を超過せざる程度でるる。

此の平取抑留網洞は本論文第二部の官頭に於て述べたる如くカ壊上抑留網，羽第1型式に属

し，従て賓験値より荷重量を推定するには第1型式公式を活用するを要する。即ち

ZJ/_  Xs，! 
山一I干函s2sーマs，!一
cos α c'-2i+1 

但し

XS，! :測定せる副索鷹力

によって品'を算出し之より更に弐式によって荷重量を算出する，

81' r 寸
w'=町・ rJ-lf=58J2189，r=9499m91

H/ 
1915，m2445 

か Lる計算によって d の大きさ告と推定し得る筈である。

………… (113) 

..(114) 

弐に荷重量の方向を決定する量({)の趨E値に闘する判定は，主索鹿力にづいては第1

/δ¥ 
格間躍力 AIの貫測{直が既知でるるから {一}の値を任意に仮定して得られるぜによって， ¥LJ 

Z の計算杭即かくして五の質測値と計算値との比引に等しから山鹿の(1)の

l'o¥ 
1) 会式(113)の as，。もとの(-;-)を任意/'[仮定して求める。

¥LJ 
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/δ¥ 18、
値を試索的に求むればその時の{ー}の適正値が得られるのである。{ー}の誼1E値が決まれ¥ L J ----.~.- .. -. - ----¥ L J 

ば前の荷重量 ω' も賞然此の値に劃して補正を要するとと~ "主る。

(2) 昭和13年度費験成績

最初の買験であり従て凡てが瀬踏的であるf認め勿論充分怒る結果を息げるととが出来なか

った。特に主索部分の伸長を貰験上正確に摘むととが出来なかったo....-c:荷重の方向を決ある量

でるるのの大きされ不明である。然し之によって臓の仲長率が想像以上に大であると

とを知り今後の寅験に確信を得たのでるる。

袋町46 副索の測定伸長並I之伸長率

C皐位 mm)

IlU索 S 〆
As畑a" 伸長率 (e)

番貌 1 Il-16 V-7 V-8 V-19 V-20 

1 10000 再設定 10000 10000 10000 一 一
2 10000 再設定 10000 10000 10000 一 一
8 10000 10004 10004 10004 10004 4 1: 2500 

4 10000 10004 10006 10007 10007 7 1: 1428，57 

5 10000 10030 1ω28 10032 10031 32 1: 312，5 

6 10000 10030 10030 10050 10047 50 1:200 
レr

7 10000 10011 10012 10026 10025 26 1: 384，615 

8 50⑪O 4998? 4998? 5003 5003 5ネ〉 1: 1000 

9 5000 5012 5011 5014 5015 15 1: 333，3 

10 5000 5000 5000 5004 5004 4 1: 1250 

11 5000 5002 醐醐醐 s l1附
12 7000 7012 7010 7014 7{)15 15 I 1: 466，6 

め 2mm+3mm=5mmと伸長を仮定す。

表-47 主索の測定伸長並I二伸長率

ぐ皐位 mm)

格 間 tトー1 (上競抗側〉

表現絢 (2'1) 裏親綱 (11")

S III-16 5500 10000 

V - 8 
〆

再設定均 再o定
V -19 5500 10002 

的附涯の鬼供等が悪戯して綾線容を破棄せるもの与量目し。

場

~ 



〈部〉

表-48. 制捜測定感カ

劇 索 d=s.E. Jら X，.，=d・A
直 径 e 

番 貌 (kg/cm2) (ιm2) (kg) 

1・ 2" 一 一 .8，866852 一
2 1占H 一 一 ノ 5，121494 一
3 li" 1: 2500 420 5，121494 2151 

4 1量〆F 1: 1428，57 735 5，121494 3764 

5 11" 1: 312，5 3360 5，121494 17208 

6 Jl" 1:200 5250 5，121494 26888 

7 lj〆ノ 1: 384，6 2730 5，121494 13982 

8 2〆/ 1:1∞o 1050 8，866852 9310 

9 1を11 1: 333，3 3150 5，121494 16133 

10 H" 1: 1250 840 5，121494 4302 

11 11" 1: 1666，6 630 5，121494 3227 
〆〆

12 1l" 1 :466，6 2250 5，121494 11523 

表町0・ 副察測定感カ値M算出せら各哨重量d の値(~=占)

X'" 
(kg) 

1 

2 

3 2151 

37'鎚

17208 

26888 

a

-

z

k

u

a

o

"

'

o

o

a

g

A

U

'

A

a

a

 

噌

-a

噌
・
A

噌
・
A

13宮82

9310 

16133 

4302 

3227 

11523 

|日J24lcos a. -c' -2i十1

制

蹴

揃

制

似

仰

制

備

抑

制

鵬

蹴

0

6

0

0

。o
o

a

q

o

q

u

e

d

o

o

n

6

0

0

旬。。
0

・

骨

a

o

a

a

泊

。

，

a

a

a

a

a

o

a

a

a

@

必

a泊

a
h
M
O
G

A

U

A

U

A

U

A

リ

A

U

A

U

A

U

A

U

A

U

A

U

A

U

O

U

ノ
仏
，

Hr! 

(kg) 

70' 

(kg/m) 

w

s

p

u

n

o

o

o

Q

o

h

U

A

U

'

a

@

a

o

v

 

B

6

窃

2

7

8

0

4

7

9

A

U

A

V

9

0

唱

A

P

U

n

g

。。

τ

A

o

a

w

d

o

a

n

u

R

υ

o

o

a

U

氏
U

W

4

。ow
d
n
w
u

白
河

u
a
υ

。o
a

雪

山

w

u

n

g

O

0

0

0

9

0

0

0

官

A

何

I

'

i

R

U

の
o

n

o

'

A

唱

A

a

a
冨

唱
-
A

48，1 

84，0 

383，9 

599，5 

311，5 

207，2 

358，9 

95，6 

71，7 

255，7 

242 
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袋一回 副繋測定患カ値よリ算出せらる、荷重量がの値(トD
Xs，1 

(kg) 

l+cos2s r.，1 
eos a. . c' -2i+l ': 

Ho' 

(kg) 

卸〆

(kg/rn) 

'

A

O

““

q

d

a晶
Z

'

b

a

u

"

d

a

u

Q

ノ

A
U

胃

-
s
o
a

噌

且

唱

A

唱
E
A

2151 

3764 

J7208 

26888 

13982 

9310 

16 ]33 

4302 

3227 

11523 

0，0219321 

0220166 

0221017 

0221875 

0222740 

0223612 

0224490 

0225375 

0226267 

0227166 

0228073 

0228987 

97323 

169645 

772560 

1202440 

622835 

413089 

713007 

18937'1 

141490 

503216 

51 

89 

403 

628 

325 

216 

372 

99 

74 

263 

現【47I乙記せる如く児供の悪載によって最初に設定せる鍛線巷が切断破棄せられたる故障

の馬め，本年度は主索第1格問の伸長率を知り得なかったのは遺憾でるるが，裏親網の如きは

再設定後角低2mmの仲長を示し加ふるに本年は5月上旬に於て副索系統が既に著しい併長率

/δ¥ 
を示してゐる事責から推して(表 46)，主索第1格間仲長率従て(-';-)の{直必相営のものであっ

¥LJ 
1 

7ヒらうと思はれる。後年度の貰験に徴するも此の値は約ーに近<，従て本年度荷重量平均値
5 

はuI=252k:g/mと見て大過ないだらう。

(3) 昭和14年度費験成績

本年度は4月14日に副索。全部材及び主索第1格間部分に測度標駐の鶴線巻を設定した。

4月14日頃は躍力作用開始以前D標鮪設定時期としては既に遅すぎるので之は現場との連絡の

闘係の震である。事費貫験班が現場に著いたときは恰も最初の融雪出水の時に営!，>，副索系統

の約字数は多少の程度仲張t:受けてゐた。此の欣態で標酷設定を行ったのである。唯標鞘距離

を昨年の如く10米， 5米とせや，本年よりは現場により適切なる任意の長さに設定した。
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表-51. 副擦の測定伸長並に伸長率

(車位 mm)

s 〆

副索番披 Js叫az 伸長率 (e)

緊張形態
IV-14 IV-25 V-28 VI-lO 

1 9倒5 9082 19 1: 477，158 

2 弛 12160 I 12 180 12183 12179 23 1: 528，696 

8 !/ 6181 6189 6189 6193 12 1: 515，083 

4 !/ 7602 7605 7604 7604 3 1 :2534 

5 帯張 6497 6517 6517 6513 20 1 :3248，5 

6 張 6222 6240 6239 6236 18 1 :345，6 

7 -精孫 4900 4917 .4915 4915 17 1:288，235 

8 E民 7549 7583 7578 7576 34 1: 222，029 

9 地 5834 5873 5856 5854 39 1: 149，590 

10 グ 5028 5046 5037 5036 18 1: 279，3 

11 グ 5969 5個3 5983 6983 24 1 :248，708 

12 !/ 7946 7980 7972 7971 34 1: 233，706 

13 !/ 6716 67，泊 6728 6728 17 1: 395，059 

14 !/ 6670 6684 6689 6692 22 . 1 : 303， I~2 

15 !/ 8379 8385 8388 8387 9 1: 931 

16 !/ 7049 7069 7073 7071 24 1 :293，708 

17 !/ 7431 7442 7442 7442 11 1: 675，545 

18 グ 7933 7959 7970 7968 37 1 :214，405 

19 張 7899 7901 7901 1 1: 7900 

20 !/ 8008 8004 8006 8005 一 一
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島回. 主'慢の測定伸長並に伸長率

(単位 mm)

格 間 0-1 (上親杭側)
測定月日

|凄;規制(11")表貌繍 (2") 

s IV - 14 5406 6239 

lVー・ 25 5428 位57

〆 V - 28 5428 6256 

Vl -17 5430 6255 

Js".叫 Z 24 18 

伸 主主 軍事 (e) 1: 225，25 1: 346，61 

.53. 副寮測定磁力

G 

笹直競番索副

1 

2 

2" 

---z
 

'e =
 

6
 

」九

(cm勺

|十X，，'=<1・F.
tkg) 

19507 

10171 

10443 

2120 

1654 

15oo9 

18658 

41931 

35948 

19252 

21623 

23011 

13613 

17736 

4097 

11984 

4644 

16785 
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8，866852 

5，121494 

5，121494 

5，121494 

5，121494 

5，121494 

5，121494 

8，866852 

5，121494 

5，121494 

5，121494 

5，121494 

5，121494 

5，121494 

3，631854 

3，631854 

3，631854 

3，631854 

3，631854 

1: 248，708 

1: 233，706 

1 :395，059 

1: 303，182 

1 :931 

1 :293，708 
1: 675，545 

1 :214，405 

1: 7900 
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表-54. 孟索第 1格問測定感カ

d F. Xl=t1.F. 
% ε 

(kg(cm2) (cm2) (kg) 

表貌綱 1 :225，25 4661 8，866852 73 

裏親綱 1: 346，61 3030 5，121494 15500 27 

|…引
. 

100 

表-55 副索測定感カ値よ9算出世らる哨舗がの値({-=占)

X$，( l川叫川山c∞伽叫。師s 6〆F一2;+1I 
Ho〆 w' 

副索番器量
(kg) cos a， (kg) (kg/m) 

. 
1 19507 0，023331 836098 437 

2 10171 023348 435626 227 

3 10443 023366 446931 233 

4 2120 023384 90660 47 

5 1654 023401 70681 37 

6 15559 023419 664 37fj 347 

7 18658 023437 796092 416 

8 41931 023455 1787721 933 

9 359紛 0:'8f73 1531462 800 

10 19252 023490 819583 428 

II 21623 023508 919815 480 

12 230Il 023526 978109 511 

13 13613 023544 578194 302 

14 17736 023562 752737 393 

15 4097 023580 173749 !H 

16 11984 023598 507840 265 

17 4644 . 023616 196646 103 

18 16785 023634 710206 371 

19 483 023652 20421 n 

20 一 一 一

339 
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表 56 副索現n定感カ値よリ算出せらる崎重量ゆ値 (J=i)

X.，' 
1+cocos s a2s0〆-Ta2，i+1l1 

Ho' w' 

(kg) (kg) (kg/m) 

1 19507 0，0219321 889427 464 

2 10171 0220166 461970 241 

3 10443 Q221017 472498 247 

4 2120. 0221875 95549 50 

5 1654 0222740 74257〆 39 

15559 0223612 695803 363 

7 18658 0224490 831129 434 

8 41931 0225375 1860499 971 

9 35948 0226267 1588743 830 

10 19252 0227166 847486 442 

11 21623 0228073 948074 495 

12 23011 0228987 1004904 525 

13 13613 0229908 592106 309 

14 17736 0230836 768338 401 

15 4097 0231773 176768 92 

16 11984 0232716 514962 269 

17 4644 0233668 198744 104 

18 16785 0234627 715391 374 

li. 483 0235590 20502 11 

20 0237556 一 一

平均値 351 

斯くして算出せられた荷重量山蝦定(~)との値が延しいものと Fれほ，とれらの数

値を蝦定して算出せられる主索第1格間!iA¥力 X1は表ー54記載の共の賓測値と一致し怠ければ

た帆従て(f)及d の過程値を求をるととが出来る。
O 1 

( i )ー=ーと仮定せる場合，
L 10 

1) 表-16 参照。

w'=339 kg(m (表-55J

Hヒザ12=649302kz
81' 白

人 xi=0，015 873・HU'l)= 10 306 kg 
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故tc

X1 (賓測値) 56828 
ご7τ1一一ー←一一一 ¥=一一一=5，514

r-~;.-=ーと仮定せる場合の計算値) 10306 ¥L 10 ...，.，，~，-.，.. -/~~--".~r"~J 

δ1  
(ii) 一=ーと仮定せる場合L 5 -.~~ --"， .. 

t〆=351kg/m (表ー56)

Ho'=672251 kg 

:. xt =0，081035・Ho'I)=54475 kg 
J
に故

--，-，一一一旦(宣盟釦 ぜ=堕塑=1，043 
{1=Lと偲定せる場合の計算値)-54475 
¥L 5 -"~'-- -~--"'J'-"~J 

(iii) 2及びd の趨医値
( i)， (ii)により

ぷのiよ¥千四て
0，1 

5，514 

0，2 

1，043 
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(4) 昭和15年度費験成績

/本年度は4月15日に副索の全部材及び主京第1格間部分に測定標黙の織線審を設定した。

かく設定が遅れたのは昭和14年度も同様であったが現場との連絡の精でるって，本年度は網洞

の架設も例年より遅れたるためその架設が終るのと殆ど同時に第1同の出水がるって蓮絡の徐

裕が無かワたのである。測定標黙の設定時は副索系統中第4番jう至第8番。もりは既に相営の

緊張度でるった。本年度はとの設定以前の鹿力の費生が識しかったものと見え，従て質問『し得

1) 表-26 望号照。
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?と荷重量 w'V大きさは著しく小さくなった。又主索第1格間に闘する・本年度貫験に於ては，

表親網の伸長率が裏観網のそれよりも小さく出たのであるが，とれは爾者とも鹿カ作用開始以

前の同様の弛楼欣態のもとに標賭設定を行ったものであるから，普通ならば表親網の方が一切

の外部荷重の働き方がより直接的で、dうるから伸長率は此の方が大でなければならぬ理で全〈強

想外で、あった。現場動検によれば設定標賭が支障に因て不E章の「守れ」を起した形跡も全く認

められすす，従て此の現象の白糸する慮は全く不明であるが，強いて言へは弐の如き想像が許さ

れ得るかもしれない。即ち第1格聞に於て或は抑留網羽の全長に於て，表親網の長さが裏親網 6 

のそれに比較して幾分の飴長を有してゐたものではあるまいかといふととである。

以下本年度賞験成績を掲げ之によりて荷重量及方向量の算定をなした。

署長 57. 副索の混IJ定伸長並に伸長率

(思位 mm)

師時 s
s' 

索務 長IIV-15 IV-30 I VI-8 I VI-16 I VI-17 ¥ VI剖 ASma.， 伸長準 (e)

1 弛 7722 ーー*> 一 一 一 5 1: 1543，4 

2 』ア 8142 8145 8146 8145 8147 • 8147 5 1: 1628，4 

3 " 5794 5798 5801 5800 5802 5801 8 1: 724，.25 
、

4 張 7735 7734 7731 7733 7732 7731 一 一

5 " 6922 6924 6923 6922 6923 6926 4 1: 1730，5 

6 p 5746 5751 5751 5754 5754 5754 8 1: 718.25 

7 11 5410 5409 5408 5410 5411 5407 1 1 :5410 

8 11 4660 4663 4665 4667 4667 4665 7 1 :665，7143 

9 弛 4937 4946 4945 4944 4946 4945 9 1: 548，5 

10 精張 4960 4964 4967 4966 4967 4966 7 1: 708，5714 

11 " 5055 5師4 5062 5060 5062 5062 。 1: 561，6 
12 弛 5054 5071 5068 5067 o068 5068 17 1 ~297，2941 

13 精張 5325 5:)35 5330 5330 5332 5331 10 1: 532，5 

14 弛 5977 5997 5995 5994 5995 5994 20 1: 298，85 

15 1/ 4407 4409 4411 4412 4411 4411 5 1: 881，4 

16 』伊 5176 5177 51帥 5179 5178 5175 4 1: 1294 

17 11 5695 5700 5710 5697 5697 5697 15 1: 379，6 

18 " 6190 61'開 6193 6191 6190 6189 6 1: 1031，6 

19 張 5896 5893 5.890 5892 5893 5893 一 一

20 11 6080 6074 6075 6073 6073 6073 一 一

め鍍線巻R健悦
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喪 58 主療の測定伸餐並に伸長率

(車位 mm)

格 間 0-1 (上親抗側〕
測定月日

袋 親 綱 (2勺 裏 規 綱C1jN)

s IV -15 6509 7202 
...‘ー-

IV -30 6515 7217 

VI - 8 6516 7221 
〆

VI -17 6516 7221 

VI -26 6517 7218 

tls拙a" 8 19 

伸 J主 1 : 813，625 1 : 37仰

表-59 副覇憶測定感カ

t1=e・Ei A 
lL4{=kgd) A e 

(kgJcm2) (cm2) 
， 

1 21/ 1: 1543，4 680 8，866852 6029 

2 1占11 1: 1628，4 併5 5，121494 33/)3 

B 11" 1: 724，25 1450 5，121494 7426 

4 11" 5，121494 一
5 1占〆〆 1 :1730，5 607 九121494 3109 

6 1~" 1 :718，25 1462 5，121494 7478 . 
' 

7 l~n 1: 5410 1941 5，121494 9931 

8 2" 1 :665，7143 1577 8，866852 13983 

9 11" 1: 548，5 1914 5，121494 9803 

10 11" 1: 708，5714 1482 5，1111494 7590 

11 11// 1: 561，6 1869 5，121494‘ 9572 

12 11// 1: 297，2941 3532 5，121494 18089 

13 11// 1 :532，5 .1972 5，121494 10100 

14 11" 1: 298，85 3513 5，121494 17992 

15 l{N 1 :881，4 1191 3，631854 4326 

16 I~N 1: 1294 811 3，631854 2945 ¥ 

17 14H 1: 379，6 2766 3，631854 10046 

18 l!-I/ 1: 1031，6 1018 3，631854 3697 

19 11// 一 3，631854 ' 一
20 1{N， 一 一 .3，631854 一
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表.-60 主察.1格問測定感カ
6 A Xl=O・A

ε % 
(kgjcm2) (cm2) (kg) 

表，親 綱 1 :813，625 1291 8，866812 11447 45 

裏 親 制 1: 379，053 2 '170 5，121494 14187 55 

I :.Xl=25 100 

制 1 副索現随想力値よリ算出せらる哨舗がの値 ({=lo).

X.，I 
lHcd  

Ho' τ〆
副索香焼

(kg) 間 α8 〆-21十1[ (kg) (kg(m) 

1 s029 0，023331 258412 135 

2 3303 023348 141468 74 

3 'l426 023366 317812 166 

4 023384 一
8 3109 023401 132858 69 

6 7478 023419 319313 167 

7 9931 023437 423732 221 

8 13983 0234oo 596163 311 
‘ 

9 9803 023473 417629 218 

10 7590 023490 323116 ， 169 

11 9572 023508 407181 213 

12 18089 023526 '168894 401 梧

13 10100 u23544 428984 224 

14 17992 023562 '163602 399 

15 4326 023580 183461 96 

16 ~945 023598 124799 65 

17 10046 023616 425390 222 

18 3697 023634 156427 82 

19 023652 一 一
20 一 一 一

190 



a 

議位 副察測定感カ個よ9算出世らる S荷重量がの値(i=i).

X.，C l-.〆-728a4+1 (kg) COS (1.， 

1 6029 0，0219321 

2 3303 0220166 

8 7426 0221017 

4 一 0221875 

5 3109 0222740 

6 7478 0223612 

7 9931 0224490 

8 13983 0225375 

9 9803 0226267 

10 7590 0227166 

II 9572 D228073 

12 18089 0228987 

13 10100 0229908 

14 17992 0230836 

15 4326 0231773 

16 2945 0232716 

17 10046 0233668 

18 3697 0234627 

19 一 0235590 

20 一 0237556 

以上によりの及d の趨定値を求むるととが出来る。

δ1  
(i) 一 = ーと仮定せる場合，
L 10 

故に

w'='190 kg/m (表白61)

w' ['2 
H，=←= 363 893 kI!: 
8f 国

人Xi=O，015873・Hu'=5776kg

HtI 

(kg) 

274894 

]50023 

335992 

一
139580 

334419 

442381 

620433> 

433249 

334117 

419690 

789958 

439306 

779428 

186648 

126549 

429926 

157邸9

一
一

Xi(寅測値) _ 25634_AA.i ベEi--み弘品値)--5776ー，

〈掲〉

w' 

(kgJm) 

144 

78 

175 

一
73 

175 

231 

324 

226 

174 

219 

412 

229 

407 

97 

自6

224 

82 

一
一

196 
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δ1  
(ii)ー= と仮定せる場合，
L 5 

w:::::196 kg/m (表句62)

Ho'=375 388 kg 

人 Xl=0，081 035・Ho'=30419kg 

故に

一一一一一心章一塑一血L一一一空634=0.843
(互=1と蝦定せる場合の計算f直 制 19 -， 
¥L 5 ノ

ω f及W の適正値
(i)， (ii)により

¥f 
X1の比

0，1 

4，44 

なればおり比=1 たるfの値は
jt=O，1958U=-1-

5，1118 

叉wl'C闘し

¥: 0，1 

w'(kg/m) 190 

従て :=0，附幻に封し

w=19Skgfm 

0，2 

O，84:~ 

0，2 

196 

前記の理由により本年度の判定荷重量の大きさは著しく過小で、ある。

尚ほ本年度流選期間中の沙流川の水位を~I'C掲げる(表-63)0 門別村宮川町〈佐瑠太〉量水

標に於ける水位たるも，平取材二風谷地先抑留網洞地離の水位を推知ナるには十分である。基}

準商は東京湾中等潮位でるる。

， 

ー



月 日 * 
M 

IV-21 4，82 

22 4，82 

23 4，81 

M 4，80 

25 4，82 

26 4，92 

27 5，60 

28 5，26 

29 5，27 

30 ， ， 5，25 

V -1 5，00 

2 4，90 

8 5，60 

4 5，60 

E 5，12 

、， 6 4，96 

7 4，88 

8 4，86 

9 4，92 

10 4，80 

11 4，82 

12 4，83 

13 、 6，02 

.-63 昭和15年度流鎗期沙流JII水位

(門別村宮川町主量水様 午前8時)
¥ 

日 位

M 
V -14 5，15 

15 4，94 

16 4，68 

17 5，04 

18 5，06 

19 5，02 

20 4，88 

21 4，持6

112 4，88 

23 4，88 

詰4 4，88 智

25 4，87 

26 4，86 

27 4，84 

28 4，82 

29 4，88 . 
30 4，88 

31 4.88 

VI-1 4，86 

2 4，88 

3 5，32 

4 5，10 

5 5，04 

( .97 ) 

日 水 位

M 

VI-6 5，04 

7 5，10 

H 5，02 

。 4，98 

10 4，86 

11 4，84 

12 4，86 

13 4，78 

14 4，74 

15 4，74 

16 4，74 

17 4，70 

18 4，68 

19 4，22 

20 4，84 

21 4，68 

22 生60
a 

23 4，56 

24 4，50 

25 4，48 

26 4，44 

27 4，38 
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. (5) 昭和1S年度費融成績

本年度は日本撃術振興舎D援助によって質験を注すの機舎を奥えられ，始て精しく貰験す

るととを得た♂

本年度流器材積:

ユセウ流域材

糠乎流域材

千呂露流域材

ウェンザル流域材

計

26000 

41000 

21000 

110000 

198000 平石

本年度は4月6日に副索の全部材及び主索第1格間部分に測定標鮪の鎖線巻を設定した。

営日鋼索は悉く完全なる磨、力開始以前の欣態に於て弛緩してゐた。作用醸力を決定的ならしめ

たのは4月19日の第1弐出水でi副索の大多数及び主索第1格問の最大伸長は之によって起き

た。残りの副索。最大伸長は5月10目前後の第2次出水に因て起きたものである@本年度は1

月以来の奥地方の降零が充分であったために小谷狩が良く進捗し，第1次出水期前後の増水に

乗じて4月中旬に於て=セウ流域材質に220∞石の抑留網洞着材を見るに至り本年度荷重量d

の最大値が此の時期に出現したのでるる(圃-77望書照〉。尚ほ本年度は臆力測定時期毎の荷重量を

解析し荷重量曲繰として之を表し，水位曲繰及び着材々積曲繰と比較した(国-77)。此の着材々

積は著者の目測によるものである。又網羽0;地離に於ける流速をも測定した。

1) 日本準備振興曾 昭和16年度前期補助研究事項:“抑留期網著者の安全なる賞際荷重の列定に鵬ナる貧験的

研究"



( 99 ) 

昭和 16年度作 業 獄況 (1)

F 

間ーω 土観杭地黙よ日下流網理事
を隻む (V-14). 

掴ー71.主繋格黙第10蕃附廷に於lt

-一 - 一そ着材犠積獄慾 cv剖

圃-73.縞理署尻に於iずる舗筏作業
) CY-28) 

、、

司「

聞-71f.孟繋格黙第9番よ日上流の渚
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(A) 賓験結果

(a) 伸長測定

.-64 制禦の測定伸畏並Iζ伸長率

{皐位 mm)

副番 s 〆

緊設定張時扶態のIIV・6 川…i山|れ13I v却 IV-30 AS>n印 伸長室経 (e)索量虎

1 弛 5552 
5“2 5562 5562 5562 10 1 :555，2 

2 11 5021 5飽3 5029 5029 5031 5031 5031 10 1: 502，1 

3 11 41Ol 4101 I 4102 4101 4102 4102 41011 1 1 :4101 

4 11 4788 e 4789 4791 4791 4790 4790 4790 3 1: 1596 

5 』ア 10 158 10 159 10172 10167 10168 10168 10168 14 1 :725，571 

6 グ 2995 2996 3001 2999 3000 3000 3000 6 1 :499，167 

7 11 3987 4001 4003 4003 4005 4002 4005 18 1: 221，5 

8 11 5005 5018 5025 5025 5023 5022 1>022 20 1: 250，25 

9 11 4157 4168 4178 4178 4168 4169 4169 21 1: 19'71952 

10 11 3760 3763 3771 3771 3771 3771 3771 11 1: 341，818 

11 11 4494 4494 4514 4507 4507 4506 4506 20 1 :224，7 

12 p 5323 5326 5354 5335 5335 5335 5337 31 1: 171，710 

]3 11 4230 4230 4241 4235 4238 4234 4236 11 1: 384，545 

14 11 4633 4635 4641 鍍離線脱巻 一 一 一 8 1 :579，125 

15 11 3579 3584 3586 3585 3587 36部 8585 8 1 :447，375 

16 11 3779 3779 3779 鍍様線4脆豊 一 一 一 。 一
17 P 4100 4106 41師 同上 一 一 一 6 1 :683，3 

18 " 2629 2630 2630 同上 一 一 一 1 1 :2629 

19 " 6769 6777 6786 6778 6789 6785 6785 20 1: 338，45 
20 " 5485 5488 5493 5493 5494 5493 5493 9 1: 609，4 

天候紋態 小雪，寒アlii明暗'暖1:Jj.， ~I~ffi，北豪雨
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表-6.'，j¥:擦の測定伸長並巴伸長率
(.IfI.位 mm)

格 間ト1 (上親統側〉 格 閑 2ルー21 く下親杭側〉
測定月日

絢|裏 絢|裏 絢|ヨ昆 親 貌‘綱 表 親 親

s 4-16 5166 3369 
11 

2988 3032 

会-17 5166 3369 2鈎1 3035 

4ー19 51制 3387 2991 3036 

4-28 5194 3387 2990 3個9
〆

5-13 5194 3387 2990 3038 

ら-27. 5194 3387 2990 3037 

5-30 5194 3387 2990 3037 

• 
As.冊 as 28 18 

I! 
3 7 

伸 長 1: 184，5 1 :187，167 
11 

本〉

一 一

的 絡問20-21 伸長惑は不必要に付ー算出せず。

(b) 抑留網羽の着材航態

伸長測定営時の管流材の網洞着材の扶況及ぴ共の大約の右撒は閣の通りである(圃-76 其

ー，其Z，其:，其田，~草，3Ç穴〉。

(0) 涜遮測定

伸長測定賞時に於ける流速を測定した。測定個所は上流網洞懐内1個所，下流網洞懐外1

個所であるく副-76電器賜)04月1980最大増水時は懐内は流速極めて大なるに加えて管流材の

流着するもの移しし危険にして測定するを得なかったのは遺憾である。懐外のみは辛うヒマ

測定するととを得た。叉舶の都合で一部測定出来たかった個所もるった。

使用器械は Fプライス」式音響流建計及び蹟井式E向流建計でるる。
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酪-76 2ji取抑留網洞着材園 紹和16年度〈主主六〉
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表-66 流速測定値

f流速皐位 m/sec)

('10.9 ) 

測 定 日 時 [r示語肩士t→副副中; 2 l rバl 
|μJヰ0分Jl同絹糊一羽机上蹴十流
:ILf〕午吋前…跡引l問吋 向 I .J，~.I 

ilJLJ:::1h? 
快 ILf:ゐ I~~J:~I 同 1 1ω 
晴 l午前1;時305f1;ffj勿下流 j 悶 l 削

E JLl棚上流l同 jz 

プィ引 .J~ 1 .J~SI .J伺 1 1一戸イl 抽 l 

式引11竹イl叫川 1，不午引
!ケライス式[川叫川 1，2は2:引:

竺一±づ土竺L出]，6竺出，6竺出!竺出1リl叫1.1川9川l … 式引[川I 狗川lト1.71川[引1，40 1 
虞弁式 l川1ペLイ1，60'11，56 1 グ

t. 

e 

務 5-29 

絹務上流 i

曇 |午後四時40分

南

*) 

後 F 

綱初下流

風 |午後1時20分

l

i

-

-

I
 
n
 
c
白
uau 

測定時

ノ:水深

尺
5 

尺
5 

戸
尺

4 

" 
R 
S 

" 

尺
昂

l

l

l

 

m

』

「

c
ゆ

伎

町

E

，

?

 

十

i

噌

i

'

t

2ペ2，241
1

1
，
28
1 

1，2611イ
1イ1，98 1
1.56円

め 舟の固定を完全に行ひたるを以て此の比較結果は精度良きものと信ぜらる。



( 110) 

(d) 水位融澗

日高圏門別村吉川町沙流川公選橋右惇下の量水擦による主要注る流定期聞の観測水位を掲

ぞれほ表明を得る。

月 日

4 -19 

20 

21 

22 

23 

24 

26 

26 

27 

28 

29 

30 

6 - 1 

2 

3 

4 

s 

6 

T 

8 

9 

10 

.67 昭和l6年度涜謡時期沙涜川水位

〈基準:東京湾中毒事潮位〉

71t 位 II.n 日

1岨

o，80 o -11 

o，80 12 

6，宮O 13 

5，20 14 

6，16 16 

5ρo 16 

4，80 17 

4，80 18 

4，74 19 

4，64 20 

4，64 21 

4，'ω 22 

4，62 23 

4，60 24 

4，78 25 

4，80 26 

4，96 27 

4，90 28 

4，90 29 

4，92 30 

4，94 午後5時

6，12 

備考:午前8時叡測

温叡溝関節の膨響で水位が著し〈かはる。

ホ • 位
M 
5，10 

4，98 

4，84 

4，82 

4，78 

4，66 

4，76 

4，80 

4，80 

4，98 

6，08 

6，00 

5，02 

6，00 

5，04 

4，98 

4，88 

4，86 

4，84 

4，86 

4，98 
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(B)荷重計算

(a) 本年度酎索に作用したる最大鹿カ

表-68 制禦測定感カ

t1=s.E. Fs X..， =σ.F. 
副索番電量 直 径 ε 

(kgJcm2) (cm勺 (kg) 

1 2" 
1 

1891 8，866852 16769 5宮宮.2
島

2 1}" s o1 g，z 2091 5，121494 10699 

3 1i" 411 01 256 5，121494 1301 

4 1}" I s Z 98 658 5，121494 3360 〆

B 1l" 
E 1447 5，121494 7401 7宮5.571

6 1k" 
1 2104 5.121494 IO 766 499.167 

7 11" g包3z.5 4740 5，121494 24266 

8 2" 一25一0豆.一25 4196 8，866852 37205 

9 11" 1 5304 5，121494 27154 197.952 

10 li" 1 3072 5，121494 15723 341.自111

11 11" g2z 4，T 4673 5，121494 23923 

12 1!" 1 6115 5，121494 31308 171.710 

13 11" 1 2 730 5，121494 13972 3114.545 

14 11" z 1813 5，121494 9275 579，1喧5
1 • 15 1j" 447，375 2347 3，631854 8524 

16 1土庁 一 一 3，631854 

17 Ii" 8as1 ，s 33 1537 3，631854 5582 

18 1jノr 官6Zq9 399 3，631854 14.49 

19 Ii" 
1 3102 3，631854 11266 3311.450 

4 
20 1f'γ 1 

1723 3，631854 6258 
609，4 

一一一ー」

(b) 本年度主索第1絡間部分に作用Lたる最大鹿カ

11-69 主襲.1格問測定鰻カ

6 P. Xl=t1・A
e % 

(kgfcm2) (cm2) (kg) 

1: 184，5 5691 8，866852 504，61 64 

1: 187，167 5610 5，121494 28732 36 

.'. Xl=79193 100 



( 112) 

(0) 荷重量 d及びfの算定
手取抑留網凋基本敢値:

。'0=70D 
α叩=269

n =21 

ul  

w' = -:-.::: ~1~~;.:-;~-;. [(114)式]
1915，"剖45

δ1  
( i )方向量一=ーと椴定ずる場合

L 10 

tan 11=0，13737385 

m=0，06316d964 

cos α8 =0，0317943 

ど=2645，2713

喪 70 副索測定感カ値よリ算出せらる哨重量がの値({=占)

ト052s治;44Xs，t Ho' 

(kε) C05 a8 (k~) 

1 16767 0，023331 718658 

2 10699 023348 458241 

3 1301 023366 55679 

4 3360 023384 143688 

5 7401 023401 316269 

6 10766 028419 459712 

7 24266 023437 1035371 

8. 37205 023455 1586229 

9 27154 023473 1156818 、
10 15723 023490 669349 

11 23923 023508 1017654 

12 31308 023526 1330783 

13 13972 023544 593442 

14 9275 023562 393642 

15 8524 023580 361493 

16 一 023598 一
17 5582 023616 236365 

18 • 1449 023634 61310 

19 11266 023652 476323 

20 6258 023689 264173 

A 

w〆

(kg/m) 

375 

196 

29 

75 

165 

240 

541 

828 

604 

349 

531 

695 

310 

206 

189 

一
123 

32 

249 

138 

309 



' 

故に

w;=309 kg/m (表、70)

凡，-ぜ17=591810kg 
8f 

xi = 0，015873 ・ Ho'=9374k~

ーァ一一五工貫一週j車L一 て=笠望号=二8.448
(立=lと偲定せる場合の計算値) 9374 --， 
¥L 10 -.-，---w_ ~'-"~J 
O 1 

(ii) 方向量ー=ーと蝦定する場合，
L 5 

tan s=0，27474774 cos α.=0，1626857 

m=0，066675849 c'=520，18149 

表 71 副繋測定癒力個よ 9算出せらる哨重量制f の健 (i~{-)

X.，f 担当。 TM| 札

(kg) cos h 〆-2i+11 (kg) 

1 16767 0，0219321 764496 

2 10699 0220166 485952 
ノ

3 1301 0221017 58864 

4 3360 0221875 151437 

5 7401 0222740 332271 

6 10766 0223612 481459 
， 

7 24266 02244897 1080940 

8 37205 0225375 1650804 

9 27154 0226267 1200087 

10 15723 0227166 692137 

11 23923 0228073 1048919 

12 31308 0228987 1367239 

13 13972 0229908 607721 

14 927o 0230836 401801 

15 8524 0231773 367774 

16 0232716 一
17 5582 0233668 238886 

18 1449 0234627 61758 

19 11266 02355897 478204 

20 6258 7237556 263433 

(113) 

1ll 

(kg/m) 

399 

254 

31 

79 

173 

251 

564 

862 

627 

361 

548 

714 

317 

210 

192 

一
125 

32 

250 

138 

322 

一



く114)

w'=322 kg/m (袋一71)、

品，'=616708kg 

X1 =0，081 035・日/=49974kg 

故に

-X1 (賞測値) 1り塑=U)R.Il4トド般的場合の計算値)-49974 -，---/ 、 49974 -，---

ωf及山の趨E値
(i)， (ii)により

¥( 0，1 
X1の比 8，448 

なれば.¥io比=1 ね fの値は

~ =0，2回524=-1-
4.795S 

叉w'tt:闘し

¥ぞ 0，1 

w'(kgm) 309 

従て f=側

w'=323kg/m 

(C) 荷重量と因子

(a) 各伸長測定時期毎の荷重量の算定

0，2 

1，585 

0，2 

322 

本項に於ては荷重量 d とその流選因子たる着材々積及び水位との闘係につき吟味せむ必

ずるも，それに先立ちて伸長測定時期毎の荷重量の大きさを決めたげれば1l:らね。次に表ー72

及びそれによる趨正値の計算を掲げる。



(IHi) 

袋-72.t主ー 4月 17自の貸蹟個

副委

雪長量担

1 。 一
2 2 418 2141 

3 。 一 一
4 1 219 1122 

5 1 103 528 

6 1 351 1798 

7 14 3687 18883 

8 13 2727 24180 

9 11 2778 14228 

10 3 . 838 4292 

11 。 一 一
12 3 592 3032 

13 。
14 2 453 2320 

15 5 1467 5328 

16 o 一 一
17 6 1537 5582 

18 1 399 1449 

19 8 1241 4507 

20 3 574 2085 

料。11)式 q=e.E=竿 • E. 

Ho' 
(k~) 

3 1 
L -10 

91700 

47982 

22563 

76775 

805692 

1030910 

606143 

182716 

一
128879 

‘ 98464 

225954 

一
236鉛8. 
61310 

190555 

880J，.6 

r w 
(1、，，1m)

48 

一
25 

12 

40 

421 

538 

316 

95 

一
67 

一
51 

118 

一
123 

32 

99 

46 

Hu' 
(k~) 

11 1 
一一-L-5 

97245 

一
50569 

23705 

80407 

841152 

1072879 

628815 

188937 

一
132409 

一
100504 ' 

229880 

一
2お886

61758 

191307 

87769 

τtI 
'kc'/'n) 

51 

一
26 

12 

42 

439 

660 

328 

99 

一
69 

一
52 

120 

一
125 

32 

100 

46 

135 1-.40 

平均値

δ 
此0 表ー72共-q..)w'，ーの2組の値によってその遁E値を求めなければならぬが.4月

L 

17日に於ける主索第1格閣伸長lまOなれば(表-65)之を求めるととが出来ない。依てとの場合

δ1  
は←ヰ=ー， w'=I40kgmを趨E値として採用する。
L 5 



(116 ) 

副番

雪長線

一
1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

機て

表 72 其ユ 4月 19自の賞臓値ι

a 1 
4s d X." L -10 

(mm) (kgfcm2) (kg) EIo' ld (kg) 

10 1891 16767 718658 375 

8 1673 8568 366969 192 

1 256 1301 55679 29 

3 658 3360 143688 75 

14 1447 7401 316269 165 

6 2104 10766 459712 240 

16 4214 21582 920852 481 

20 4196 37205 1586229 828 

21 5304 27154 1156818 604 

11 3072 15723 669349 349 

20 4673 23923 1017654 531 

• 31 6115 31308 1330783 695 

11 2730 13972 593442 310 

8 1813 9275 393642 206 

7 2054 7460 316370 165 

。 一 一
、
6 1537 5582 236365 123 

1 399 1449 61310 32 

17 2637 9577 404913 211 

8 1531 5560 234708 123 

302 

ぉ(~ =占と蝦定せる場合の計算的=9181kg 

z(f=tと蝦定せる場合の計算的=48423kg

X1く寅測値)=79193k2: (表 65.袋 69i)

6 1 
L-5 

Ho' 
(kg) 

764496 399 

389161 203 

58864 31 

151437 79 

332271 173 

481459 251 

961380 502 

1650804 862 

1200087 627 

692137 361 

1048919 548 

1367239 714 

607721 317 ' 

401801 210 

321867 168 

一 一
238886 125 

61758 32 

405663 212 

234050 122 

312 

平均値

1) 以後主索第1格問は本年度賓験最於日までとの状態を持ち綬けた。後てお(賞験値〕ーの値は本年度貧験期

問中不自豊である。



副呑

索量君

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

4 18 

19 

20 

{荷重量 w'=313kg!m
4 M19日貰験遁厄( 史

l方向量云=0，20908

、表ー72 其'E. 4月 28自の賓厳値

a 1 
ds 6 X." L -10 

(rnm) (kgjcm!) (kg) H./ 
(k邑)

10 1891， 16767 718658 375 

8 1673 8568 366969 192 

。 一 一 一 一
3 658 3360 143688 75 

9 930 4763 203538 106 

4 1402 7180 306589 160 

16 4214 21582 920852 481 

20 4196 37205 1586229 82S 

21 5304 27154 1156818 604 

11 3072 15723 669349 349 

13 3037 15554 661647 345 

12 2367 12123 515302 269 

5 1241 6356 269963 141 

鍍車種線院巻 一 一 一 一
6 1760 6392 271077 142 

鍍離線脱容 一 一 一 一
同 一 一 一
同 一 一 一 一
9 1396 5070 2143o8 112 

8 1531 5560 234708 123 

287 

五(ト占と偲定せる場合の計算的=8725kg

A1 (~→と偲定せる場合の計算値)=蜘Okg

J.';.C寅測値)=79193kg 

(117) 

a 1 
Lー-ー5世

Ho' 
(kg) 

7鎚496 399 

389181 203 

一 一
15143'1 7i1 

213837 112 

321ω2 168 

961380 502 

1650804 862 

1200087 627 

692137 361 

681975 356 

529419 276 

276458 144 

一
2'75787 144 

一
一 一

一
215205 112 

234000 122 

298 

平均値
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礎て

副番

索貌

1 

2 

s 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

{荷重量 w'=泊9kg/m
4月28日賓験遁.1E{ 。

l方向量-~=0.20987 

集戸72 其四 5月 13自の費験偲

s 1 
JJs 6 X.，t -L =io 

(mm) (kg/cm2) (kg) Ho' |仏)(kg) 

10 1891 16767 718658 375 

10 2091 10699 458241 196 

1 256 1301 55679 29 

2 439 2248 96134 50 

10 1034 5296 226315 118 

5 1753 8978 383泌4 200 

18 • 4740 24266 1035371 641 

18 3776 33481 1427457 745 

11 2778 14228 606143 316 

11 ¥3072 15723 669349 349 

13 3037 15564 661647 345 

12 2367 12123 515302 269 

8 1986 10171 432000 226 

一 一
8 2347 8524 361493 189 

一
一 一

一 一
20 3102 11266 476323 249 

9 1723 6258 264173 138 

271 

五(~ =占と仮定せる場合の計算値)ー脚kg

X1 (ト7と仮定せる場合の計算的=ω同

a 1 
L-5 

Ho' 
(kg) 

7“496 399 

485952 264 

58864 31 

101318 53 

237766 124 

401499 210 

1080940 564 

1485568 776 

628815 328 

692137 361 

681975 356 

529419 276 

442394 231 

一
367774 192 

一

一
478204 250 

263433 138 

284 

平均値



く119)

Xi(寅測値)=79193kg

従て

{荷重量 w'=285kg/m 
b月13日賞験趨疋( 会

{方向量~ =0，21020 

"-72 其:i[. 5 J! 27自の責車産価

副l番 a 1 a 1 
Js 6 X." L -10 L-5 

索捜 (mm) (kg/cm2) (kg) H〆 τu IJ(〆
(kg) (kgJm) (kg) 

1 10 lR91 16767 718658 375 7“496 399 

2 10 2091 10699 458241 196 486952 254 

3 1 256 1301 55679 29 58864 31 

4 2 439 2248 96134 50 101318 53 

5 10 1034 5296 226315 118 237766 124 

6 5 1753 8978 383364 200 401499 210 
ョ.

7 15 3950 20230 863165 451 901155 471 

8 17 3566 31619 1348071 704 1402951 733 

9 12 3031 15523 661313 345 686048 358 

10 11 3072 15723 669349 349 692137 361 

11 12 2804 14361 610898 319 629667 329 

12 12 2367 12123 515302 269 529419 276 

13 4 993 5086 216021 113 221219 116 

14 一 一 一 一 一 一
15 6 1760 6392 271077 142 275787 144 

16 一 一 一 一 一 一
17 一 一 一 一 一
18 一 一 一
19 16 2482 9014 381109 199 382614 200 

20 8 1531 5560 234708 123 234050 122 

249 261 

平均値

五(f~よと般定せる場合の計算値)=75叫



(120 ) 

従て

副番

雪侯貌

1 

2 

3 

4 

B 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

z(f=i と蝦定せる場合の計算値)=却制側捌5印抑O的7
kム1(寅i測目却則tlリtlfl値l直直)=79193kg 

{荷重量w'=2S2kgjm
5月27日賞験適正"

l方向量言=0，21123

表-72 其六 5月初日の貸厳値

8 1 
ds 6 X.，( L -10 . 
(mm) (kgjcm) (kg) Ho' 世l

(kg) (kg/m) 

10 1891 16767 718658 375 

10 2091 10699 41i8241 196 

1 256 1301 55679 29 

2 439 2248 96134 50 

10 1034 5296 226315 118 

5 1753 8978 383364 200 

18 4740 24266 '1035371 541 

17 3566 31619 1348071 704 

12 3031 15523 661313 345 

II 3072 15723 669349 349 

12 2804 14361 610898 3]9 

14 2762 14146 601292 314 

6 1489 7626 323904 169 

一 一 一 F司- I 一
6 1760 6392 271077 142 

一 一 一 一
ー 一 一 一 一
一 一 一 一 一
16 2482 9014 381109 199 

8 1531 5560 234708 123 

261 

a 1 
L-5 

Ho' 
(kg) 

764496 399 

485952 254 

58864 31 

101318 53 

237766 124 

、401499 210 

1080940 564 

1402951 733 

686048 358 

692137 361 

629667 329 

6177倒 323 

331698 173 

一
275787 144 

一 一

一 一
382614 200 

234050 122 

274 

平均値



従て

z吋(~←=よと峨偲定帥せる碍場合伽の計算吋 =79仇

L(Gf=→tと鍛慨定せ尚る場駒合の吋計算吋=42，必5郎2部5
λ五~ (貰測値)=79剖19偲3k均g 

{荷重量 w'=275kg/1l，1 
5月30目貫験趨.iE( " 

l方向量主=0，21062

以上安一括すれば表ー沼を得る。

表-73 伸長測定時の荷重量が及び方向量3
(昭和 16年度〉

包v' a 
(kg/m) L 

IV-17 140 0，20000 

19 313 0，20908 

28 299 0，20967 

V -13 285 0，21020 

27 262 0，21123 

30 275 0，21062 

k 前節の(Bf)直l(c). I 323 

(b) 荷重量と着材材積及び水位

'(121') 

前項 (a)に於て求めたる荷重量 uI， 水位，並びに抑留網洞着材材積量の流選期間中の費化

をるらはす3曲線生同一座標上に表はせば聞-77を得る。

本年度流-選期の初頭に於ける第1失融雲大出水による抑留網澗の着材材積量が大なりしと

とと，共の水位叉極めて高かりしために員揖荷重量dの本年度最大値は此の時期tz:蛮生した。

以後荷重量は漸減の傾向を辿丸一方水位。方も其の後大なる出水なかりしために従て荷重量

曲線は水位曲棋に略平行の傾向a::示すに至ってゐる。着材材積曲線の方は5月下旬に上流中刈

作業'腎闘による著しい着材材積の増加がるるので，此の部分は金〈荷重量曲線と平行ではない。

即ち之は荷重量曲棋を此の部分に於て昂上せしむるための著しい水位の上昇が仲はざるに因る

のである。着材材積曲棋が昂上して居るにも拘ら歩荷重量曲棋の昂上之に倖はざる理由は，水

位上昇の少きた担うに抑留網殉の主韓は水深海き河底に静著して(鵬-46，圃-69参照)，従て主索，
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掴-77 昭和16年度水位曲線，着材材積薗録及び荷重量曲線の欄係



副索雨系就には新しき荷重は停建せられす.露aうに索僚の伸長を見ぎる結果である。

CS)昭和17.年度費論成績

(123) 

本竿度も日本理術振興舎の甜年度よりの櫨簡援助によって賓験をなすととを得て，著者は

之によって前年度より更に報細まる貫験を行った。向ほ日本製術振興舎援助による本年度及び

昨年度貫験結果を主流となし，更に之に先行して賓施せられたる昭和13年度より昭和15年度に

至る賓験結果をも併せ考ふるときは，之によって従来全〈不明なりし抑留網羽荷重量の全貌を

賂々明確ならしめ得たりと信ぜらる Lが故に，抑留網凋に闘する寅験的研究は本年度を最終と

してー先づ打切るとと Lした。

本年度流詮材積:

=セウ流域材

糠乎流域材

千日露及ウェシザJt.-流域材

240∞石

7∞0石
1200∞者

，計 151側石

此の中=セウ流域材は4月20日前後より 5月5日頃にかけて，糠平流域材は5月上旬より

8月中旬にかけて，叉千日露及ウェンザル流域材は5月下旬より 7月上旬にかけて本抑留網洞

に着材した。

本年度は施工者の都合により乎取抑留網凋θ架設が非常に遅れ，最後の副索。主索系統へ

の取附が完了したのは4月18日でるった。即ち主索第1格間部分の測定の測定標賦の設定は4

月5自になしたが，副索の全部材及主索の最格格間部分の測定標離の設定は之を網凋架設工事

の進行と乎行にたしたるを以て 4月13日より始めて前記副索取附完了日たる 4月18日に絡

9た01)4月中旬といへば例年相営の出水を見る時期であるが，本年度は一月以降の降零量少な

かりしため4月10日に多少の水位を見たる以外には出水例年の如からや，抑留網澗架設の遅延

従て本研究の賓験のためには幸であったといへる。併し4月中旬のとの程度の出水も肢に主索

及副索に或る程度。伸長を生ぜしめーるのが例年の賓験に見られたる鹿で，従て架設工事の'遅延

は此の初期伸長を本年度記録より逸せしめたとと Lたり遺憾でるった。本年度の第1次大出水

は4月21日に来たが=セウ流域材約500石が網洞に着材せるのみで翌5月5自に同流域材180

00石の着材を見たる頃は大出水之に仲はや，従て本年度荷重量の最大値は昨年度の如〈流選初

期には現れす事に，大量着材と出71<との合後した5月下旬に現はれてゐるのであるふ

1) 普遁は沙流川凍結水面上にで架設作業をなすも，本年度It工事遅延のため網理事の水中架設作業を絵儀な〈

された(11-78，圃ー.79，圃-80，闘-81)。
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先に第六部.n. (1)に於て趨ベたるが如き理由により，設定標艶間伸長率の鋼巻尺によ
る測定は相営D誤差を諜想せらる L が故~，本年度はとの方法の精度を別に比車交吟味する目的

を以て「オクイツエンJ査計による第2法の伸長率測定を副索の一部に併用した。即ち副索第

9番及び第10番は其の作用醸力が例年大たるのみならす九地盤の扶態も現場木材作業に支障を

生ぜざる個所に良好なる歪計の取附個所あるを以て，此の雨者を歪計質験の封象として撰び、之

に歪計を取附けた(圃ー84，圃-85，圃剖，幽-87)。主索第1梼聞に封Lても此の歪計による貫験を

計壷したるも，平取抑留網洞のとの第1柊聞は作用臆力大たるに加えて地盤も高きがために表

裏南親網とも地中へのi或り込みが茜しく(11-89)，一方員荷後の主索第1格黙の大君主る饗位につ

れてとの第1格間部分の水平的移動も激しくして，如何にするも歪計破損の危険を避け難く従

てとの部材は歪計賞験を割愛せざる左得1:1:かった。叉副索碇著岸は何分木材の作業現場である

ためにその全腫に渉て歪計を破損さる L廃れが十分にbるのと，他方歪計が高債なるために，

副索。悉〈に捗ってとの貰験をなすととをやめ前記副索第9番，第10番のみを撰むだのである。

「オタイツヱン」歪計を索僚に取附くる場合の標駐距離は補助測定鐸によって50mmりと

しF型「タランプ」によって堅固に取付けた〈聞84，圃-86)。歪計の索保への取附は議題以上に

容易でるった。而して計器が河岸の外界に露出されるのを避けるために蝶番によって上下雨聞

きの出来る木箱を以て之を被蔽し，箱を閉ぢれば索僚は強め箱の側板に穿たれた園孔の中に牧

ま.~.(町剖，姻-87)0此の孔は大き自に穿たれてゐるから雨水や地問の跳水がその隙聞から箱

の内部~侵入するのを防ぐために，自動車の古「タイヤ」から切りとった四角友護謀片に索保

直径の闘孔をあけて之に嘗てた。更に箱が索僚に滑ふて移動しない様に護諜片の外側に接近し

て針金を巻いた。か Lる位置で木箱が風などの矯めに如何に姐縛しても，叉歪計自身が索僚と

共に廻持しても歪計が内面に接簡せぬゃう木砲の上下及水平方向の内法に儀裕をとうた。木箱

の前面〈歪計の目盛商側〉には上下に「ガラスJ窓を‘あけ木箱の外側から目盛を讃み得るやう

にした。

此の歪計費験設備は4月19日から5月11日まで現場に設置された。此の期間中観測員は現

場に駐在して鋼巻尺及び歪計の2種の観測を同時に行った。更に此の期間の最後の3日間は索

僚伸長の時間的費化を午前から午後に渉て観測した。「オタイツエン」歪計徹去後は流逸材の

大量に着材した時期を見計って現場i乞出向き鋼巻尺による第1法の観測を絞けた。.而して本年

度観測は6月24日を以て訂切りとした。

1) 第六昔日. J[ ・(1)・参照。
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昭和 17年度作業扶況

聞-78.網羽水中禁Z賞作業 (1).

納湖周木材 を湖岸まで従積より曳奇出 L，

河岸にて綱羽子をヨくる ClV-15).

圃 80. 同 ¥3) 

河岸から主采に波Lてある波制綱に綱吻子

を引働け71<勢を利用 Lて主ヲ民主で之を統 L

込む，今突Jfr.さむとするとこ る(lV-15)

111-82 上観統地取よ日下流量司君寺

を望む くVI-2)・

圃 79. 同 (~町.

主雪Rtc取付け宇れた絹羽子の先鳴，表裏
雨親綱とも絹理事子よ P先は水中に沈むで
見えない(lV-15).

回-81. 問 (4). 

馬による「貧し材」の作業ClV-15)

個-83.主索格勲渇7番よ日下
流流着材堆積の甚しき

を望む CVI-2)

J 
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昭和 17年度賓 験 紋況

圃剖・IU索第9警に歪計を取付けた慮

猿僚が地盤に接鰐Lてゐる白で下を堀り

取り更に之よ り排水溝を穿て梢水を援 〈

(IV-19).. 

圃 86 副索第1句畢に歪計を取

付けた1.1<IV-19) 

、
圃-88 伸長後の索僚の悶鱒

ぐ画。索第9番 V-l1). 

圃-85.圃-84の歪計を木舗にて被

覆せる慮 OV-19)

圃 87.圃 86の歪ftを木箱にて被覆せる虐

殺Iの右担IJに鋼巻尺による測定様黙の白エナメ
ル附が見える(IV-19)

の
滅
H
P
込

み

合

1
3〉

-・
m
関
上
親
杭
附
廷
に
於
け
る
表
親
綱
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(A) 費験結果

(a) 伸長測定

表 74 副索の測定伸長並に伸長率

(皐位 lllm)

高~Ij番 s s' 

会披112112叫IV-22¥門IV-28!V-3!叶叶ぃ|ベ叫M Js，隅 α劣 伸長率 (e)

1 弛蜘!醐 4吟醐7棚醐7棚醐7 醐 7醐醐岨69 6 1: 677，167 

2 i IV -131 I! 1 4443 i 4446 1 4445 1 4447 1 4447 1 4447 I 4447 1 4447 1 4447 1 4447 1 4448 1 4448 5 1: 888，6 

3 グ 4533 4536 4532 4533 4532 曇 4532 4532 4532 4533 4532 9 1 :503 

4 " 3531 i 3535 3531 3532 3531 35:31 3531 3531 3531 :3531 3531 3532 4 1: 882，75 南

5 グ 5483 5488 5487 5488 5487 5485 5485 5485 5485 5485 5490 5489 7 1: 783，286 
嵐‘

車離設線脱巻6 グ 3480 ! 3488 3486 3486 :J486 3486 3486 3486 3486 3486 3489 9 .1: 386，667 
f長

" 5348 5:350 5349 5349 5348 53丑8 5348 5348 5348 5348 5357 5357 9 1 :594，222 
8( IJ 4461 4467 4465 4467 4167 4467 4469 446，) 4469 4469 4t79 4473 18 1: 247，833 

9i グ 3247 3249 3247 3247 3248 3248 ，3251 3250 3250 3250 3254 3251 7 1: 463，857 
i IV -15 

I! 4006 4009 4007 4008 4008 4008 4010 4009 4009 4007 4013 4009 7 1: 572，286 10 
:11: 

11 風 グ 4746 i 4748 4749 47ιO 4748 4746 4749 4749 4749 4746 4747 4746 4 1: 1186，5 
弱

12 IJ 3949 I 3955 :J956 :;957 3958 3958 3958 3958 3956 3956 3951 3956 9 1 :438，778 
一
13 IJ 3344 I 3344 3345 3:J47 3347 3344 3344 3344 3344 3344 3348 3350 6 1: 557，333 

14 
IV-18 

IJ 2，505 2蹴 12鵬 2508 2508 2513 2513 2513 2513 2514 2515 2515 10 1: 250，5 

15 IJ 3539 3539 3539 3539 3539 3539 3539 3539 3539 3539 3543 3547 8 1 :442，375 
北

16 IJ 3801 3801 3801 3801 3801 3801 3801 3798 3798 3798 3800 3800 一 一
17 
鳳4 " 3695 I 3695 3695 3695 3695 3697 3698 3698 3698 3698 3698 3698 3 

18 IJ 2509 ) 2511 2510 2511 2517 2517 2517 2514 2514 2514 2510 2512 8 1: 313，625 

19 
諸君
IJ 3384 3384 33n 3389 3390 3385 3385 3385 3387 3384 15 1: 225，067 

20 " 4826 I 4837 4839 4839 4836 4838 4838 4838 4838 4838 4834 483:1 13 i1:叩 31

//111 定時の |扇吋金戸|引暗i引曇l罷l盆(晴円|
天候耳元態 i南風『昆J南風悪事南風弱南断言南風強!:ft風強西南風 南風 i北疾風雨風溺
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表-75 主索の測定伸長主主Iζ伸長率

(単位 mm)

l測 定 格問 0--1 (上親杭側〉 l格問 20-21 (下糊領1)

s i i318ikzl|2凶|蜘 11 3ωi  

IV-21 2051 3400 3631 3475 
e 

IV -22 2051 3400 3632 3475 

IV -26 2051 3403 3633 3475 

ト 28 2052 3402 3脳出75

V --3 2052 3402 3624 3475 
、

〆 V-5 制従03 捌|従75

V - 8 2053 3403 3倒 3475

V - 9 2052 3403 3624 3475 

V -11 2052 3403 3624 3475 

VI - 2 2055 3404 3626 3486 

VI -24 2057 3405 3626 3480 

t 

I 16 I16  1¥ 4 1  

伸 長 率~今一_1一一一11ん，_1士07，25 一一153
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表-76 rオタイツZンJ歪計lζよる副索第9番o測定伸長，

伸長率及び換算感カ

澗定 1 1 {cl X.‘9 
月日 天候状況 (kg/C1ll2) (kg) 

IV-19 晴時 k t暴 。 。 。 。
20 曇 。 。 。 。
21 雨 後 晴 0，0080 

E 
168 1154 

1¥包50

22 曇南後風 0080 621 50 16R 1154 

23 曇 南風 0063 79a 1 6.508 132 906 

24者〉

25 晴南後風 0026 19宮310，769 55 378 

26 海曇南徴.1. 0042 11901 壬.71¥宮 88 604 

27 晴時々曇南被風 0018 
Z 

38 261 
包77'1-7.778

28 晴南徴風 0102 
1 

214 1469 
生901.961

29 晴 南 嵐 0130 38生6I，154L 273 1875 

30 Q 0110 
E 

231 1586 4545.生55

V-l Q 0105 
1 

220 1511 4761.905 

2 Q 0140 a 57l 1.4LgB 294 2019 

3 晴南強風 0190 包8811，579 399 2740 

4 曇南東風 0223 . 宮古4t1宮.15包 468 3214 

5 曇 北 風 0550 
1 1155 7931 909.091 

6 晴 ;/¥: 風 0525 95包1，a 8Z 1102 7567 

7 晴 南 風 0515 9701 ，874L 1081 7423 

8 快晴南風 0500 101 00 1050 7210 

9 曇後晴北風 0520 E 1092 7498 
961.538 

10 快晴北風 0519 9881 ，391 1090 7484 

11 晴 南 風 0513 1 、
974.659 

1077 7395 

的 観測員の事故により測定不能でるで2た。

問視1Ihffi:蟻501Um.品川午前9時-10時にiJl惜したものである， 5JJ9，叫叩のものは 1日中

の観測値の平均値をとった。
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測定

月 日

IV-19 

20 

21 

22 

23 

24 

2o 

26 

2'1 

28 

29 

30 

V -1 

2 

8 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

.-77 rオタイツZンJ歪計lζよる割索第10番の測定伸長，

伸長率及び換算感カ

.:1，. 6 
天候状況 ε 

(mm) (kgfcm2) 

。 。 。
。 。 。
0，0064 Y瓦11-z= 134 

0064 T R1 1g.5 134 

0叫4
1 92 11-363.636 

h 

一 一 一
0014 

1 
29 35714.'286 

0024 宮0831a ，a a a 50 

表-76 0004 1宮51000 8 

と同じ
0075 

1 
157 6666.667 

0034 
1 

71 14705.88'2 

0004 1包51000 8 

0014 a 5T11 4L，g86 29 

0028 17851 7，1生8 59 

• 0029 17g4L1 1，z 79 61 

ゆ

1 
0059 124 . 8474.576 

0259 19801 ，50宮 544 

0209 3 439 239宮.34生

0229 一2一1J8a-，生106 481 

0192 26041 L.167 403 

0167 299，生1-.01宮 351 

0056 1 118 8928.571 

0050 1 105 10000 

X..9 

(kg) 

。
。
686 

686 

471 

一
149 

256 

41 

804 

364 

41 

149 

302 

312 

635 

2786 

2248 

2463 

2064 

1798 

604 

538 
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(b) 鋼巻尺及び「オタイツエン」歪計による測定値の比較

副索第 9番，第10番に関する歪計による測定伸長率及び共0換算~力は夫々前項 .-76， . 

-77記載の通りであるが，此の敢{直を利用して歪計設置期間中の鋼巻尺(第1法〉及び歪計(第

2法〉の雨種の測定伸長率即ち換算lJf力を副索第9呑，第10番について比較すれば袋-78，義"

を得る。園ー舶はとの雨種観測値2曲線を座標にあらはせるものである。

之では副索第9番は第1法，第2法とも賞測値は極めて良く近接してゐる。高/1索第10番の

方は此の爾値が前者に比して精懸け離れてゐるが，それはとの副索第10番に取付けた歪計は取

附の翌日 4月20日に索僚の馬搬衝撃のために外れて同日耳元附直しを行ワた結果ではないかと，恩

はれる。然し第1法が十分信積し得る結果を興ふるととは此の比較賞験によって解るのであ

る。

副索第9番，第10番の歪計による雨曲線は大慣に於て平行的に費化してゐるが，最後の2

日間位。慮が多少異った傾向にある。とれは副索第10番に堆積した流着材がその整理作業夫に

よって切崩されて下流網洞尻に流れ去ったためであらうと息はれる。
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表-78 鋼轡尺及び fオタイ':/.z.ンJ歪ttによる副繋
第9番伸長測定値比較

く換算勝.カを以てする〉

鋼 増量 尺
「オクイツ

測 定 エン」歪計

Jc 6 X.，9 X.，9 
月 日 邑

(mm) (kgjcmZ) (kg) (kg) 

IV-21 2 1631 宮3，5 647 必43 1154 

22 。 。 。 。 1154 

23 一 一 一 一 906 

24 一 一 一 一 一
25 一 一 一 一 378 

26 。 。 n 。 604 

27 一 一 一 261 

28 1 一8-214-7 323 2218 1469 

29 一 一 一 1875 

30 一 一 一 1586 

V -1 一 一 一 1511 

2 一 一 2019 

3 1 3宮I447 323 2218 2740 

4 一 一 一 一 3214 

5 4 a111，T5 • 1294 8885 7931 

6 一 一 一 一 7567 

7 一 一 一 一 7423 

8 3 10S1 〈E，838 970 6660 7210 

9 3 1081 官.3'33 970 6660 7498 

10 一 一 一 一 7484 

11 3 1 
970 6660 7395 1082.333 
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表-79 鋼巻尺及び「オクイ7.z.ンJ歪計による翻索

第1曙伸長測定値比鮫

(換算惣カを以てする〉

鋼 理署 尺
「オタイツ

測 定 エンJ歪計

As 6 X'.9 X'.9 
月 日 e 

(mm) (kg/cm宜) (kg) 、(kg)

IV-21 3 1321 5.3s s 786 4025 686 

22 1 401 08 262 1342 686 

23 一 一 一 471 

ー
24 一 一 一 一. 
25 一 一 一 一 149 

26 2 E百1石豆一 524 2684 256 

27 一 ? 一 一 一 41 

28 2 
宮0103 524 2684 804 

29 一 一 一 一 364 

k 

30 一 一 一 一 41 

V -1 一 一 一 一 149 

2 一 一 一 一 3ω 

3 2 包0103 524 2684 312 

4 一 一 一 一 635 

5 4 1 1048 5367 2786 1001.5 

6 一 一 一 一 2248 

7 一 一 一 一 2463 

8 8 1 786 4025 2064 1335.333 

9 3 1 786 4025 1798 1335.333 

10 一 一 一 噌~ 604 

11 1 
1 

262 1342 538 1335.333 
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(c) 伸長の時間的費化

著者は副索に取附けられた此の「オクイツエン」歪計の示度が始終時間的に費動しつ Lあ

るものなるととそその賓験中に知ったのであるが，之は全然最初に強明せざる現象であったD

でその性質を明かにする目的で歪計設置期間中の最後の3臼聞は此の時間的建化乞測定した。

表 80 其ー，其z，主主三が之である。圃 91，町一92，個-93はとの曲線を摩擦にしたものである。

此の 3 圃持に岡~92，回←舗を比較して興味あるととは，副索第 9 番も第10容も 1 日中の時

間的費化は全く同じ様1:1:傾向を示して居るととでbる。即ち靭よりE午，午後1時前後にかけ

て伸長は漸減して従て此の時刻r伸長は時々最低と~ t，之上り夕刻にかけて之が今度は逆に

次第に増大する傾向を辿るのである。唯副索第10帯の5月9日午後3時竿から4時の間及び副

索第9番の5月11日午後4時半から 5時の間に於て曲線は念敢に下ってゐるが，とれは此等の

副索に直接抑留されてその上に堆積した木材が流着材の整理作業夫によって切崩されてその員

携が念放に軽減したる理由に基くもDで，若し此の作業がなかったならばとの曲総部分は矢張

り増大の傾向者三辿ったらうといふととは十分の確率を以て想像され得るのである。此の副索の

伸長が午前より午後に渉って漸減，漸増の一般的傾向を辿るのは，ーに索僚の温度費化にkる

ものと推定される。其の理由は水位曲線の示す如く 5月のとの最後の3日聞は水位が非常主主低

位にあって 4月21日の高水位に浮むで共の結果として副索を緊張せしめたる欣態のま Lで主

京系統はとり頃凡で河底に著いてゐたのである。従て此の欣態の主索格臨第-9番，第10番は索

僚の碇著杭(留杭)と同様力事的には移動せざる固定結と考えて差支え主い。故に副索はとの場
a、

合南端の固定黙の聞に一定の力で張られてゐる 1本の索僚であって，今正午から午後にかけて

集温が上昇して来るととの索俸の長さが

イEし

.411=εtl 

E:線膨脹係動

温度費化

1 :長さ

-・・・・(115)

との dんだけ温度の影響を受けて伸びるととに主主る。伸びるけれEも雨端は固定してゐるから

共の緊張の弛むだだけ結局副索の作用張聴力が減少しとれが伸長。逓減となってあらはれる。

此のとき副索の作用張磨、力 X(.，I)Iは

X(s，i)t=X.，i-etE.凡，i ……...・ a・..・e・-…'"・..;-.・H ・..・H ・H ・H ・H ・......，，(116)

で輿えられる。午後1時頃を境として祭温が降下し始めると同様の意味で伸長が再び漸増する
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ととになるのである。此の事柄はとれだけの現象としては非常に面白いが，併し抑留網視の荷

重量に影響を及ぼす因午としては左程重要ではないかもしれね。唯此の事賞によって副索の作

用癒力は温度の影響をうけて最大作用臆カから其の90%位の臨力までの時間的波動性を有し，

且つ其の週明が恰も24時開設るととを知るのである。

更に叉との圃-92，圃-93から知り得る第2の事柄は流着材の整理作業によって副索は最大

臨力より共の30%位の醸力まで局所属力的な大輔な急:激な費化をたすととがあり，且つそれに

は勿論一定の週期性1J:~.期待するととが出来ないといふとと 4である一。

iIIQ 定

月 日

V-9 

.2jS-

.-80 其ー rオタイツzンJ歪計による伸長の時間的鍵化 (5月9包)

(単位:O，OOlmm) 

iJl.Q 定 属国 索 第 9 番 高iU 雪女 第

時 :MI 測定値|累 計的 測定値|累

午前 9時 3分0 3，0 52，5 18，8 

" 10 15 1，9 51，4 17，4 

" 11 1，5 / 51，0 17，3 

午後 1 1，2 50，7 17.0 

" 1 30 0，8 50，3 16，2 

" 2 0，5 50，0 16，2 

" 2 30 1，0 50，5 
、

16，3 

』少 8 2，0 51，5 16，4 

" 3 30 4，0 53，5 16，8 

" 4 4，2 53.7 3，5 

" 4 30 4，3 53，8 4，4 

" 5 5，0 54，5 5，0 

均 52，0 

*>設置期日 4月19臼よ Pの累計，以下同断。

10 番

計*>

21，7 

20，3 

20，2 

19，9 

19，1 

19，1 

19，2 

19，3 

19，7 

6，4 

7，3 

7，9 

16，7 
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袋一80'其 rオタイツzンJ 歪計によ~伸長の時間的襲化 (5月 10B)

(単位:O，OOlmm) 

jJ!IJ 定 説リ 定 直日 索 第 9 番 | 副索第 10 番
月 日 時 刻 測定値 泉 計 I-~iqm瓦T一三-Jirt I 

時分

午前 9()() 3，0 52，5 2，9 5，8 
9 30 2，5 52，0 2，8 5，7 '1/ 

1/ 10 2，0 51，5 2，2 5，1 
グ 1030 1，8 51，3 2，1 5.0 

グ 11 2，0 51，5 2，3 5，2 
グ 1130 2，0 51，5 2，0 ' f 4，9 
午後 1 1，3 50，8 1，3 4，2 

V-I0 1/ 1 30 1，5 51，0 2，0 ， 4，9 

1/ ‘a凶) 2，6 52，1 3，0 5，9 
1/ 2 30 2，2 51，7 2，1'・ 5，0 
3 2，0 51，5 4，9 1/ 2，0 

1/ 3 30 2，7 52，2 3，4 6，3 
1/ 4 3，8 53，3 4，3 7，2 
p 4 30 3，8 53，3 4，6 7，5 
1/ 8 3，5 53，0 4，0 6，9 

平 均 li1，9 5，6 

表-80 其三 rオタイツエンJ歪計による伸長の時間的豊富化 (5月11日〉
(箪依:O，OOlmm) 

il!g 

月

V-11 

定

日

測定

時刻

時分

午前 900 

1/ 9 30 

1/ 10 

グ 1030 

" 11 
11 11 30 

午後 1 

" 1 30 

グ 2

" 2 30 

" 3 

" 3 30 

グ 4

lゲ 430 
" 5 

副索第 9 番

測定値(累 計

1~ 5J~ 

1，4 50，9 
1，4 50，9 
1，7 51，2 
1，6 51，1 
v
h
り
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51，0 

50，5 
50，9 

51，5 

51，4 
51，6 
52，3 
52，6 
52，8 
50，4 

51，3 

2，8 
3，1 
3，3 
0，9 

l 副家第 10 番
iJ!IJ 定彼|累 計

三「「7f
2，9 5，8 
2，1 5，0 
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園-93 副索第10番伸長の時間的鐙化

(d) 抑留網羽の着材棋態

伸長測定営時の管流材の網洞着材の欣況及び其の大約の石裁は闘の通りである t薗-94 其

ー，英二，其-.其闘，其E，其六，其士，其八，其丸，其十，其+ー，其十-，其十三，其十四，其十草〉。

(e) 漉。謹測定

仲長測定営時の流速を測定した。測定個所は上流網澗懐内1個所下流網羽懐外1個所でる
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る(圃-94着材獄況圃雪量紹)05月2日上流，同3日上流， 5月8日下流は軌れも流議材中刈作業の矯め
に舟はそり現場。鋼所になく測定は不可能でる・った。使用器械は5月中は蹟井式E向流建計， 6 

月は其の外に「プライス」式音響主主連計をも併用した。

表-81 涜逮測定価

(流速車位:m/sec) 

測定 日 時 l柑ノ水ヨ深ヲ 円 J142mldm|糟
快 V-2 I if.M~J:.流 l 舟ノ都合= ヨ F 測定不可能
晴

南
午前九時|欄叫藤井式I2，25 1 2，34 1 2，10 1刷 11，991 5，0 尺風

快 V-3 l棚上流i舟ノ都合品 ヨ リ測定不可捻晴
南

品分l網濁吋藤井式卜，61卜，83I 2，42¥開¥2，25 I f畏 7，0 風

快
午ぷ時l棚上流l虜弁式11，1511，26 11，22 11，15 1. 1，04 I 4，0 晴

F可

l欄吋
南

同 舟ノ都合ニ 宮 F 測定不可舵風

曇 VI-3 アライベ 1，必 11，51 I 1，49 Iゅ 11，291 5，0 
純物上流

弁式I1，60 1 1，52 1 1，56 1 1，45 I ゅ l午前10時20分 5，0 南

疾
同 フライ域¥2，21 ¥ 2，14 ¥ 2，14 ¥ 2，17 ¥ 2，18 ¥ 6，6 

網現下流
嵐a 午前 11時

藤井式[九101朋 l加|丸181丸18I 6，6 

プライス式l仰|蜘 l仏82I 仰 10，74 I 4，6 
曇

分 湖上流麗弁式|明 10，83 I 0，75 I…I 0，61 I 4，6 
静

フライ枕11，391 1，36 I 山11，34I 1，13 I 同
4，3 

綿司君下流
穏 午前8時40分

井式11，52¥ 1，64 ¥ 1，49 1明¥1，13 ¥ 4，3 
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(f) 水位観測

日高園門別村富川町沙流川公道橋宕岸下の量水標による主要たる疏謡期閣の観測水位を掲

ぐれほ喪路を得る。

決 82 昭和17年度涜港時期沙涜川水位

(基準:東京事夢中等潮位〉

;tJc. 位 * 位 水 位

月 日
午前S時l午後4時 月 日 午前8時l午後4時 月 日 午前8時(午後崎 i

IV-5 4，70 4，90 V-3 ， 4，94 4，96 V -31 4，82 4，80 I 

6 5，04 5，02 4 4，98 4，98 VI-1 5，20 5，30 

7 4，90 4，88 5 4，98 4，96 2 5，24 5，10 I 

8 4，80 4，80 6 4，96 4，94 3 5，偲 4，86 

9 4，79 4，84 7 4，80 4，80 4 4，84 4，80 

10 5，42 5，20 8 4，79 4，78 5 4，80 4，76 I 

11 5，04 4，92 9 4，76 4，72 6 4，78 4，76 

12 4，90 4，88 10 4，70 4，70 7 4，78 4，76 

13 4，88 4，86 11 4，70 4，72 8 4，76 4，84 

14 4，90 4，90 12 4，80 4，82 9 5，04 5，06 

15 4，86 4，80 13 4，82 5，02 10 4，94 4，92 

16 4，79 4，76 14 5，02 5，04 11 4，84 4，74 

17 4，76 4，76 15 5，20 5，06 12 4，70 4，64 

18 4，74 4，72 '16 5，00 4，98 13 4，64 4，62 I 

19 4，72 4，70 17 4，96 4，92 14 4，62 4，64 

20 4，70 4，69 18 4，86 4，84 15 4，64 4，64 I 

21 4，80 5，66 19 4，74 4，70 16 4，64 4，64 I 

22 5，60 5，50 20 4，69 4，68 17 4，64 4，64 

23 5，06 4，90 21 4，68 4，66 18 4，62 4，54 

24 4，90 4，90 22 4，66 4，60 19 4，50 4点4 I 

25 4，90 4，80 23 4，62 4，58 20 4，76 

26 4，80 4，80 24 4，60 4，58 21 4，68 4，64 I 

27 4，90 5，04 25 4，74 4，70 .22 4，62 4，58 

28 5，04 5，06 26 ， 4，76 4，74 23 4，54 4，50 

29 4，98 4.96 27 4，90 5，30 24 4，48 4，46 

30 4，92 4，94 28 5，06 4，97 25 4，62 4F4i 

V-1 4，90 4，90 29 4，99 4，94 

2 4，92 4，94 30 4，88 4，80 



(158 ) 

(B) 荷重計算

(a) 本年度副崇Iζ作用したる最大底力

表-83 副緊測定患カ

。=e.E. F. X..，=a・A
高:u索番趣意 宜 e 

(kg/cm2) (cm2) (kg) 

1 2" 百干す1志67 1551 8，866852 13752 

2 1き" 881 揖.6 1182 5，121494 6054 

3 1l" 1E61 2「 2087 5，121494 10689 

4 1きH S自1g ，T5 1189 5，121494 6089 

5 1を"
1 1341 5，121494 6868 783.111'16 

6 1査庁 1 2'716 5，121494 13910 386.667 

7 1!" 1 1767 5，121494 9050 59生，¥1¥1宮

8 2" 1 4237 8，866852 37569 2407.833 

9 11" 一生一日-SzA一一5一T 2264 6，866490 15546 

10 1告H 1 1835 5，121494 9398 572.286 

11 11" -11 a1 6.5 885 5，121494 4533 

12 1き" 1 2393 5，121494 12256 
岳38.778

13 1i" 1 1884 5，121494 9649 557.333 

14 11" 5Z S1 O，5 4192 5，121494 21469 

15 1i" 1 2374 5，121494 12158 
岳盛2.375

16 H" 一 一 3，631854 一
17 li" 3 853 3，631854 3098 1231.667 

18 li" 1 3348 3.631854 12159 313，白書s

19 li" 1 4665 3，631854 16943 225，067 
20 li" 1 2828 3，631854 10271 371.231 

(b) 本年度主索第1格聞に作用したる最大鹿力

表-84 孟擦第 1格間測定癒力

σ fも Xl=a. F. 
e % 

(kgfcm2) (cm2) (kg) 

表現綱 1: 127，563 8231 8，866852 72983 74 

裏親‘綱 1 :211，813 4957 5，121494 25387 26 

100 



ω 荷誼 d 及びfの算定
平取抑留網調基本数値:

。'0=700 
α.0=260 

n =21 

d-F 一一
1915，2必5

δ1  
(i) 方向量一=ーと仮定する場合

L 10 

tans=0，13737385 cos α.=0，0317943 

m =0，063165964 〆=2645，2713 

袋筋 副繋測定感カ値よ9算出世らる』荷重量dの値 (i=占，). 

X.，( 
1+∞s 2s〆-T2z，z4+1 

Ho' 

(kg) cos αs (kg) 

1 13752 0，023331 589430 

2 6054 023348 259293 

8 10689 023366 457460 

4 6089 023384 260392 

5 6868 023401 293492 

6 13910 023419 593962 

7 9050 023437 386142 

8 37569 023455 1601748 

9 15546 023473 662293 

10 9398 023490 400085 

11 4533 023508 192828 

12 12256 023526 520956 

13 9649 023544 409828 

14 21469 023562 911171 

15 12158 023.580 515606 

16 一 023598 一. 
17 3098 023616 131182 

18 12159 023634 514471 

19 16943 023652 716345 

20 10271 023689 433577 

平均値

( 159) 

w' 

(kgJm) 

308 

135 

239 

136 

153 

310 

202 

836 

346 

209 

101 

272 

214 

476 

269 

一
68 

269 

374 

226 

271 



(1船〉

故に

w'=271 kg/m 

w'1t<J. 
Ho'=一一一=519031kg 
8f 

人 X1 =0，015873・品，'=8239kg

五( 左側Ij値) ，= 9~~~? = 11刈
a---=-r--;-lI<!~.，-." ...aA.....=_I*¥ - 8239 
=一と仮定せる場合の計算値)
L 10 

a 1 
(ii) 方向量一=ーと仮定する場合

L 5 

tan s=O 

m=0，066675849 <:'=520，18149 

表-86 副寮測定感カ値よ9算出せらる崎重量d の偏(i=i)

λ3J [… Ho' 

(kg~ cos a. . c' -2i+ 1 (kg) 

1 13752 0，0219321 627026 

2 6054 0220166 274974 

3 10689 0221017 483628 

4 6089 0221875 274434 

5 6868 0222740 308342 

6 13910 0223612 622060 

7 9050 0224490 403137 

8 37569 0225375 1666955 

9 15546 0226267 687064 

10 9398 0227166 413706 

11 4533 0228073 198752 

12 12256 0228987 535227 

13 9649 0229908 419690 

14 21469 0230836 930054 ， 
15 12158 0231773 524565 

16 一 0232716 一
.17 3098 0233668 132581 

18 12159 0234627 518227 

19 16943 02355901 719174 

20 10271 0237556 432361 

平均値

世/

(kg/m) 

327 

144 

253 

143 

161 

325 

210 

870 

359 

216 

104 

279 

219 

486 

274 

一
69 

271 

375 

226 

280 
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放に

一主〈賢一理L~直1一一一一て=型空1旦 =2.264
/δ1  ，""h4..L..，.，.a ̂  ~"，'>t..H，. ¥ -43456 {一=ーと仮定せる場合の計算値i
¥L 5 ノ

仰 f及びw'([)適正値
8 

前記 (1)，(2)より若々の如くにー一及がの趨rEfi直を求めらる。
L 

河川
0，1 0，2 

11 ，~40 2，264 

一部
1
一闘

は

一

4

値

=
つ

n
D

〆
ν

向
H
M

S

(

L

m

 

e

る

0

・

な

=
δ

一L

咽

i一一
L
」'ょの五ぼれな

又w'tc.闘し

¥¥o  

¥ぞ
w' (kg/m) 

従て f=o，2附に封し
z〆=281kg/m 、

(C) 荷重量と因子

(a) 各伸長測定時毎の主索第1格間鷹カ

4
1
 ，
 

A
り 2船

271 280 

(161 ) 



( 1~2) 

表-87 伸長測定時主索第1格問旗カ

祖1 索

月 種

一一一一

表 親
lV-21 

裏 親

表 貌
IV-22 

裏 親

表 親
IV-26 

裏 親

表 戦
IV-28 

主蔓 貌

表 親
V-3 

裏 貌

表 親
V-5 

裏 親

表 親
V --8 

裏 親

表 親
V ← 9 

裏 親

表 親
V-11 

裏 親

表 親
VI-2 

3蔓 親

表 親
VI-24 

裏 親

*) 表親絢:直径 2"

裏税制:直径 1告"

ds 6 

(mm) (kg/cm2) 

絢 10 5145 

綱 11 3408 

綱 10 5145 

綱 11 3408 

綱 10 5145 

綱 14 4338 

綱 11 5659 

制 ]3 4028 

車両 11 5659 

綱 13 4028 

綱 13 6688 

綱 14 4338 

綱 12 6173 

絢 14 4338 

絢 11 !i659 

綱 14 4338 

綱 11 5659 

車珂 14 4338 

絢 14 

絢 15 4647 

制 16 8231 

綱 16 4957 ' 

(b) 各伸長測定時毎の副索躍カ及び荷重量の算定

隔作 親絢の :<1 
周 E回}霊カ (kg) (k 

45620 
63074 

17454 

45620 
63074 

17454 

45620 
67837 

22217 

50178 
70807 

20629 

50178 
70807 

2ゆ629

59302 
181519 

22217 

54735 
76952 

22217 

50178 
72395 

22217 

50178 
72395 

22217 

63859 
87659 

23800 

72983 
98370 

25387 

仲長測定時期毎の荷重量の大きさを算定すればさたの如〈でるる(暴風其『其ユ其三，其



四，英軍，其穴，其七，其八，其丸，其十，其十ー〕。

表-8s英ー 4月 21自の寅殿値

副番
a 1 

i1s x..t L -10 6 

索務 (mll)) (kg/cm2) (kg) 
Ho' 
(kg) 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

，12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

従て

3 775 6872 294“4 
3 709 3631 155517 

7 1624- 8317 355945 

4 1189 6089 260392 

5 958 4906 209649 

8 2414 12363 527905 

2 393 2013 85890 

6 1412 12520 533788 

2 647 4443 189281 

3 786 4025 171350 

2 442 2264 96308 

6 1fi95 8169 347233 

。 一 一 一
3 1257 6438 273237 

。 .一 一 一。 一 一 一。 一 一 一
2 837 3040 128628 

8. 2488 9036 382040 

11 2393 8691 366879 

五ベ({-=占と峨根定枇せる碍場合伽の計縛算吋=司4似3鈍釦4釘7

zc=tとf恨院定せる場合の計算値)=229蜘伽2泊断捌9釘仰70kg 
Xi(貧i測目即則IJ値)=63却07日4kg (表 8釘7)

154 

81 

186 

136 

109 

276 

45 

279 

99 

89 

50 

181 

一
143 

一
一. 
一
67 

199 

192 

( 163') 

8 1 
L-5 

Ho' 
l(kd g/m) (kg) 

313331 164 

164921 86 

376306 196 

274434 143 

220257 115 

552877 289 

89670 47 

555519 290 

196361 103 

177183 93 

99266 52 

356745 ， 186 

一 一
278899 ]46 

一 一
一 一
一 一
129567 68 

383548 200 

365851 191 
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表-88其 4月盟自の賓車産値

副番
a 1 a 1 

As d X.，( L -10 -z=τ 
索披 (mm) (kg/cm2) (kg) n，〆 Ho' w' 

(kg) (kg) (kg/m) 

1 2 517 4584 196477 103 209009 109 

2 2 473 2422 103735 54 110008 57 

3 6 1392 7129 305101 159 322554 168 

4 。 一 一 一 一 一
5 4 766 3923 167642 88 176125 92 I 

6 6 1810 9270 395832 207 414557 216 

7 1 196 1004 42838 22 44724 23 

8 4 941 8344 355745 186 370227 193 

9 。 一 一 一 一 一 一
10 1 262 1342 57131 30 59076 31 

11 3 664 3401 144674 76 149119 78 . 
12 7 1861 9531 405126 212 416225 217 

13 1 314 1608 68298 36 69941 37 

14 3 1257 6438 273237 143 278899 146 

15 。 一 一 一 一 一 一
16 。 一 一 一 一 一
17 。 一 一 一 一 一
18 1 418 1518 64229 34 64698 34 

19 8 2488 9036 382040 199 383548 200 

20 13 2828 10271 433577 226 432361 226 

118 122 

平均値

五({=110と候定せる場合の計算的=捌kgL 10 -I~-'-'-"" 'l4......~- Fl I ::rr I~) 

(11=1と椴定せる場合の計算f直=18934 kg '.L 5 -.........-----'l/J"'" "-PI ::rr l~) 
~(貫測値)=63074kg C表-87)

従て



f荷重量 w'=123kg/m 
4月22日賓験趨iEL__ a 

l方向量 1;=0，21835 

表-88 英三 4月 26Bの責厳値“

面U 番
a 1 

As お"
L -10 d 

索貌 (mm) (kg/cm2) (kg) (kg) I (kg/m) 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

従て

4 1034 9168 392954 

4 945 4840 207298 

9 2087 10689 457460 

1 297 1521 65044 

5 958 4906 209649 

6 1810 9270 395832 

1 196 1004 42838 

6 1412 1252(:) 533788 

。 一 一 一
2 524 2684 114261 

4 885 4533 192828 

8 2127 10893 463020 

3 942 4824 204893 

3 1257 6438 273237 

。 一 一 一。 一 一
O 一 一 一
s 837 3040 128628 

8 2488 9036 382040 

13 2828 102干1 433577 

ぷ({-=占と候定せる場合の計算値)=姐69kg

z(:=-;と仮定せる場合の計算値)=2捌
X1(貫測値)=67837kg C表 87)

205 

108 

239 

34 

109 

207 

22 

279 

60 

101 

242 

107 

143 

一
一
一
67 

199 

226 

147 

(165 ) 

a 1 
L-5 

Ho' 
(kg)‘ 

418017 218 

219834 115 

483628 253 

68552 36 

220257 115 

414557、 216 

44724 23・

555519 290 

一 一
118151 62 

198752 10壬

475704 248 

209823 110 

278899 146 

一 一
一 一
一 一
129567 68 

383548 200 

432361 226 

152 

平均値
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量
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方
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疋趨験寅ロH向。
白，“日川a唖

表-S8~四 4 J!12S e の資額値

副番
a 1 a 1 

As 。 お，t L -10 L-5 

索電話 (mm) (kg/cm勺 (kg) Ho' l d H{ 
(kg) (kg) 

1 4 1034 9168 392954 205 418017 218 

2 4 945 4840 207298 108 219834 115 

s 5 1160 5941 254258 133 268803 140 

4 。 一 一 一 一 一 一
5 4 766 3923 16~642 88 176125 92 

6 6 1810 9270 395832 207 414557 216 

7 。 一 一 一 一 一 一
8 6 1412 12520 533庁88 279 555519 290 

9 1 323 221事 94492 49 98026 51 

10 2 524 2飽4 114261 60 118151 62 

11 2 44昌 ‘却峨4 96308 50 99266 o2 

12 9 2393 12256 520956 272 535227 279 

13 s 242‘ 4824 204893 107 209823 110 

14 3 1257 6438 273237 143 278899 146 

15 。 一 一 一 一 一 一
16 。 一 一 一 一 一 一
17 o 一 一 一 一 一 一
18 8 3348 12169 514471 269 518227 271 

19 16 4665 1ω43 716346 374 719174 375 

20 10 2176 7903 333615 174 332679 174 

品ペ(~←=古占と候倣定せ防る場掛合の吋計算期自l)=Õl日仰

五(f=→;と僻倣定せ尚る場掛合の崎計算鰍値)=26鉛鮒蜘8邸捌5冊0

x五i(寅測値)=7刊08朗07k均g (表-8'釘，7)

従て
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l
m
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u
s
 

m
削

寸

斗
，w
s
o
一L

量

量

重

向

荷

方
，EE
'
E
F

、，a
，，、

直通験寅口HA6
 

0
A
 

同
月
d
告

11:剖英軍 5月 3自の賓臓値

a 1 a 1 
高U 番

.4s 6 x.ん L -10 L-5 

雪民税 (mm) (kg/cm2) (kg) 
Hlj〆
|(kgm 

Ho' ld (kg) (kg) 

1 4 1034 9168 392954 205 418017 218 

2 4 945 4840 207298 108 219834 115 

3 6 1392 7129 305101 159 322554 168 

4 。 一 一 一 一 一 一
B 2 383 1962 83843 44 88085 46 

6 6 1810 9270 395832 207 414557 216 

7 。 一 一 一 一 一、

8 6 1412 ~2520 533788 279 555519 290 

9 1 323 2218 94492 49 98026 51 

10 2 524 2684 1l42q1 60 118151 62 

11 。 一 一 一 一 一 一
12 9 239:.1 12256 52ω66 272 535227 279 

13 。 一 一 一 ーー 一
14 8 3353 17172 728801 381 743905 388 

15 。 一 一 一 一 一 一
16 。 一 一 ー 一 一 一
17 2 568 2063 87356 46¥ 88288 46 

18 8 3348 12159 514471 269 518227 271 

19 13 4043 14684 62083& 324 623287 325 

20 12 2611 9483 400312 209 399]90 208 
F 

187 192 

平均値

ぉ(-1-=占と仮定せる場合の計算的=56州

五(~ =!と仮定せる場合の計算的=2卿均
Xt(賓iJtljft色)=70807kg ぐ農-87)

従て
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表-88 其穴 5月 5自の賓駿値

副司子

lttkrgo' } a1  

8 1 
Js 6 xυ 

774 
L-5 

家競 (mm) (kg/cmり (kg) 
初日〆 !d (kg) 

1 3 775 6872 294544 154 313331 164 

2 4 945 4840 207298 108 219834 115 

3 5 1160 5941 254258 133 268803 140 

4 。 一 一 一 一
5 2 383 1962 83843 44 88085 46 

6 6 1810 9270 395832 207 414557 216 

7 。 一 一 一 一 ← 

8 日 1883 16696 711831 372 740810 387 

9 4 1294 8885 378520 198 392678 205 

10 4 1048 5367 228480 119 236259 123 

11 3 664 3401 144674 76 149119 78 

12 9 2393 12256 520956 272 535227 279 

13 。 一 一 一
14 8 3353 17172 728801 381 743905 388 

15 。 一 一 一 一
16 。 一 一 一. 
17 3 853 3098 131182 68 132581 69 

18 8 3348 12159 514471 269 518227 271 

19 14 4354 15呼3 668569 349 671209 350 

20 12 2611 9483 400312 209 399190 208 

197 203 

平、均値

五(:=占と仮定せる場合白計算値)=5989kg

Xl(ト;と仮定せる場合の計算的=間6kg
X1 (賓測値)=81519kg (表-87)

従て



f荷重量 w'=2倒 kg/m
5 月 5 日賓験遁IE~.__ ~ 

|方向量 γ0，214相

表-88其i:. 5 J.I 8自の賓厳傭

副番
a 1 

Js 。 X..， L-lO 

宗務 (mm) (kg/cm2) (kg) 
一一ー {Hkgo一r)一一、，一一(k有dg一l一m一) 

I 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

;ftEて

4 1034 9168 392954 

4 945 4840 207298 

5 1160 5941 254258 

。 一 一 一
2 383 1962 83843 

e 1810 9270 395832 

。 一
8 1883 16696‘ 711831 

3 970 6660 283730 

3 786 4025 171350 

3 664 3401 144674 

9 2393 12256 520956 

。 一
8 3353 17172 728801 

。 一 一
一 一 一
3 853 3098 131182 

5 2092 7598 321486 

9 2799 10166 429816 

12 2611 9483 400312 

五 (t=l~ と椴定せる場合の計算値)=5472kgL 10 -.~~ --'N.... --~. ~. .-J 

.1;(ト?と仮定せる場合の計算的=捌kg

XiC賓d{lJtliO=76952kg (表-87)

205 

108 

133 

一
44 

207 

一
372 

148 

89 

76 

272 

一
381 

一

68 

168 

224 

209 

180 

C 169) 

s 1 
L-5 

Ho' 
(kg) 

418017 218 

219834 115 

268803 140 

一 一
88085 46 

414007 216 

一 一
740810 387 

294343 154 

177183 93 

149119 78 

535227 279 

743905 388 

一
一 一
132581 69 

323833 169 

431513 225 

399190 208 

186 

平均値
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i荷重量 w'=187kg/m
5月8日賞験油疋 L _ _ ;r 

i方向量主=0，21462

表-88. 裳八 5月 9目の賓験iiI.

副書F
a 1 

Js e X.凶 L -10 

索披 (mm) (kg/cm2) (kg) 
Ho/ 
(kg) 

1 

2 

s 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

従て

4 1034. 9168 392954 

4 945 4840 207298 

5 1160 5941 254258 

。 一 一 一
2 888 1962 83843 

6 1810 9270 395832 

。 一 . 一
8 1883 16696 711831 

3 970 6660 283730 

3 786 4025 171350 

3 664 3401 144674 

T 1861 9531 405126 

。 一 一
8 3353 17172 728801 

o 一 一 一
一 一

3 853 3098 131182 

5 ， 2092 7598 321486 

9 2799 10166 429816 

12 2611 9483 400312 

五({=占と仮定せる場合の計算時制kg

XI({-=}と仮定せる場合の計算的=お246kg
X1(貰測値)=72395kg (表 8わ

20O 

108 

133 

44 

207 

一
372 

148 

89 

76 

212 

381 

68 

168 

22岳

209 

176 

a 1 
L-5 

(kg) I (kg/m) 

418017 218 

219834 115 

268803 140 

一 一
88085 46 

414557 216 

一 一
740810 387 

294:t43 154 

177183 93 

149119 78 

416225 217 

一
743905 388 

一 一
一 一
132581 69 

323833 169 

431513 225 

3¥19190 208 

182 

平均値



(171 ) 

m

・3

M
割

引

』

h

H

 

，。向
4

1

，
 

H
H

向

U

)

一

一

)
d
s一
L

量

量

重

向

荷

方
，BE
E
P

、BE
t

・、

医遁験賓門口口訪日川
whυ 

表--88其丸 5月 11B の賓厳値

副番
s 1 1 

Js 6 x..t L -10 L-5 

索覇軍 (rnrn) (kgJcrn2) (kg) Ho' 
i(kd g/m) 

Ho' 
(kg) (kg) (kgjrn) I 

1 4 1034 9168 392954 205 418017 218 

2 4 945 4840 207298 108 219834 115 

3 5 1160 5941 254258 133 268803 140 。

4 。 一 一 一
5 2 383 1962 83843 44 88085 46 

6 6 1810 9270 395832 207 414557 216 

7 o 一 一 一 一 一
8 8 1883 16696 711831 372 740810 387 

9 3 970 6660 283730 148 294343 154 

10 1 262 1342 57131 30 59076 31 

11 。 一 一 一 一 一
12 7 1861 9531 405126 212 416225 217 

13 。 一 一 一 一 一
14 9 3772 19318 819879 428 437 

15 。 一 一 一 一
16 一 一 一
17 3 853 3098 131182 68 132581 69 

18 5 2092 7598 321486 168 323833 169 

19 9 2799 10166 429816 224 431513 225 

20 12 2611 9483 4'10312 209 399100 208 

183 188 

平均値

五ペ(~=占と根定せる場合の計算吋=鵬k比g 

五ベ({ト=→7と俄航定せ尚る場掛合の吋計守吋=2矧9倒1河
X五i(賓測値)=72幻39郎5k均g (表 8釘7)

従て
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{荷重量 w'=1朗kg/m
5 月 11日賓験遁珪~ . . _ t1 

防向量言=0，214田

集合随其十 6月 2闘の費臓値

副i番 a 1 
&$ 6 お，i 一L一=io

衆務 (mm) (kg/cm2) (kg) Ho' 
(kg) 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

綻て

6 1551 13752 589430 

6 1182 60M 259293 

6 1392 7129 305101 

。 一 一 一
7 1341 6868 鈎3492

9 2716 13910 598962 

9 1767 9050 386142 

18 4237 37569 1601748 

.7 2264 15546 662293 

7 1835 9398 400085 

1 221 1132 48154 

2 532 2725、 115829 

4 1256 6433 273233 

10 4192 21469 911171 

4 1187 社311 182824 

ー 一 一
3 853 3098 131182 

1 418 1518 64229 

11 3421 12425 525326 

8 1741 6323 266917 

五(f=占と根定せる場合の神的=67均

五({-=}と偲定せる場合の計算的=3捌 kg

X1(寅測値)=87659 kg (署員-87)

308 I 
135 

159 
6 

一
153 

310 

202 

836 

346 

209 

25 

60 

143 

476 

95 

68 

34 

274 

139 

a 1 
L-5 

Hγ UI 
(kg) (kg/m)' 

627026 327 

274974 144 

322554 168 

一 一
308342 161 

622060 325 . 
403137 210 

1666955 870 

687064 359 

413706 216 

49633 26 

119002 62 

279808 146 

930054 486 

186001 97 

一
132581 69 

64698 34 

527400 275 

266169 139 



{荷重量 w'=230 k:g/m 
6月2日賓験趨iEL _ ~ 

l方自量言=0，21386
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袋一88 其十ー 6月 248の賓駿値

副番
s 1 

AS 6 xμ L -10 

索擁 (mm) (kg/cm2) (kg) Ho' 
(kg) 

1 6 1551 13752 589430 

2 5 1182 6054 259293 

8 5 1160 5941 254258 

4 1 297 1521 65044 

5 6 1149 5885 251485 

6 際鍍線4脱壁 一 一
7 9 1767 9050 386142 

8 12 2824 25040 1067576 

9 4 1294 8885 378520 

10 3 786 4025 171350 

11 。
12 T 1861 9531 405126 

13 6 1884 9649 409828 

14 10 4192 21469 911171 

15 8 2374 12158 515606 

16 一 一 一 一
17 3 853 3098 131182 

18 3 1255 4558 192858 

19 8 2488 9036 382040 

20 7 1523 5531 233484 

広(~ト=占と儒防定せる場合の計算錦値)=61口

五({-=-}と蝦定せる場合の計算臨値)=3担捌榔捌24加淵4必釘3訂7k:g 

Xi(寅測値)= 98370 k:g (運表提-8'釘7). 
従て

s 1 
L-5 

Ho〆 ld (kg) 

308 627026 327 

135 274974 144 

133 268803 140 

34 68552 36 

131 264209 138 

一 一 一
202 403137 2]0 

557 1111037 580 

198 392678 205 

89 177183 93 

一 一 一
212 416225 217 

214 419690 219 

476 930054 486 

269 524565 274 

-- 一
68 132581 69 

101 194266 101 

199 383548 200 

122 232829 122 

2ゆ3 209 

平均値
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(荷重量 w'=210 Icg/m 
6月24日貫験趨.AL._ d 

!方向量 i=O，21575 

以上を一括すれば表89を得る。

表-89 伸長測定時時誼叫ぴ方向量3
〈昭和 17年度〉

w' s 
測定月 日

(kg/m) L 

IV -21 149 0，21484 
、
22 123 0，21635 

26 153 0，21525 

28 174 0，21458 

V-3 193 0，21365 

5 204 0，21440 

8 187 0，21462 

J 9 183 0，21425 

11 189 0，21406 

VI - 2 230 0，21386 

24 210 0，21575 

前節 (B).(吋|
. 

281 0，21306 

(c) 荷重量と着材材積及び水位

荷重量 d に重大な影響をもっ因子は流速と着材材積であるが，とれは叉水位と着材材積

であると考えて良い。しかし此の水位と着材材積とは相互濁立友りやといふ問題がその前に疑

問になる。水量極めて豊富にして流迭期間中些したる中刈作業を要せ歩して管流材の流着を見

るととの出来るやうた河川に於ては着材材積は略々7M立の昇降と伴って上下し従ってか Lる場

合は着材材積は水位の函敢なりと考ふるととを得るだらう。併し此の沙流川始め普通の流選河

川の流選貰況に徴するに，水位の高き必やしも着材材積の多きを期せしめや，7Kt立の低き亦必

十しも着材材積の少きを意味せで夕、，従て一般的に水位，着材材積の2因子は相互調立なりと考

えて先づ差支ないのでるる。然らば此の雨者の中荷重量 d に強い影響を輿ふる因子は軌れか

といふとになる。

圃 95は本年度荷重量曲鵠，着材材積曲繰及び水位曲線を同一圃去にまとめて比較せるも

のであって，此の3曲線によって本年度貫験に於ける荷車量 d と共の因子との闘係について
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ヨえのととがわかる。

ー(i ) 荷重量 d に重大なる影響をもっ因子は着材材積である。而して此の事柄は流選事業

期間の殆と大部分にi歩て成り立つ。

( ii) 然し流選作業の始期に於て抑留網羽の着材材積極少なる聞は，荷重量に影響を及ぼす

因子は水位即予流速である。併しか Lる着材敷量を伴はぎるときの荷重量は大ではない。

荷重量曲棋の極限値(極大，極小〉は着材材積曲線の極限値と其の護生の時期を共に

する可能性極めて多きも，管流材の中刈作業の影響を蒙る時期に劃しては必歩しも然りと言ふ

)
 
・1・1μU、

ととを得ない。

荷重量曲線の極限値が水位曲棋の極限値と其の時期を共にする可能性は，河川水位の(iv) 

上昇に従て抑留網洞の着材材積の増大が期待せらる L時に0み多い〔前項 (iii)の理由による〕。
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m結輸

本篇各節に取扱へる如〈昭和16年度及び昭和17年度賓験結果を主檀とし更に之に昭和13年

度より昭和115年度に至る買験結果生併せ考ふるときは，抑留網洞設計に嘗って考慮すべき荷重

量に関して次の諸事項が結論される。

(1) 荷重量の大きさ

鍛上白荷重量及び方向量の遁E値を一括すれば袋一却を得る。

此の表記載のぜの値は，表-73，表巳89の同

値に徴して明かなる如く，とれは副索の悉くが

同時に最大伸長を受けたりとの蝦定に基きて寅

験値より計算したるものなれば，各賞験年度に

於ける寅験(直より求め得る平均荷重量の最大限

ー度を示すものでるる。従て各賞験生F度に於ては

との限度以下の平均荷重量が質際作用したので

ある(表-73，表一89参照〉。今安全の矯め表ー仰の

13 

14 

15 

16 

17 

表:-90 w'及び2の貸腕韮健

官〆 s 
(kg/m) L 

〆252 0，20000 

351 20096 

196 19563 

323 20852 

281 21306 

荷重量最大限度を基礎とすれば，抑留網凋設計に営って強度計算に採用すべき破壊荷重量の犬

きさは，

w'=270-350 kg/m 

に仮定して大過なからむと思考せらる。而して此の荷重量数値を適用すべき流選河川の性質に

闘する保件としては

(i)綱初架設地賭に至るまでの流域面積と河川本流延長との比が大約152JS方粁/粁程度た

るとと。

( ii) 網洞架設地黙に於ける流心、の水深が融零期最高水位時に於て10-11尺程度たるとと。

(iii) 網凋架設地黙に於ける融雪期最大流速が毎秒2，5-3米内外たるとと。

(iv) 融雲期最高水位の出水持績期間が増水始期より減水格期をも含めて3-4日間程度た

るとと。

又前記数値を適用すべき流議事業の性質に闘する保件としては

(i)管流材の一時に抑留網洞に貯溜さるぺき最大材積は4-4，5高石を限度とするとと。

(誌)抑留網殉θ前項。貯溜最大能力を超過せざるやう最密なる流選作業上の調節をなす
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ぺきとと。

(2) 大河川の荷重量

流域面積と河川本流延長との比が45平方粁/粁内外のえ陸性大河にして高水位の持績期間も

長く叉管流材積もAa犬にして其の時期に於ける抑留網凋の一時的に包擁すべき最大着材材積7

-8高石を強想せらる L如き場合は，

w'=2300 kg/m 

程度の荷重量を考慮すべきである。而して流水衝撃の激しき主索部分を補強する副索は

w'=3800 kg/m 

程度の荷重量に劃して其の断面設計をなし置〈を蔦会とする。り

(3) 着材石重量による荷重量の塑化

荷重量と着材石教との聞には，上記 w'=定値 以外の何等かの法則的傾向が圃一%に於

て窺はれるが猶ほ法則化するほど顕著ではない。同国土のw'=323kg/m，w'=281kg/mは副索

系統の全部材に同時に最大仲長を生じたりと蝦定して計算せる昭和16年度， 17年度賓験の平均

荷重量の最大限を示すものである(表一73，表-89)。

(4) 荷重方向量2.
荷重の方向笠決定する量:の大きさは

δ1  1 
--一一"'-in=(平均〉一一L 4，7 4，9 '-，-..， 4，8 

と候定して賞用上些したる支障なからむと思考せらる。

(5) 特に流水衝撃の激しき部分の副索の断面決定に嘗って考慮すベき荷重量

抑留網羽の敷多き副索中，河川の扶況に因って特に流水の衝撃が大であり従C叉管流材が

著しく多量I'r抑留せらる L庭の主索部分を補強してゐる副索は伸長率も亦極めて著大にして，

か Lる僚件にある副索に劃しては前項(1)の荷重量の若干悟の数値を荷重量としで共の鋼索断

固を設計するを可とする。而して此の場合の倍教は

(i) w'=250 kg/m以上に骸定する場合…….....・H ・，..…3倍

(ii) w'=250 kg/m以下に限定する場合

(中小河川にして流逸材積も小友る場合〉・H ・H ・-…'2-2，5傍

(6) 表親綱及び裏覇網の荷重の分権率

抑留網凋の主索系統を構成する表裏の嗣親綱に封する荷重の分捨運転は

1) 北海道俗図大挙演習林研究報告，第12巻第2鏡， 44-45頁.
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表毅網に劃して

裏親網に封して

70% 

30% 

である。即ち設計理論によ0て計算される主索臆力を表，裏雨事E網に批の割合を以て配分せし

めたる~カκtJ して主索鋼索断面を決定するのでるる。

1l!' (今/?'l) 
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圃-96 着材材積と荷重量 師、
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(7)温度の影響

ttt 
厄童文

(31薗踊

主索はそのた部分Is.水中に沈潰してゐるから温度の影響は考ふるものとすればその第1格
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聞か最終格問のみである。

副索は陸上或は水上に露出する部分が大部分で、あるから，浮砕し居らざる主索部ぷの副索

はその影響を蒙むる。 1日の最高最低の温度差が7
0

_10"C位D時期怒れほ最大作用膝カから其

の90%位の醸力にまで24時間を 1週明として週期的鍵化をなす。而して此の場合の最大作用慮

力は最低温度の時刻に生やる。

第七部穂 結

本論文第'一部に於て著者は抑留網羽の一般型式の設計理論に就て攻究し，一見受営と見ゆ

る不静定構遺理論は，支配的友会.索系統鹿力として鹿縮底力を輿え，従て設計に際しては主薬、
系統に構遺用鋼材を使用すベを構造的困難を粛すによ P設計理論としては不誼営なるととを知

った。戎で抑留網凋賓地白紙況に徴して，網羽尻の主索絡端格間部材差構遣部材としての力接

的機能を無視するととによ、り，先に一次不静定構造物たりし抑留網調は設に静定構遺物として

取扱ひ得るに至札静定構造理論による設計理論を攻究し更に之による算例を試みて，此の新

しき静定構造理論によるときは主，副雨系統に輿ふる聴力は悉く引張聴力とた9て南系統部材

に鋼索の使用を可能たらしめ，抑智網澗設計に営つては惰謹上及び経済上のとの理論の適切E

9有利君主る・ぺきととを結論した。而して此の場合の設計計算は鹿力量に闘しては公式(5司.(46) 

及び (51)，(16)方向量に闘しては公式 (36)，(37)による。

本論文第二部に於ては著者は抑留網澗の型式に関して第一部にて取扱ひたるものと金く異

ゑれる型式の存在するととを指摘し，その力撃的性質の相異はーに副索系統白方向と荷重方向

との相互開保に館悶するもの在るを知つ?と。而して之を抑留網羽第2型式とし之に劃して第一

部にて取扱ひたる型式のものを抑留網羽第1型式と稽し，力撃的性質が恰もその中聞に位する

ものを抑留網澗第3型式と帯した。此の3型式の判別は第1，第2雨型式に閲しては保件式

(54)，第3型式に閲しては僚件式(63)による。共で第2型式の設計理論を攻究して設計公式(61)，

(6勾を誘導し，更にその特殊場合として第3型式公式 (65)，(66)を樽た。而して著者は之によ

9て一つの算例を行った。

本論文第三部に於ては主索系統鋼索の断面決定方法に就て攻究した。即ち先づ公式(67)に

よって側方提度をも考慮したる場合の主索格聞に生やる最大張聴力を算出すべきととを論じ，

主索の提度比を抑留網澗の賓際に徴して略々 定値と看倣して撰度Iff.ヵA.'j'の計算を簡単化した。

戎で此の張鹿力と同時に主索の曲げ臨力も優勢なる主索の最弱離?とる主索格賦の附近に於ける
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複合鹿力度を考慮、しつ L主索系統鋼索断面を設計すべきものなるととを趨嘗とし，著者の近業

の結果をも活用しつ L現今抑留網洞技術の賞用に供せられて著者もそれを最誼と認むる庭の

JES第4披索僚断面型式に闘して特殊化せる主索断面決定公式(78)を誘導Lた。此の場合の安

全Z容は公式 (78a)の如く仮定して宜しからむと思考さる。著者は上記方法による算例を夫々抑

留網羽第1及び第2の雨型式に封して行った。著者は又第三部最後に於て抑留網羽の第1，第

2及び第3の3種型式の聞の網洞構遣の弾性費位に伴ふ型式の移行性に関して吟味を加え，特

にその第1型式が型式上極めて不安定にして先づ第3型式に，最悪の場合更に第2型式に移行

して其のカ撃的性質を豹費するの危険性を包離するものなるととを指摘した。而して此の事情

及び、流水衝撃の不等共他の事情を考慮して主索断面設計方規を設けたのでるる。叉第二部公式

(54)の第1型式判別保件式は'型式の移行性を未然に防止する安全目的のために保件式(79)を

以て置換えるととの賢策なるべきととを吟味を通巴て明らかにした。

本論文第四部には於ては副索系統鋼索の断面決定方法tr.就て攻宜し?と。即ち副索の最大張

@(力を式(80)によって求むるとと Lし，更に此の最大純張力と同時に曲げ臨力の優勢に作用す

る副索と主索系統との発附連結部分(即ち主索格賭〉に於ける止杭側替曲部の局部に最弱黙を

生やるものと看倣して，此の黒占に於ける複合底力度の考慮の下に副索系統鋼索断面の決定公式

(84)を誘導した。との場合は失張り主索系統同様JES第4披索僚断面型式を封象として特殊化

したのでるる。著者は更に此の方法による算例を抑留網洞第1，第2の雨型式に就て行った。

本論文第五部に於ては主，副雨索系統鋼索の碇著部設計方法に闘する攻究をなした。即ち

先づ第1節に於て木杭群による碇箸方法に就て取扱ひ，木杭群の碇著地盤の許容支持力に封し

て作用最大支塵力が安全なる如くに趨嘗なる木杭の根入深を決める矯めの公式(94)，(95)， (88)， 

(89)， (91)を誘導した。又かくして根入探の定まれゐ木杭の採用断面が材料力製上曲げ癒力及び

勢断庭力に闘して安杢たりや否やを吟味するために曲げ聴力度に劃して公式(97)，(98)， (1∞1)， 
勢断雁力度に封しては公式(100)を誘導した。表-44，表-45及び圃-60は此の計算をなす場合の

補助固表である。著者は更に第2節に於て混揮土碇著杭の設計方法に関して研究を進め，碇著

地盤の作用最大支塵力を算出するために方形断面に劃しては式(102)，図形断面に封しては式

(103)を誘導し，地盤の許容支墜力は式(105)によって求め，との雨者を設計保件(104)と照合し

つ L設計を進むる道簡を明瞭に Lた。かくして根入深及び、底商寸法の決定せる混探土杭に封し

鶴筋混擬土理論に従0.て配筋設計をなす場合の設計基準たる最大曲げ「モーメント」及び最大

勢断力を興ふべき公式(107)'(108)， (109)を誘導した。更に第3節に於ては上記方法による計算

例を木杭群及び、混擬土単一杭に就て試みたのである。
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本論文第六部に於ては設計上の重要因子制荷重量の大きさ d 及び方向量i，又表，裏
雨親網の荷重分措章容等を判定すべき貴験的研究を行ワたのであるが，その成果は一括して第六

部Eに結論されてゐるからままで再言するととを省略する。

本研買をなすに営り賞験観測及びそれに従属する各種の仕事に闘しては長い聞に捗って林

塵土潰武則夫君の勢を煩すとと多大であった。又昭和13年度に於ける最初の寅験では林事士ヱ

皐士平井秀夫君(嘗時纂生〉の勢を煩はした。本論文の筆を欄くに賞りとれら0方A-tc深甚の

翻意を呈する戎第である。

〈昭和17年11月24日〉


